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2 秘 言 








付録 RBB プロ ファ イル 一 覧 表 







































































































































































































































































用 語 一 覧 

略語 英語 表記 も し く は 略語 説明 日 本 語 表 記 も し く は 略語 説明 
DEMU Diesel Electric Multiple Unit 電気 式 気動車 

DL Diesel Locomotive ディ ー ゼ ル 機 関 

DRC Diesel Railway Car DRC (車両 基地 の 名 称 に 使用 ) 
JICA Japan International Cooperation Agency 型 際 協力 機構 

JR Japan Railways JR 

JR Central Central Japan Railway Company JR 東海 

JR East East Japan Railway Company JR 東日本 

JR Hokkaido Hokkaido Railway Company JR 北海 道 

JR Shikoku Shikoku Railway Company JR 四国 

JR West West Japan Railway Company JR 西日本 

K Kyat チャ ッ ト ミャンマー の 通貨 ) 
LE-Car Light Economy Car レー ル バ ス や 軽快 気動車 の 愛称 
MLIT Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism | 国土 交通 省 (日 本 ) 

MM Man-Month 人 月 (工数 を 表す 単位 ) 

MR Myanma Railways ミャンマー 国鉄 

ODA Official Development Assistance 政府 開発 援助 

OJT On-the-Job Training OJT (業務 を 通じ た 訓練 ) 

PC Passenger Coach 客車 

RBE Rail Bus Engine 日 本 製 気 動車 (ミャンマー 国鉄 に お ける 通称 ) 


























本 調査 に お ける 外貨 換算 レー ト 





1USD (米ドル ) = 











105.44 JPY (日 本 円 ) 














1 MMK (ミャンマー チャ ッ ト ) 














0.08989 JPY (日 本 円 ) 









































出典 : JICA 外貨 換算 レー ト 表 
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メン テ ナ ン ス に 関し て MR が 上 直 
に 協力 可能 性 が ある か どう 


1 車両 計画 


1.1 ミャンマー 国鉄 の 車両 計画 の 方 針 、 施 策 、 既 存 計画 


1.1.1 ミャンマー 国鉄 の 車両 の 保有 状況 








ミャンマー 国鉄 が 所 有する 車両 の 種類 は 、 主 に 4 種類 あり 、 そ れ ぞ れ 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 、 貨 車 、 
客車 、RBE (Rail Bus Engine) で ある 。RBE は 、MR で 使用 され て いる 呼称 で あり 、 日 本 で か つて 活躍 
し た の ち ミ ャ ンマ ー に 輸入 され た 中 古 の 気動車 の こと で ある 。 車 両 の 種類 の 一 覧 お よび 写真 は 、 表 1-1-1、 
図 1.1-1 の と お り で あり 、 そ れ ら の 車両 の 経年 は 図 1.1.2 の と お り で ある 。 な お 、 液 体 式 ディ ー ゼ ル 機 
関 車 (Diesel Hydraulic Locomotive) と は 、 エ ンジ ン の 回 転 力 を 、 液体 式 変速 機 を 介し て 車輪 へ 伝え て 駆 
動 す る 機関 事 の こと で あり 、 電 気 式 ディ ー ゼ ル 機 関 車 (Diesel Electric Locomotive) と は 、 エ ンジ ン 発 
電機 で 生み 出し た 電気 に より 、 モ ー タ ー を 回 転 し 、 そ の 力 で 駆動 する 機関 事 の こと で ある 。 















































表 1-1-.1 MR が 所 有する 車両 の 種類 (2016 年 3 月 現在 ) 




























































































車両 の 種類 車両 数 注記 

機関 還 368 両 | 液体 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 124 両 、 電 気 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 244 両 
貨車 3.384 両 

客車 1.337 両 

RBE 249 両 | 日 本 製 気動車 

出典 : MR、 調 査 団 























MR が 所 有する 車両 の 種類 
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229 





Under 10 
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Within 10 
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33 


Within 20 
- 30 Years 
90 


(Life time: 30 years) 


Under 10 
Years 
412 


Within 10 
- 20 Years 
312 


客車 (Life time: 30 years) 


出典 : 


1-1.2 か ら 、 各 得 


MR、 調 査 


団 
1-1-2 
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偏り が 少な い 。 
RBB は 元々 中 古 車両 























車 の 経年 は 、 機 関 車 と RBE の 経年 に 比べ る と 、 


E 類 と も 寿命 (標準 的 な 使用 可能 # 


























(Unit: Car) 





Under 10 
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Over 40 651 
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1611 
Within 10 
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Within 30 Within 20 
- 40 Years 
Bi - 30 Years 
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貨車 (Life tme: 40 years) 


Under 10 
Years Within 10 
0 - 20 Years 
24 
Over 30 
MP Within 20 
- 30 Years 
98 


適度 に 新しい 車両 も 
し か し 、 機 関 車 と RBE に つい て は 、 経 年 が 20 年 以下 の 
で ある た め 、 約 半数 が 経年 30 年 を 超え 、 
RBE は 、 2003 年 か ら 順 次 ミャンマー に 導入 され て き て いる が 、 表 1-1.2 に 示す と お り 、2013 有 
点 で 走行 可能 な 車両 は 、 全 車両 数 163S 両 の うち の 87 両 で あり 、 約 


RBE (Life tme: 30 years) 


車両 の 種類 ご と の 経年 (2016 年 3 月 現在 ) 








ロロ 




















プ ト 











































































































だ 。 
表 1-1-.2 MR が 保有 する 車両 の 状態 (2013 年 11 月 現在 ) 
車両 の 種類 全車 両 数 走行 可能 走行 不能 廃車 待ち 
機関 403 両 260 両 143 両 42 両 
貨 3.377 両 2.691 両 271 両 233 両 
客 1.299 両 1.123 両 86 両 60 両 
RBE 16S 両 87 両 78 両 0 両 
(52.7%) (47.3%) 
出典 : MR、 調 査 団 








H 間 ) を 超え た 車両 の 数 が 多い こと が 分 か る 。 客 
い 車 両 も 存在 し 、 経 年 の 
両 の 割合 が 少な い 。 特 ( 
全体 的 に 経年 が 高く な っ て いる 。 
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さら に 、 
E 11 月 時 








E 分 し か 稼働 し て いな い 状 況 で あっ 


1.1.2 ミャンマー 国鉄 の 車両 計画 に か か る 方 針 














列車 を 運行 する た め の 車 両 の 確保 に 関し て 、 MR で は 中 長期 の 計画 は な い が 、MR 本 社 の 車両 電気 局 
に お ける 車両 の 基本 的 な 考え 方 は 、 現在 稼働 し て いる 車両 の 数 を 維持 する こと で ある 。 MR が 保有 する 
両 の うち 、 寿 命 を 迎え た 車両 や 使用 不能 に な っ た 車両 に 対し て は 、 新 た な 車両 を 補充 する こと を 計 
画す る 。 新 た な 車両 を 補充 する 方 策 は 、 新 車 を 購入 する 、 車 両 の 更新 を 行う 、 寿 命 を 迎え た 車両 を 使 
用 し 続け る 、 の 3 つが ある ( 図 1-1.3)。 さ ら に 、 こ の 稼働 し て いる 車両 の 数 を 維持 する と いう 考え 方 
で は 、 車 両 の 種類 を また が っ て 補充 する と いう 考え は 無く 、 各 種類 の 車両 数 を それ ぞ れ 維持 する の み 
で ある 。 
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両 計画 の 基本 的 な 考え 方 の 概念 区 



































車両 の 更新 に は 、 主 に リバ パワ ー ま た は リハ ビリ テー ショ ン と いう 方 法 が ある 。 リ バ パワー と は エン ジ 
ン 等 の 駆動 に 関わ る 主要 機器 を 新しい も の に 取り 替え る こと で あり 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン と は 駆動 に 
関わ る 機器 だ け で な く 車 内 の リニュ ー ア ル な ど を 含め て 車両 全体 を 新しい も の に 取り 奉 え る こと で あ 
る 。 
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DIESEL ELECTRIC 











DIESEL ENGINE 


出典 : MR の イワ タン 工場 概要 資料 
1-1-4 液体 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 の 構造 





この 3 つの 方 策 の 選択 は 、 国 会 で 承認 され た 予算 額 に 大 きく 左右 され る 。 特 に 
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と 借款 を 締結 する こと で 費用 を 
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1.1.3 ミャンマー 国鉄 の 車両 計画 
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車両 計画 に か か る 施策 は 、 寿 命 に 達し た 
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ヤン ゴン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 事業 
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※ 電 気 式 気動車 (DEMU: Diesel Electric Multiple Unit) ・ 
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・ 中国 | に 

















て 2016 人 


電気 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 (DEL) の 導入 
客車 の 導入 2015 年 


E 60 両 





調達 し て いる 














に か か る 施策 と 既存 計画 











E し て いる 。 な お 、 寿 命 は 、 機 関 


両 を 取り 替え る た め の 新 車 購 


電気 式 気動車 (DEMU)※ の 導入 2020 
電気 式 気動車 (DEMU) の 導入 2021 年 66 両 
ー・ エ ンジ ン 発 電機 で 生み 出し た 電気 に 
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2015 年 て 2016 有 








22 両 


COOLING 














、 新 車 購入 は 、 他 国 
一 方 で 、 車両 の 更新 費用 は 、MR の 予算 を 組む 
を 迎え た 車両 を 引き 続き 使用 せ ざ る を 得 な い 状況 と な っ て お 
30 年 、 客 車 30 年 、 貨 車 40 年 
































人 入 の 財源 と し て 借款 を 活用 


24 両 





より モー ター を 皿 


























転 し 、 





・ 韓 国 借款 
客車 の 導入 2013 年 て 2016 年 100 両 
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・ イ ンド 代 


電気 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 (DEL) の 導入 導入 時 期末 定 (現在 入札 中 ) 18 両 




































































また 、RBE に つい て は 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 団 の 輸送 改善 等 を 目的 と し て 、 限 られ た MR 予算 の 中 で 日 本 
か ら 中 古 車 両 を 購入 する 施策 を 実施 し て いる 。 機 関東 の リ パ ワ ー に つい て は 、 数 が 少な い が 、 限 られ 
た MR 予算 の 中 で エン ジン を 購入 し て 取り 替え る 施策 を 実施 し て いる 。 


















































2013 年 度 の 車両 計画 の 実績 は 表 1-1.3 の と お り で ある 。 現実 的 に は 、 寿 命 を 迎え て も 車両 の 更新 や 









































































































































新車 に よる 置き 換え が で きず に 、 使 用 せ ざ る を 得 な い 状 況 と な っ て いる 。 
表 1-1-3 2015 年 度 の 車両 計画 の 実績 
車種 機関 貨車 客車 RBE 
総数 377 両 3.39$ 両 1.405 両 234 両 
廃車 0 両 0 両 0 両 0 両 
新規 購入 又は 部 内 新造 18 両 36 両 64 両 | 74 両 (中古) 
県 新旧 が 2 $ 両 0 両 0 両 0 両 
























































出典 : MR、 調 査 団 





.2 ミャンマー 国鉄 の 車両 計画 に か か る 実施 体制 





























MR の 基本 的 な 諾 元 を 表 1-2-1 に 、 路 線 お よび 組織 を 図 1.2-1 に ボ す 。 車両 に 関す る 組織 は 、 本 社 の 
両 の 維持 管理 の 計画 、 指 
示 を 行っ て いる 。 車両 の メン テ ナ ン ス を 行う 現場 の 組織 は 、 大 きく 分 け て 2 つ あ り 、 車 両 の オー バー 
ホー ル を 行う Workshop と 、 日 々 の メン テ ナ ン ス を 行う Depot が ある 。 Workshop は 本 社 直 轄 の 組織 で あ 
り 、Depot は ミャンマー 国 を 11 の 地域 に 分 けた Division の 下 に ある 組織 で ある 。 
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電気 局 (Mechanical and Electrical Engineering Department) が あり 、 
























































































































































表 1-2-1 MR の 基本 諸 元 (201 年 3 月 現在 ) 
駅 数 960 (箇所) 
路線 長 6,072.3 (km) 
職員 数 20.479 (人 ) 
年 間 輸 送 人 員 48.0 ( 百 万 人 ) 
旅客 列車 本 数 423 (本 ) 



































出典 : MR 資料 






















MYTFKY 記 AA 
wss る 天 


BANGLADESH 


し CN ee 
me WMAKpAiAY 


プ ュー と 
YYuirm 3 
ーー 


の MYOWAUYM 
い mm kae 
kokkil 語 | に cweY * 







LA 





WAM 


BAY OF BENGAL 










sn マ m 
4 WWNAYPRYIIAW 
ryYwNMAA 全 、ee 


mn KViAsK 


s * 


ヤ AINGONI 


BAY OF MOTTAMA 


MR の 路線 


MANAGING DIRECTOR 


MR Head Office 


Techmical 
Inspection 色 
Admin Support 


Civil Division-1 Division-$ 
Mechanical & Electrical Division-2 Division-6 
Division-3 Division-7 
Division-4 Division-8 
Division-10 Division-9 

“Plan: 六 Add:” : Planning Administration | pmsimn | 











Upper Region 
Administration 


Lower Region 
Administration 

















MR の 組織 
出典 : MR、 調 査 団 
図 1.2-1 MR の 概要 











さら に 、 本 社 車両 電気 局 の 組織 は 、 図 1.2-2 の と お り で ある 。 全体 を 統括 する GM (General Manager) 
の 下 に は 、 機 関 車 、 客車 及び 貨車 、 運行 、 電気 の それ ぞ れ の 分 野 を 統括 する DGM (Deputy General Manager) 
が 配置 され 、 そ れ ら の 下 に 各 業 務 を 行う 職員 が 配置 され て いる 。 車 両 の オー バー ホー ル を 行う Workshop 
に 関わ る 施策 は 、 車 両 電気 局 の GM か ら 、 イ ン セ イン 工場 、 イ ワタ ン 工 場 、 ミ ング 工場 の 各 GM、 及 び 
RBBE 工場 の DGM に 対し て 直接 指示 し て いる 。 車両 の 日 常 的 な が メンテナンス を 行う Depot は 、 そ の 地域 
を 管轄 する Division の 下 に 組織 され て いる た め 、Depot に 関わ る 施策 は 、 本 社 か ら Division へ 指示 し 、 改 
め て Division か ら 各 Depot へ 指示 し て いる 。 















































MR Head Office 





GM 
(Mechanical & Electrical) 









































































































































GM DGM DGM DGM DGM 
Locomotive Workshop Locomotive Carriage & Wagon Operation Electrical 
(Insein) (Head Office) (Head Office) (Head Office) (Head Office) 
GM 
Locomotive Workshop 
(Ywataung) DME (Division-1) EE (Upper Myanmar) 
GM DME (Division-2) EE (Lower Myanmar) 
Carriage & Wagon DME (Division-3) 
Workshop 語 : 
(Myitnge) DME (Division-4) 
DME (Division-5) 
DGM DME (Division-6) 
RBE Workshop ーー 
DME (Division-7) 
(Yangon) 
DME (Division-8) *NoOte 
DME (Division-9) GM General Managser 
| DME (Dsion10) | DGM Deputy General Manager 
0 DME Divisional Mechanical Engineer 
DME (Division-11) EE Electrical Engineer 
出典 : MR、 調 査 団 
参 | 1-2-2 MR 本 社 車両 電気 局 の 組織 と 他 の 機関 と の 関係 

















本 社 、Division、 Workshop、Depot な ど 車 両 管 


詞 ! 








に 関わ る 組織 の 関係 は 、 図 1.2-3 に 示す と お り で ある 。 
Workshop は 、 液 体 式 ディ ー ゼ ル 機 関 車 、 電 気 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 、 客 車 及 び 貨 車 、RBE の 車種 毎 に 担 
当 す る と ころ が 分 か れ て いる 。Depot は 、 周辺 の 路線 を 運行 する 列車 の 編成 に より 担当 する 車種 は 異な 
っ て お り 、 場所 に よっ て は 、 複 数 の 車種 を 担当 する こと も ある 。 ま た 、 車種 ご と に 、 本社 
Workshop、Depot の 間 の 情報 交換 や 連携 は 行わ れ て いる 。 

な お 、 機 関 や 部 署 ご と の 人 員 及 び 予 算 に つい て は 、 開 示さ れ て いな い 。 















































両 電気 局 、 














MR Head Ofce 





Mechanical 
既 
Electrical 
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Diesel Hydranlic Locomotive DieselElectric Locomotive jmsseaer (Colgch 


Freight Wagon 
Diesel Locomottve Workshop Locomotive Workshop 
wataung Imseim 





RBE Workshop 


Division 1 


Freight Wason 
Depot | 
Locomotitve | Passenger Coach | 

Depot | Depot は AO 


= Freight Wagon 
Depot 


RBE 
1 | 
Locomotive | Passenger Coach | 
Depot | Depot | の AKG | 
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下記 





日 典 : MR、 調 査 団 





図 1.2.3 MR の 車両 管 





に 関す る 組織 


1.3 車両 計画 に か か る 課題 の 整理 と 改善 案 の 検討 


1.3.1 車両 計画 に お ける 調達 方 針 、 長 期 計画 と の 整合 性 に か か る 課題 の 整理 











MR は 国 の 機関 で も わる た め 、 大 規模 な 車両 計画 を 実行 する に は 、 国 会 の 承認 が 必要 で ある 。 国 会 で は 、 
翌年 度 の 計画 の 承認 を 得る こと が で き 、 そ の 当該 年 度 に 施策 を 実施 し て いる 。 し た が っ て 、 国 の 行政 
の 方 針 に よっ て 計画 が 変わ る こと も ある た め 、MR が 自立 し て 中 長期 計画 を 策定 で きる 環境 に は な いと 
いえ る 。 必 要 な 車両 数 に つい て も 、MR 本 社 の 経済 局 か ら 提 示さ れ た 運行 に 必要 な 車両 数 に 合わ せ て 、 
両 を 用 意 す る と いう 考え 方 に 基づい て いる た め 、 明 確 に 車両 数 に 関す る 計画 は 立て ら 
両 数 が 不足 する こと も 発生 し て いる 。 将来 の 需要 等 に 基 づ 
両 計画 の 策定 能力 を 十分 に 有 し て 
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天 記 


電気 局 が 
れ て お ら ず 、 和 突発 的 な 車両 疫 障 等 に より 
いて 計画 的 に 車両 を 調達 ある い は 廃車 を し て いる わけ で は な く 、 
いる と は いえ な い 。 
また 、MR は 借款 に 頼っ た 車両 調達 方 針 を と っ て お り 、 長 期 計 画 と し て は 、 円 借款 に よる 「 ヤ ン ゴ ン ・ 
マン ダレ ー 鉄 道 整 備 事業 」 及 び 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄 道 改修 事業 」 に お ける 、 需 要 予 測 に 応じ た 輸送 力 増 
強 の た め の 施 策 の み で ある 。 こ れ は 、MR の 収支 が 赤字 の た め 、MR 自身 の 予算 に 頼っ た 車両 更新 の 方 
針 は と れず 、 外 国 の 支援 に よる 借款 に 頼ら ざる を 得 な いと いう 背景 が ある 。 

し た が っ て 、 中 長期 の 需要 予測 に 基づく 輸送 改善 の た め の 車 両 計画 を 策定 し 、 計 画 的 に 予算 を 確保 
し 、 確 実に 実行 する た め に は 、 利 便 性 の 向上 に より 鉄道 の 利用 を 促進 し 、 収 入 と 利益 を 増やす こと に 
より 赤字 か ら 脱 却 す る こと が 必要 で ある 。 








































































































































































































































































































1.3.2 車両 計画 に お ける 課題 の 整理 と 改善 案 の 検討 








(1) MR に お ける 車両 計画 の 現状 


MR の 1 日 の 運行 列車 の 本 数 は 、 表 1.3-1 に 示す と お り で ある 。 環状 鉄道 (Circular Tram) の 列車 本 数 
が 、MR 全体 の 列車 本 数 の 約 半数 と な っ て お り 、MR に と っ て 重要 な 列車 で も や る こと が 分 か る 。 



















































































表 1-3-1 MR の 運行 列車 の 本 数 (2016 年 1 月 現在 ) 
列車 の 種類 1 日 の 列車 本 数 注記 
Passenger Express Train 40 本 
Tran Mail Train 64 本 
Mixed 66 本 
Circular Train 22$ 本 | ヤン ゴン 都市 部 
Rail Bus 28 本 | ロー カル 支線 
Freight Train 18 本 
Total 441 本 












































忌 
呈 田 
d 











出典 : MR、 














列車 の 種類 別 で の 、RBE が 充当 され て いる 車両 数 は 表 1-.3-.2 の と お り で ある 。 






















































































表 1-3-2 RBE の 充当 車両 数 (2016 年 6 月 現在 ) 
列車 の 種類 
Express Train 12 両 
Mail Train 30 両 
Circular Tramn 34 両 
Local Tram 10 両 
合計 86 店 


























また 、 こ れ に 対し て 、 車 両 電気 局 が 配置 し た 








出典 : MR、 


調査 団 






































両 数 は 、 





































































































































































































































































































上 表 1.3-.3 の と お り で ある 。 
表 1-3-3 RBE の 車両 配置 実績 (2016 年 6 月 現在 ) 
配置 場所 車両 総数 運行 数 予備 数 VIP 走行 不能 
Division 1 3 両 2 両 1 両 0 両 0 両 
Division 2 $ 両 4 両 0 両 0 両 1 両 
Division 3 7 両 6 両 1 両 0 両 0 両 
Division 4 4 両 1 両 0 両 0 両 3 両 
Division 5 32 店 12 両 $ 両 6 両 9 両 
Depot | Division 6 10 店 8 両 1 両 0 両 1 両 
Division 7 103 両 37 両 33 両 4 両 27 両 
Division 8 1 両 0 両 0 両 0 両 1 両 
Division 9 19 両 9 両 4 両 1 両 $ 両 
Division 10 4 店 3 両 1 両 0 両 0 両 
Division 11 $ 両 4 両 1 両 0 両 0 両 
Workshop 36 0 両 0 両 1 両 3$ 両 
合 計 249 両 86 両 49 両 12 両 102 両 
出典 : MR、 調 査 革 
表 1-3-3 に よる と 、 運用 に 使用 する 車両 は 、Workshop で は な く 、Depot に 配置 され て いる こと が 分 か 
る 。 ま た 、 各 Depot に は 、 予 備 の 車両 が 配置 され て いる こと が 分 か る 。 ヤンゴン 近郊 エリ ア を 管轄 す 





る Division 7 に は イン セイ ン DRC 車 
工場 (Workshop) で オー バー ホー ル や 改造 工事 が 終わ っ た 





られ て 予備 の 車両 と され て いる た め 、 予 備 数 が 多く な っ て いる 。 ま た 、 
りな 走行 不能 に 備え て 予備 の 車 





は 、 突 発 上 
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基地 (Depo00 が ある が 、RBE の オー バー ホー ル を 施工 する RBE 





























画 は 、 一 芋 イ ン セ イン DRC 車両 基地 へ 送 








ュー ノー 


運行 車両 数 の 多い Division に 





も 多く 配置 され て いる 。 


列車 運行 の た め の 車 両 の 配置 は 、 図 1-3-1 の 手順 で 行わ れる 。 











運行 計画 を 改定 する 際 に 、 各 列 車 の 車両 数 が 記載 さ 

れ た 運行 表 を 作成 する 。 

1. 本 社 の 経済 忌 が 、「 需 要 」 と 「 収 入 」、「 列 車 
の 目的 」 を 考慮 し て 、 車 両 の 種類 、 車 両 の 







































































L 運行 表 を 数 を 報告 
作成 2. 本 社 の 運行 局 が 、 報 告 に 基づい て 、 運 行 可 














能 か どう か を 判断 
3. 本 社 の 車両 電気 局 が 、 車 両 を 確保 で きる か 
を 判断 

4. 本 社 の 経済 局 が 、 運 行 表 を 作成 






























































本 社 の 車両 電気 局 は 、 運行 表 に 基づき 、 
場所 を 決定 する 。 





両 の 配置 








準 過 
慎 S 


ヶ 運行 区 間 の 条件 に 合っ た 車両 を 配置 
と ヶ 各 Depot に 予備 車両 を 配置 



































各 Depot は 、 運行 表 に 基づき 、 配置 され た 車両 を 列 
車 の 運行 に 使用 する 。 





















































FE 
上 上 
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調査 団 











図 1-3-1 列車 運行 の た め の 車 両 配置 の 手順 
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今後 の RBE の 車両 計画 に つい て 、 具 体 的 に 計画 され て いる の は 、 次 の 2 つ で ある 。 





> 2016 年 7 月 1 日 より 、 マ ンダ レー て コー リン 間 に 列 車 を 新設 

全体 の 車両 数 は 変わ ら な い が 、 予備 の 車両 を 活用 し て 、 3 両 編成 2 本 を 使っ て 運行 され る 。 そ の 
た め に 図 1.3-.2 に 示す と お り 、Division 7 か ら Division 2 へ 、 予 備 1 両 を 含む 7 両 の RBE が 配置 転 
換 さ れる 。 


















































As of 1 Jun. 2016 Kawlin Depot As of 1 Jul. 2016 
(Division 2) 回 果 
RBE 5cars in Division 2 1 RBE 7 cars ng RBE 12 cars in Division 2 
本 





Insein DRC Depot 
(Division 7) 


RBE 103 cars in Division 7 


RBE 96 cars in Division 7 























圧 
\ 還 
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: 調査 団 
図 1.33.2 マン ダレ ー ン コー リン 間 の 列車 新設 に 伴う 車両 の 配 

















転換 の イメ ー ジ 


























と 2021 年 より 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄 道 改 修 事業 に 伴い DEMU 導入 
ヤン ゴン 環状 鉄道 で 運用 され る 車両 数 は 84 両 と 計画 され て お り 、 そ こ に DEMU と RBE が 投入 
され 、 そ れ 以 外 の 列車 は 機関 車 牽引 の 客車 列車 を 充当 する と 仮定 する と 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 列 
(ヤン ゴン 環状 鉄道 お よび ヤン ゴン 近郊 路線 ) に 充当 され る 車両 数 は 、 図 1.3-3 の と お り に 変化 し 、 
RBE の 運用 車両 数 は 16 両 削減 され る 。 
As of 1 Jun. 201 In 2021 






















































































RBE 34 cars PC 79 cars RBE 18 cars DEMU 66 cars PC41 cars 
113 cars in total 125 cars in total 





PC: Passenger Coach (客車 ) 
出典 : 調査 団 
図 1.3-3 ヤン ゴン 都市 圏 の 列 

















に 充当 され る 車両 数 の 変化 の イメ ー ジ 








これ ら の 施策 を 計画 どおり 実行 する た め の 前 提 人 条件 と し て 、 使 用 する RBE が 常に 健全 な 状態 で 整備 
され て いる こと が 必要 と な る 。 こ れ ま で の 施策 で は 、 走 行 可能 な 車両 数 に 応じ て 計画 を 立案 し て も 突 
発 的 な 車両 故障 に より 走行 不能 と な っ て し まい 、 施 策 が 中 止 と な る こと が あっ た 。 そこで 、RBE が 突 
発 的 な 車両 逆 障 に より 走行 不能 と な る 確率 を 下げ る た め の 方 策 (維持 管理 体制 の 強化 、 リ パワ ー 工 事 
の 実施 に よる 寿命 延伸 等 ) を 実施 し 、 安 定 的 に 運行 可能 な 車両 数 を 確保 する こと が 重要 で ある 。 



























































(2) RBE の 政 障 予測 

















RBE の 保有 計画 は 、 図 1-1-3 の 概念 図 に 基づい て 行わ れ て いる 。 こ の 考え 方 に 基づき 、RBE の 将来 
計画 と し て 、 今 後 の RBE の 車両 状態 の 変化 を 予測 し 、RBE の 補充 計画 を 算出 する 。 こ の 算出 に あたり 、 
以下 の 前 提 条 件 を 設定 する 。 
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と RBE の 全車 両 数 は 、2016 年 6 月 現在 の まま 増減 が 無い と する 。 今後 の 日 本 の 中 古 気 動車 の 状況 
が 不明 な こと か ら 、RBE の 輸入 も 無い と する 。 

と RBE の 営業 用 車両 の 全車 両 数 に 対す る 走行 不能 の 車両 数 の 割合 を 故障 率 と 定義 する 。 営業 用 

両 は 、 旅 客 営業 に 使用 し た 実績 の ある 車両 の み を 対象 と し 、VTP 車 、 キ ハ 183 系 、 営 業 前 の 整備 

中 の 車両 の 、 計 33 両 を 除く 。 (キハ 183 系 は 、 車 高 が 高く MR の 路線 で は 構造 物 に 接触 する 可 
能 性 が ある た め 、 営 業 に 使用 され た こと が な い 。) 

と RBE の 輸入 後 の 経年 に 対す る 故障 率 が 、 将 来 に わた っ て 同率 の まま 適用 され る と 仮定 し 、 将 来 
の 車両 状態 を 予測 する 。 

と 将来 の RBE の 必要 車両 数 は 、2016 年 6 月 現在 の 営業 用 車両 で 走行 可能 な 車両 数 と 同じ と する 。 
た だ し 、 す で に 長期 計画 と し て 判明 し て いる 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 事業 」 に より 、DEMU が 
導入 され 、 そ の 分 RBE の 必要 車両 数 が 減る こと は 反映 させ る 。 
















































































































































































これ ら の 条件 を 基 に 、 現 在 の RBE に お ける 、 輸 入 後 の 経年 に 対す る 故障 率 を 算出 する と 、 表 1-3-4、 
参 1-.3-4 の よう に な る 。 改 障 率 は 、 実 故障 率 の 他 、 輸 入 後 の 経年 に 対す る 変化 を 平滑 化 (移動 平均 ) し 
た 値 も 算出 し た 。 こ の 表 よ り 、 ミ ャ ンマ ー 到 着 後 か ら $ 年 目 を 境 に 、 故障 率 が 高く な る こと が 分 か る 。 
この 程度 の 期間 で 、 部 品 の 摩耗 や 劣化 等 の 影響 が 顕著 に 現れ る と 推測 され る 。 

この 表 を 基 に 、 将 来 の 走行 不能 の 車両 数 と 、 そ の 増加 に 伴い 不足 する 車両 数 を 算出 する と 、 表 1-3-$ 
の よう に な る 。 こ れ に よる と 、2017 年 か ら RBE 車両 が 不足 し 始め 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 線 へ DEMU が 導入 
され る 見 込み の 2021 年 に は 、34 両 も の RBE 車両 が 不足 する こと に な る 。 そ うな る と 、 機 関 車 と 客車 
で 構成 され る 列車 も 残さ ざる を 得 な いた め 、「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄 道 改修 事業 」 に より DEMU が 導入 され 
る 効果 も 限定 的 と な る 恐れ が ある 。 


































































































































































































両 数 の 現在 の 状況 (2016 年 6 月 現在 ) 





表 1-3-4 RBE 
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参 1-3-4 RBE の 輸入 後 の 経年 に 対す る 実 導 障 率 と その 移動 平均 






















































































だ 1-3-$ 将来 の 走行 不能 の 事 両 数 と 不足 事 両 数 の 予測 
(単位 : 両 ) 
ぷら さ レー に へ 1 の 全局 
旨 業 用 車両 の 。 | 走行 可能 | 走行 不能 不足 
年 剛 必要 車両 数 時 備考 
全車 両 数 車両 数 車両 数 車両 数 
2016 年 227 13$ 13$ 92 0 | 2016 年 時 点 の 実際 の 数 値 
2017 年 227 133 126 101 9 
2018 年 227 133 11S 112 20 
2019 年 227 133 90 137 43 
2020 年 227 133 74 153 61 
_ ヤン ゴン 環状 線 へ の DEMU 導 
2021 年 227 119 65 162 54 是 
入 に より 、 必 要 数 が 16 両 減 
2022 年 227 119 60 167 39 
2023 年 227 119 356 171 63 
出典 : 調査 団 
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(3) RBE の 車両 計画 の 課題 の 整 


前 


来 に 




















記 交 





資 額 、 投 資 の 計画 性 、 





述 の と お り 、 表 1-3-? に よれ ば 、2021 年 























両 数 不足 が 見 込 き 





に な っ た 。 





E れ る 状況 で 、MR が と りう る 方 策 は 、① 日 本 か ら 
購入 、③ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 、④⑭ 保 有 車 両 の 継続 使用 の 4 つが 考え られ る 。 こ の 各 方 策 に つい て 、 投 
両 仕様 決定 の 自由 度 、 投 資 後 の 寿命 の 観点 で 比較 を 行っ た と ころ 、 表 1-3-6 の 





表 1-3-6 将来 の 














ーー 





こ 34 両 も の 




































































両 数 不足 に 対す る 方 策 の 比較 


品 





両 が 不足 する 予測 と な っ て いる 。 こ の 、 将 


RBE の 輸入 、② 新 車 の 



























































































































































8 投資 の 車両 仕様 決定 の 

方 策 投資 額 計画 性 に 投資 後 の 寿 命 
① 日 本 か ら 中 古 RBE の 輸入 小 不可 無 短 (2~ て 3 年 程度 ) 
② 新 車 の 購入 の AS 可 大 長 (30 年 程度 ) 
900K2NSU の ーー ン き の 中 可 (10 年 程度 ) 
④ 保 有 車 両 の 継続 使用 可 HH 短 (1 て 2 年 程度 ) 
出典 : 調査 団 
@ 投資 額 


















































「④ 保 有 車 両 の 継続 使用 」 は 、 


























追加 投資 が 無い た め 、 投 資 額 を 「 無 」 と 
は 、 車 両 部 品 の すべ て が 新しい た め 、 投 資 額 を 「 大 」 と し た 。「③ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 」 は 、 車 両 

















し た 。「② 新 車 の 購入 」 








部 品 の 一 部 を 新しく する た め 、 対 象 部 品 の 範囲 に より 異な る が 、 全 て の 部 品 の 購入 と 車体 の 製作 

















を 伴う 「② 新 車 の 購入 」 よ り 投 資 額 は 安い 。「① 日 本 か ら 中 古 RBE の 輸入 」 は 、 日 本 の 各 鉄 道 
本 体 の 輸送 費 の み に と ど ま る た め 、「③ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 」 














投資 の 計画 性 





「① 日 本 か ら 中 古 RBE の 輸入 」 は 、 日 本 の 各 鉄 道 














業者 の 協力 が 得 ら れれ ば 、 費用 は 車 
より 投資 額 は 小さ く な る 。 



































業者 の 車両 計画 に よっ て 、 中 古 車両 の 発生 





























の 有無 が 左右 され る た め 、MR で 必要 な 車両 数 を 計画 的 に 確保 する こと は 難し い 。 し た が っ て 、 投 








資 の 計画 性 を 「 不 可 」 と 判定 し た 。 他 の 方 策 に つい て は 、MR 























る の で 、 投 資 の 計画 性 を 「 可 」 と 判定 し た 。 
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と コ 











仕様 決 定 の 自由 度 
本 の 仕様 は 、MR が 旅客 の ニー ズ を 没 み 取 り 、 決 定 され る べき で ある 。 こ の 結果 、 旅客 が 求め 
両 を 提供 する こと が 可能 と な り 、 旅 客 が 増加 する こと を 期待 で きる 。 し た が っ て 、 車 両 仕様 





























決定 の 目 由 度 も 、 投 資 効果 の 確認 に お いて 重要 な 項目 と な る 。 

















「① 日 本 か ら 中 古 RBE の 輸入 」 と 「④ 保 有 





と が で き な い た め 、 


























自由 度 1 











と が で きる た め 、 


邊 由 度 が 






































16 








自身 が 計画 し て 実施 する こと が で き 



































両 の 継続 使用 」 は 、MR が 仕様 を 自由 に 決め る こ 
よ 「 無 」 と な る 。「② 新 車 の 購入 |」 は 、MR が ゼロ か ら 自 由 に 決め る こ 
SR あがる 1 ハリ デー ショ ジ 1 付 、 














加 の 一 部 の み を 新しく 





























する こと で ある の で 、「⑨ 新 車 の 購入 」 よ り 自 由 度 が 低く な る 。 

















@ 投資 後 の 寿 命 
一 般 的 に 、 機 械 や 装置 は 、 時 間 の 経過 と と も に 故障 率 が 変化 する こと が 知ら れ て いる 。 こ の 故 

障 率 の 変化 を グラ フ に する と 、 図 1.3.5 の よう に その 形状 が バス タブ に 似 て いる こと か ら 、 バ スタ 
ブ 曲 線 ( 牙 障 率 曲線 と も いう 。) と 呼ば れ て いる 。 故 障 率 の 変化 は 、 初 期 故 障 期 (mfant Mortality 
Period) 、 偶 発 故 障 期 (Stable Failure Period) 、 摩 耗 導 障 期 (Wear out Failure Period) の 3 つの 時 期 に 
分 類 さ れる 。 初期 故障 期 は 、 新 し い 技 術 を 導入 する た め 、 当 初 は 不安 定 で ある が 、 時 間 経 過 と と 
も に 稼働 が 安定 する た め 、 政 障 率 が 徐々 に 下がる 。 偶発 故障 期 は 、 機 械 や 装置 に と っ て 稼働 が 安 
定 し て いる 時 期 に な り 、 故 障 率 が 最も 低く 一 定 で 推移 する 。 摩耗 履 障 期 は 、 機 械 や 装置 の 寿命 を 
迎え 、 故 障 率 が 徐々 に 高く な る 。 

機械 や 装置 の 更新 と は 、 構 成す る 部 品 を 新しく する こと に より 、 時 間 経 過 を 戻す 効果 が ある 。 
それ は 、 摩 耗 牙 障 期 に ある 機械 や 装置 を 偶発 逆 障 期 に 戻す こと で ある 。 よ っ て 、 摩 耗 故障 期 に 入 
っ て 医 障 率 が 上 昇 する 傾向 に な っ て きた ら 、 機 械 や 装置 の 更新 を 計画 し 、 再 び 偶 発 飛 障 期 に 戻す 
こと が 必要 で ある 。 
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- Stable Failure Period 
nfant Mortality Period Wear out Failure Period 


出典 : 調査 団 
1-3-$ 機械 や 装置 の バス タブ 曲線 ( 牙 障 率 曲線 ) 
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RBB に つい て は 、 車 両 の 寿命 が 一 般 的 に 30 年 程度 で ある こと 、 ま た 、 日 本 で すでに 製造 か ら 
20 年 以上 が 経過 し て いる こと か ら 、 現 在 は 偶発 障 期 の 後半 か ら 摩 耗 蔽 障 期 の 前 半 に か け て 分 布 
し めい る どか る 。 

この バス タブ 曲線 を 考慮 し 、 寿命 の 判定 を 行っ た 。「① 日 本 か ら 中 古 RBE の 輸入 」 に つい て は 、 
すでに 製造 か ら 20 年 以上 が 経過 し 、 偶 発 夏 障 期 か ら 摩 耗 飛 障 期 に か け て 分 布 し て いる 車両 を 輸入 
する た め 、 ミ ャ ンマ ー 国 へ 導入 し た 後 の 寿命 は 短い と 考え る こと が で きる 。 実際 の 寿命 は 、 短 い 
も の で 2 年 、 長 いも の で 5 年 程度 と 考え る 。「② 新 車 の 購入 」 に つい て は 、 寿 命 は 30 年 程度 と 長 

く な る 。「③ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 」 に つい て は 、 摩 耗 導 障 期 に 入っ た 部 品 の 一 部 を 新しく する た め 、 
対象 部 品 の 寿命 を 長く する こと は 可能 で ある が 、 車 体 や 台車 が 対象 外 と な る 場合 は 、 車 体 や 台 
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され る 。 し た が っ て 、「⑨ 新 車 購入 」 に 比べ る と 寿命 は 短く な る 。 実際 の 寿命 は 、 
状態 に 左右 され る が 、10 年 程度 と 考え る 。「④ 保 有 車 両 の 継続 使用 』 に つい て は 、 何 も 
まま 使用 する た め 、 当 然 寿命 は 短く な る 。 実際 の 寿命 は 、 日 本 で の 使用 期間 と ミ ャ ン マ 
] 期 間 に 左右 され る が 、1^2 年 程度 と 考え る 。 
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表 1-3-6 の 比較 か ら 、 将 来 に 車両 数 不足 が 見 込ま れる 状況 に 対す る 方 策 と し て は 、「② 新 車 の 購入 」 
が 最も 効果 的 で ある 。 し か し 現状 の MR で は 、 不 足す る 車両 の すべ て を 新車 で 補充 する に は 投資 額 が 
大 きす ぎ て 実現 は 難し い 。 そ こ で 、 次 に 効果 的 で も る 「③ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 」 が 現実 的 な 方 策 と し 
て 適し て いる と いえ る 。 
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次 に 、 新 車 の 購入 また は リハ ビリ テー ショ ン を 実施 する 対象 車両 を 検討 する 。 対象 車両 は 、 
経年 、 車 両 の 状態 、 








両 の 
両 の メン テ ナ ン ス 性 、 使 用 する 路線 、 等 の 要素 を 総合 的 に 判断 し て 選定 する 。 
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癌 の 経年 


























バス タブ 曲線 に 示さ れる 車両 の 牙 障 率 の 変化 の 傾向 を 踏ま え 、 車 両 の 寿命 に 対す る 各 車 両 の 経 
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E に より 、 更 新 する 順番 を 決定 する 。 
両 の 状態 
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両 の 経年 が 少な く て も 、 使 用 環境 に より 状態 の 良し 悪し が 異な る た め 、 車 両 の 状態 に より 、 
車両 の 更新 を 優先 する 場合 が ある 。 
両 の メン テ ナ ン ス 性 


















































両 の 性 能 が 良い と し て も 、 メ ン テ ナ ンス コス ト が 高い な どの 欠点 を 持つ こと が ある た め 、 メ 
ン テ ナ ンス 性 を 考慮 し て 、 
@ 使用 する 路線 
投資 に よる 旅客 へ の 効果 を 考慮 し て 判断 する も の で あり 、 一 般 的 に 、 旅 客 が 多く 利用 する 路線 
の 優先 順位 を 高く する 。 


両 の 更新 を 優先 する 場合 が ある 。 



































これ ら は 、 鉄道 事 業者 の 考え に より 、 重 視 す る 要素 が 異な る 。 MR の 場合 、 寿命 を 迎え る 車両 を すべ 
て 対象 と する ほど の 予算 の 確保 は 難し いた め 、 で きる だ け 少 な い 投 資 で 最大 限 の 効果 が 生ま れる よう 
に 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 

そこ で 、(1) で 示し た と お り 列 車 本 数 も 旅客 数 も 多い ヤン ゴン 都市 圏 で 使用 され る 車両 に 対し て 優先 
的 に 投資 する こと が 、 その 効果 と し て 安定 し た 輸送 を 提供 で きる 旅客 が 多い た め 、 望ま し いと 考え る 。 




















































































































(4) RBE の 車両 計画 の 改善 案 の 検討 

















「Y 


れ ま で の 検討 を 略 ま えて 、RBE の 将来 に 向け た 車両 計画 に つい て 、 次 の よう に 提案 する 。 

















1 新車 の 購入 また は リハ ビリ テー ショ ン に より 、 将 来 に わた っ て 長く 使用 で きる 車両 を 増やし 、 
両 数 の 不足 を 防ぐ 。 
2 新車 また は リハ ビリ テー ショ ン を し た 車両 は 、 旅 客 が 多い ヤン ゴン 都市 圏 に 優先 的 に 投入 する 。 





3 ヤン ゴン 都市 圏 で 運行 し て いた 従来 の 車両 の うち 、 比 較 的 経年 が 浅く 、 状 態 が 良く 、 メ ン テ ナ 
ンス 性 に 優れ た 車両 は 、 地 方 の 路線 で 使用 する 。 

4 すでに 寿命 を 過ぎ て 、 車 体 の 腐食 の 進行 や 機器 の 機能 低下 な ど に より 状態 の 悪い 車両 
する 。 
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これ ら の 、RBE の 将来 に 向け た 車両 計画 の イメ ー ジ を 図 1.3-6 に 示す 。 こ の よう に し て 、MR 全体 の 
の 状態 を 総合 的 に 改善 する こと が で きる 。 
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図 1.3-6 RBE の 将来 に 向け た 








両 計画 の イメ ー ジ 











両 計画 の 課題 の 整理 と 改善 案 の 検 計 





($⑤ ヤン ゴン 都市 圏 の 











これ まで の 検討 か ら 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 鉄道 に お ける 「 
両 の 将来 計画 を 提案 する 。 Yangon Circular & Sub-Urban Stations Map 

MR は これ まで も ヤン ゴン 都市 団 の 輸送 を 快適 に する 
た め に 輸送 サー ビス の 改善 に 取り 組ん で きた 。 車 両 に つい 
て は 、 従来 は 、 全て の 列車 を ディ ー ゼ ル 機 関 車 と 客車 で 構 
成 さ れる 列車 で 運行 し て いた が 、 現 在 で は RBE を 導入 し 、 
表 1.3-7 の と お り 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 で $ 両 編成 6 本 、2 両 
編成 2 本 の 合計 34 両 の RBE を 使っ て 運行 し 、 旅 客 の 人 気 
を 得 て い る と ころ で ある 。 

一 般 的 に 世界 に お ける 鉄道 の 発展 に お いて は 、 旅 客 の 要 
望 の 変化 と と も に 、 鉄 道 徐 明 期 に 使用 され る 機関 車 と 客 
で 構成 され る 動力 集中 方 式 の 列車 か ら 、 大 量 か つ 多 頻度 運 
行 が で きる 電車 や 気動車 に よる 動力 分 散 方 式 の 列車 へ 移 
行 し て きた 。 ま た 、 技術 の 進歩 に 伴い 、 蒸気 機関 、 内 燃 機 
関 、 電動 機 (キー ター) と いう よう に 、 エ ネル ギー 効率 が 
良い 駆動 方 式 へ 移行 し て きた 。 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 鉄道 も 、 
その 過程 を 歩み 始め た と いえ る 。 図 1.3-7 ヤン ゴン 都市 圏 の 路線 図 

これ か ら も MR は 旅客 の 要望 に 応え る た め に 輸送 サー 
ビス の 改善 に 取り 組ま な く て は な ら な い 。 し た が っ て 、 限 られ た 予算 の 中 で 、 よ り 多 く の 旅客 へ 快適 
な 輸送 を 提供 する に は 、 旅 客 が 多い ヤン ゴン 都市 圏 の 鉄道 へ 多く の 投資 を する こと が 効果 的 で ある と 
いえ る 。 
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表 1.3-7 イン セイ ン DRC 車両 基地 に 所 属す る 車両 の 基本 運用 
(2016 年 6 月 現在 ) 


















































































































































運用 番 与 車両 編成 主 な 運用 区 間 
1.2.3.3.6,7 RBE 3$ 了 
ヤン ゴン 環状 線 
4.8.9.10.11.12.13 機関 車 1 6 両 
R1 職 関 車 1 両 3 両 
R2 機関 車 1 4 両 
R3 機関 車 1 両 $ 両 ニー 
二 ヤン ゴン 近郊 の 支線 
R4, RS RBE 2 両 編成 
R6 機関 車 1 両 - 4 両 
R7 機関 車 1 両 2 両 
使用 車両 数 機関 車 12 両 、 客 車 60 両 、RBE 34 両 、 計 106 両 
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ヤン ゴン 都市 圏 の 鉄道 に 関す る 今後 の 計画 は 、 日 本 か ら の 円 借款 を 利用 する 「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レ 
一 鉄道 整備 事業 」 と 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 事業 」 に お いて 、 電 気 式 気動車 (DEMU) が 導入 され る 
予定 で ある 。 特に 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 線 に 2021 年 頃 か ら DEMU が 6 両 編 成 X11 本 の 合計 66 両 が 導入 され 
る 計画 で ある 。 た だ し 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 線 の 全て の 列車 を DBMU に 置き 換え る こと が で きず 、 一 部 の 列 
は 従来 の RBE が 使用 され る 予定 で ある 。 

以上 より 、 中 長期 計画 策定 に あたっ て の 前 提 条 件 を 次 の よう に 整理 する こと が で きる 。 

@ 装 来 、RBE 車両 が 故障 し て 走行 不能 と な り 、 現 状 の 車両 数 より 大 きく 不足 する 見 込み で ある 。 
@ 機関 車 と 客車 で 構成 され た 列車 は 、RBE に 置き 換え る 。 

@ DEMU の 新車 が 2021 年 に 66 両 導 入 さ れ た あと は 、RBE の 列 
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を DEMU に 置き 換え る 。 











この よう な 状況 を 踏ま そえ を 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 鉄道 へ の 車両 補充 を 次 の よう に 計画 する 。 
と ヶ DEMU 導入 する まで 
- ヤン ゴン 都市 圏 で 、 更 新 す べき 車両 を 置き 換え る 。 
- 置き 換え に より 産み 出さ れ た RBE 車両 を 活用 し て 、 地 方 で 更新 すべ き 車 両 を 置き 換え る 。 
- 2018 年 以降 は 、 補充 する RBE 車両 が 40 両 と な り 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 で 使用 し て いる 39 両 よ り 
超え る た め 、 地 方 で 更新 すべ き 車 両 を 置き 換え る 
と DEMU 導入 以降 
- ヤン ゴン 都市 圏 で 、 更 新 す べき 車両 を 置き 換え る 。 
- ヤン ゴン 都市 賠 の 列車 を 、DEMU 車両 と RBE 車両 の 動力 分 散 式 に 統一 する 。 
- 置き 換え に より 産み 出さ れ た RBE 車両 を 活用 し て 、 地 方 で 更新 すべ き 車 両 を 置き 換え る 。 















































































































































































































































以上 を まとめ る と 、 表 1-3-8 と 表 1-3-.9 に 示す と お り と な る 。 表 1-3-8 は 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 現在 の 
運行 と 、「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 事業 」 に お いて 計画 され た 運行 を 基 に 、RBE の 車両 補充 に 関わ る 具体 
的 な 車両 計画 を 表し た も の で 、 表 1-3-9 は 、 表 1-3-8 の 計画 を 実行 し た 場合 の RBE 車両 の 合計 を 表し て 
いる 。 

この 計画 で は 、2020 年 まで に 、 改 障 に よる 不足 分 61 両 を 補充 し 、 そ の うち 34 両 を ヤン ゴン 都市 較 
に 投入 する 。2021 年 に は 、 履 障 に よる 不足 分 6 両 を 補充 し た 結果 、2016 年 か ら 2021 年 まで の 補充 数 
は 、 合 計 67 両 と な る 。 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 に DEMU が 66 両 導入 され る 2021 年 に 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 か 
ら 機関 車 と 客車 で 構成 され る 列車 編成 を 廃止 し て 、RBE に 置き 換え る と する と 、RBE は 40 両 必要 と な 
る 。 し た が っ て 、 補 充 し た 67 両 の うち 、40 両 を ヤン ゴン 都市 団 に 使用 し 、 残 り の 27 両 を 地方 で 使用 
する 。 現在 使用 可能 な 13$ 両 の RBE の うち 、2021 年 に 走行 可能 な RBE は 68 両 と 予測 され る た め 、 こ 
の 68 両 は 地方 で 使用 する 。 そ し て 、 補 充 し た 67 両 の うち の 地方 用 27 両 を 加え る と 、 地 方 用 RBE は 
合計 95 両 と な る 。 

この 中 長期 計画 案 の 中 で 、2021 年 に 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 事業 」 が 完了 し 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 の 
運行 体系 が 変化 する と と も に 、DEMU の 導入 に より 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 の 輸送 サー ビス が 大 きく 進化 す 
る こと と な る 。 こ の 機会 を 活用 し て 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 で 走行 し て いる 機関 車 と 客車 で 構成 され た 列車 
を RBE に 置き 換え る こと と し て いる 。 こ れ に より 、 列 車 の 始発 駅 や 終着 駅 で 機関 車 の 付け 替え の た め 
の 入 換 作業 が 不要 と な り 、 効 率 化 を 図る こと が で きる な どの 利点 が 生じ る 。 
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表 1-3-8 中 長期 計画 の 検討 案 (イン セイ ン DRC 車両 基地 ) 
項目 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 
2017 年 か ら の 
走行 不可 の 予測 (RBE-N) 9 20 45 61 S4 
羅 計 
表 1-3-$ を 基 に 
車両 補充 数 (RBE-S) 9 11 25 16 6 
車両 補充 
運用 編成 
2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 H 先 
番号 | (2016 年 3 月 現在 ) 
1 RBE S$ 両 編成 RBE-S RBE-S RBE-S RBE-S |DEMU6 両 
2 |RBE 3$ 両 編成 RBE-S4 両 RBE-S RBE-S RBE-S |DEMU6 両 
RBE-N1 両 
3 RBE ?$ 両 編成 RBE-N RBE-S RBE-S RBE-S |DEMU6 両 
4 Loco 1 両 寸 PC6 両 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC |DEMU6 両 
ぅ RBE ?$ 両 編成 RBE-N RBE-S RBE-S RBE-S |DEMU6 両 
6 RBE 3?$ 両 編成 RBE-N RBE-N RBE-S RBE-S |DEMU6 両 
7 |RBE 3 両 編成 RBE-N RBE-N RBE-S RBE-S IDEMU6 両 | ヤン ゴン 環状 線 
に Loco 1 両 十 PC6 店 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC |DEMU6 両 
9 Loco 1 両 十 PC6 店 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC |DEMU6 両 
10 |Loco1 両 士 PC6 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC |DEMU6 両 
11 |Loco1 両 十 PC6 直 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC |DEMU6 両 
12 |Loco1 両 士 PC6 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC | RBE-S 6 両 
13 |Loco 1 両 士 PC6 直 Loco+PC Loco+PC Loco+PC | Loco+PC | RBE-S6 両 
(新規 ) - - - - - RBE-S 6 両 
R1 |Loco1 両 十 PC 3 店 Loco+PC Loco+PC Loco+PC | Loco+PC | RBE-S3 両 
R2 |Loco1 両 十 PC4 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC | RBE-S 4 両 
R3 |Loco1 両 士 PCS 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC | RBE-SS 両 
ヤン ゴン 近郊 の 
R4 |RBE-N 2 両 編成 RBE-N RBE-N RBE-S RBE-S RBE-S2 両 | 5 
RS |RBE-N 2 両 編成 RBE-N RBE-N RBE-S RBE-S RBE-S2 両 
R6 |Loco1 両 士 PC4 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC | RBE-S 4 両 
R7 |Loco 1 両 士 PC2 陣 Loco+PC Loco+PC Loco+PC Loco+PC | RBE-S2 両 
地方 IRBE RBE-N 101 両 | RBE-N 101 両 | RBE-S11 両 | RBE-S 27 両 | RBE-S 27 両 
ー 抽 | 地方 路線 
RBE-N 90 両 | RBE-N 74 両 | RBE-N 68 両 
※ Loco : 機関 車 、PC : 客 
RBE-N : 2016 年 6 月 時 点 で 保有 する RBE、RBE-S : 2017 年 以降 補充 する RBE 
※ 置き 換え た 車両 は 太 文字 と し て いる 。 
※ 置き 換え に より 産み 出さ れ た 車両 は 、 地 方 の 老朽 化 が 著しい 車両 と 置き 換え る 。 
出典 : MR、 調 査 団 











22 





表 1-3-9 中 長期 計画 を 実行 し た と き の 車 両 数 







































































































































































































































































































































































































































































































































地区 車両 数 |2016 年 6 月 現在 | 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 
ヤン ゴン 都市 圏 |Loco 12 両 12 両 0 両 
(イン セイ ン lpc 

DRC 車両 基地 ) |RBE 計 | 。 34 両 | 34 両 | 34 両 | 34 両 | 34 両 | 40 両 
RBE-N 34 店 23 店 14 両 0 両 0 両 0 両 
RBE-S 0 両 9 両 20 両 34 両 34 店 40 庫 
IpgMUu 。 | 0O 両 | 0 両 | 0 両 | oO 両 | 0 両 | ee 両 

その 他 RBE 計 101 両 101 両 101 両 101 両 101 両 79 両 
RBE-N 101 語 101 庫 101 両 90 両 74 店 65 店 
RBE-S 0 二 0 両 0 二 11 十 27 遍 14 所 

ミャンマー 国内 |IRBE 計 135 両 133 両 13 両 135 両 135 両 119 両 
全体 RBE-N 133 両 126 両 113 両 90 両 74 両 6 両 
RBE-S 0 両 9 両 20 両 4 両 61 両 54 両 



















































































※ Loco : 機関 車 、PC : 客 
RBE-N : 2016 年 6 月 時 点 で 保有 すす る RBE RBE-S : 2016 年 以降 補充 する RBE 
出典 : MR、 調 査 団 
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2 RBE の 故障 原因 の 究明 


2.1 RBE の 故障 原因 の 分 類 




















RBE 改 障 に 関し て 入手 で きた デー タ は 、2013 年 8 月 か ら 2014 年 7 月 に か け て 発生 し た 政 障 の 実績 
を 記録 し た デー タ の み で ある が 、 こ れ ら を も と に 政 障 原因 を 分 析 し た 。 

この 間 、RBE の 故障 は 69 件 発生 し た 。 政 障 し た 原因 を 分 析 す る と 、 大 きく 分 け て 2 つ 挙 げ ら れる 。 
@ メンテナンス が 不 十分 で 逆 障 し た 。 

@ 機器 の 劣化 で 政 障 し た 。 











な お 、 こ こ で の 故 障 記 録 は 、 ほ と ん ど が 故障 発生 後 の 車両 の 状況 を 記述 し た も の で ある た め 、 車 両 
以外 の 要因 (軌道 状態 、 天 候 、 障 害 物 等 ) の 詳細 は 不明 で ある 。 





























その 他 
1 件 
メン テ ナ ン ス 
21 件 
機器 の 劣化 
47 件 
出典 : MR、 調 査 団 



































2-1-1 故障 の 原因 別件 数 














さら に 、 今 回 の 

こと も 確認 で きた 。 
@ メンテナ ンス を 実施 し た が 、 部 品 お よび 処置 が 不正 確 で 故障 し た 。 
@ 何かと 衝突 し 、 機 器 が 麗 障 し た 。 




















両 の プロ ファ イル 調査 や MR へ の ヒア リン グ 等 を 参考 に し て 、 以 下 の 原 因 が ある 
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2.2 RBE の 故障 の 解決 策 の 検討 


に つい て 、 具 体 的 な 例 を 挙げ 、 分析 を 行っ た 。 た だ し 、MR が 所 持 す る デー タ は 、 政 
障 し た 状況 と その 処置 内 容 の み で あり 、 分 析 す る た め の デ ー タ が 不足 し て いる こと か ら 、 日 本 で の 実 
績 を 基 に 推定 し た も の も ある 。 機器 の 劣化 を 含め て 車両 の 維持 管理 に 起因 し な い 事 象 は 、「 何 か と 衝突 
し 、 機 器 が 故障 し た 」 と いう 事象 の 1 件 の み で あり 、 そ れ を 除い て 車両 以外 の 要因 は 不明 で ある 。 








それ ぞ れ の 原因 



































@ メンテ ナン ス が 不 十 分 

> フィ ルター の 目 詰まり に より 、 オ ー バ ー ヒ ー ト を 起こ し 政 障 し た ( 図 2-2-1)。 
フィ ルター の 清掃 が 不 十分 で ある 。 

ヶ > エン ジン の シリ ンダ 部 の 摩耗 に より 燃焼 ガス が 漏れ 、 ブ ロー バイ が 発生 し た 。 
エン ジン の シリ ンダ 部 の 隙間 管理 が 不 十 分 で ある 。 

> 安全 弁 か ら 圧 縮 空気 を 吐き 出し て いる 。 
調 圧 器 の 故障 も し く は その 調整 が で き て いな い 。 

> 燃料 送 油 管 の 詰まり で エン ジン が 起動 で き な か っ た 。 
フィ ルター の 清掃 が 不 十分 で ある 。 
























































フィ ルター の 目 詰 まり (オー バー ヒー ト の 原因 ) 



































図 2.2-1 メン テ ナ ン ス が 不 十分 の 例 





因 は 、 検 査 体系 が 不適 切 、 検 査 項目 に 対応 する 検査 基準 値 及 


























メン テ ナ ン ス が 不 十分 で ある 原 
び 検 査 方 法 が 不明 確 、 メ ン テ ナ ンス の た め の 治 具 の 不足 、 等 が 考え られ る 。 
これ ら の 事象 に 対し て 、 考 えら れる 解決 策 は 、 以 下 の と お り で ある 。 

・ 検 査 体系 を 見 直す 。 

・ 検 査 基準 値 を 明確 に する 。 

・ 検 査 方 法 を 明確 に する 。 

・ メ ン テ ナ ンス の た め の 治 具 を 整備 する 。 
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@ メンテナン ス 方 法 が 不正 確 
と エン ジン 内 部 の 冷却 水 配管 が 腐食 し て 穴 が あき 潤滑 油 に 水 が 混入 し た 。 
冷却 水 に 防 錆 剤 を 入れ て いな い 。 
ヶ 排気 管 が ね じ れ て いて 、 う まく 排気 が で き て いな い ( 図 2-2-2)。 
排気 管 の 取付 状態 が 不良 で ある 。 












































排気 管 が ね じ れ て いる 様子 
: 調査 団 
刀 2.2-2 メン テ ナ ン ス 方 法 が 不正 確 の 例 


























時 
NE 
UI6 






































メン テ ナ ン ス 方 法 が 不正 確 で ある 原因 は 、 検 査 項目 に 対応 する 検査 基準 値 及 び 検 査 方 法 が 不 
明確 、 予 算 不足 で 必要 な 資材 の 調達 が 不 十 分 、 作 業者 へ の 教育 が 不 十 分 、 等 が 推測 され る 。 
これ ら の 事象 に 対し て 、 考 えら れる 解決 策 は 、 以 下 の と お り で ある 。 
・ 検 査 基準 値 を 明確 に する 。 
・ 検 査 方 法 を 明確 に する 。 
・ メ ン テ ナ ンス に 必要 な 資材 を 調達 する た め の 予 算 を 確保 する 。 
・ 作 業者 へ の 指導 お よび 訓練 体制 を 強化 する 。 
























































@ 機器 の 劣化 
と > エン ジン 成 排気 弁 が 割れ 、 過 燃焼 の 熱 に より シ リン ダ ヘ ッ ド が 変形 し た ( 図 2-2-3)。 
吸 排気 弁 と シリ ンダ ヘッ ド が 機械 的 に 機能 する 寿命 を 超え て いる 。 
と > ピス トン の 連接 棒 が 外れ て フタ を 突き 破っ た ( 図 2-2-3) 。 
連接 棒 が 機械 的 に 機能 する 寿命 を 超え て いる 。 
と 連結 器 の ネジ 山 が つぶ れ て 外れ た 。 
連結 器 が 摩耗 限度 を 超え て いる 。 
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エン ジン 吸 排 気 弁 が 破損 し た 様子 ビ ピス トン の 連接 棒 が 外れ て 和 突き 破っ た 様子 
:・ 調査 慰 


























記 
NE 
忌 叫 











図 2-2-3 機器 の 劣化 の 例 















































機器 の 劣化 の 原因 は 、 検 査 体系 が 不適 切 、 検 査 項目 に 対応 する 検査 基準 値 及 び 検 査 方 法 が 不 
明確 、 予 算 不足 で 交換 が 必要 な 部 品 の 調達 が 不 十分 、 等 が 推測 され る 。 
これ ら の 事象 に 対し て 、 考 えら れる 解決 策 は 、 以 下 の と お り で ある 。 
・ 検 査 体系 を 見 直す 。 
・ 検 査 基 準 値 を 明確 に する 。 
・ 検 査 方 法 を 明確 に する 。 
・ 劣 化 部 品 を 交換 する た め の 部 品 調達 予算 を 確保 する 。 



































@ 機器 へ の 衝突 
と 車両 の 床下 に ある 機器 が 、 何 か と 衝突 し 、 変 形 し た ( 図 2-2-4)。 

















図 2-2-4 機器 へ の 衝突 の 例 
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機器 へ の 衝突 は 、 線 路上 に 障害 物 が ある こと が 、 一 般 的 な 推測 され る 原因 で ある が 、 図 2-2-5 
の よう に MR の 軌道 の 状態 が 芳しく な く 、 車 両 の 揺れ に よっ て 線路 と 衝突 し た 可能 性 も 考え ら 
れる 。 

これ ら の 事象 に 対し て 、 考 えら れる 解決 策 は 、 以 下 の と お り で ある 。 

・ 軌道 保守 を 強化 する 。 























一 般 的 に 、 車 両 の 維持 管理 に 起因 し な い 車 両 改 障 (事故 を 含む ) の 発生 の 確率 が 高い 事象 と 
し て 、 車 両 の 異常 動揺 に よる 脱線 、 曲 線 で の 速度 超過 に よる 脱線 、 信 呈 違 反 に よる 衝突 等 が あ 
る 。 

これ ら の 事象 に 対し て 、 考 えら れる 解決 策 は 、 以 下 の と お り で ある 。 

・ 軌 道 保守 を 強化 する 。 
・ 曲 線 の 軌道 管理 を 強化 する 。 
・ 信 号 取扱 い に 関 する ヒュー マン エラ ー 対 策 を 強化 する 。 


























軌道 の 状態 (ヤン ゴン 環状 鉄道 ) 車両 が 大 きく 揺れ る 様子 
出典 : 調査 団 
































2-2-5 MR の 軌道 の 状況 
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3 RBE に 関す る 維持 管理 


3.1 RBE に か か る 維持 管理 体制 


3.1.1 指揮 命令 系 統 





車両 に 関す る 業務 に お いて 、MR 本 社 は Workshop 及び Depot に 対し て 指示 を 行う が 、Workshop が 


Depot に 対 し て 直接 指示 する こと は な い 。 た と えば 、Workshop で 、 高 額 の 修 
両 の 不具 合 が 発生 し た 場合 、 本 社 が 修理 の 判断 を 行い 、Workshop へ 修 









































費用 を 要する よう な 車 
の 許可 を 出す と いう 指揮 命令 


! 之 

















と な っ て いる ( 図 3-1-1)。 


この 指 






























































命令 系 統 で は 、 本 社 の 指示 を 待っ て か ら 修 








を 行う た め 、 迅 速 な 車両 の 復旧 が 行え ず 、 列 

















の 車両 数 の 削減 や 運休 と な っ て 、 旅 客 サ ービス の 低下 に つなが る 。 そ の 結果 、 鉄 道 に 対す る 利用 者 
の イメ ー ジ 悪化 が 避け られ ず 、 利 用 者 の 減少 、 お よび 鉄道 収入 の 小 少 に つなが る 。 さ ら に 、 
旧 ま で に 時 間 が か か る た め 、 そ の 間 に 予 備 車両 を 長い 期間 用 意 し な く て は な ら な い 。 し た が っ て 、 車 

















両 の 復 


























































































































両 導 障 の 発生 時 は 、 車 両 の 高い 稼働 率 を 確保 する た め に 、 迅 速 な 対応 が で きる 体制 が 求め られ る 。 
| Head Office 順序 手続 き 
SN ① | 才 隊 の 報告 
| Division ② 修 @ 凍 思 
の 、 い の ③ | 修理 の 指示 
④ | 政 障 車両 を 送る 
⑤ | 故障 車両 の 修 
| Workshop 9 Depot @⑥ 修理 し た 車両 を 戻す 
⑤ ツ (また は 、 他 の Depot へ 送る ) 



































出 』 





3.1.2 組織 





"人 査 団 








忌 山 




















図 3-1-1 車両 故障 か ら 車 両 の 復旧 まで の 対応 の 流れ 








Workshop と Depot の 組織 の 例 と し て 、RBE 工場 (Workshop) と イン セイ ン DRC 車両 基地 (Depoo) 
を 取り 上 げ る ( 図 3-1-2、 図 3-1-3) 。 
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AGM 
T 
DME 
AME 
FO 
T [ 
AFO AFO 
T 
Charg 
Transmission Bogie & Pneumatc Engme 1 Engme IL Pump & Compressor Body Electcal OfRce 
Sup Sup Sup Sup Sup Sup UDC 
に 
G-I G-I G-I G-I G-I G-I G-I LDC 
G-II G-II G-II G-II G-II G-II G-II G-II 
Lab Lab Lab Lab Lab Lab Lab Lab 
*Note 
AGM Assistance General Manager Sup Supervisor 
DVME Divisional Mechanical Engineer UDC Upper Division Clerk 
AME Assistance Mechanical Engineer LDC Lower Division Clerk 
FO Foreman G-1 Grade (⑪) 
AFO Assistant Foreman G-L Grade (DD 
Charg Chareeman Lab Labour 
H ・ 当 | 
出典 : MR、 調 査 
目 立 日 婦 邊 
久 3-1-2 RBE 工場 の 組織 区 
AME 
| 
Mechanical Electrical Driver Office 
FO FO LI 
I 
S.AFO 
I 
AFO AFO UDC 
T T 
chars Chare rp rpc | | seey 
[ I I I T I I I I 1 1 
Sup Sup | Sup Sup | Sup | Sup Sup Sup Sup Sup Sup Sup 
G-I | G-I | G-I G-I | G-I G-I G-I G-I G-I G-I ALD 
| | | | 
G-IL G-IL | G-IL | G-IL | G-II G-IL G-IL G-IL G-IL G-IL 
Lab Lab | Lab | Lab | Lab Lab Lab Lab Lab Lab Lab 
*TNote 
AME Assistance Mechanical Engineer Sup Supervisor Lab Labour 
FO Foreman UDC Upper Division Clerk LI Locomotive Inspector 
AFO AssistantForeman LDC Lower Division Clerk LD Locomotive Driver 
S_AFO Senior AssistantForeman G- Grade (①) ALD Assistant Locomotive Driver 
Charg Chargeman GL Grade (T) 
昌 ・ 当 | 
出典 : MR、 調 査 





いずれ の 組織 も 車両 の メン テ ナ ン ス に あたり 、 所 
け て 、 そ れ ぞ れ 作 業 班 を 組ん で いる 。 図 3-1-3 に 記載 され て いる と お り 、 “Sup*" (Supervisor) が 各 作 業 班 
を 統括 し て お り 、 “G-T' (Grade①)、“G-IT* (Grade(D)、“Lab” (Labour) に 対し て 作業 の 指示 を 出し 、 メ ン 





図 3-.1-3 イン セイ ン DRC 


テ ナ ン ス 作業 を 行っ て いる 。 
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基地 の 組織 図 








属す る 職員 を 、 担 当 す る 機器 や その 種類 ご と に 分 


3.1.3 予算 管理 








MR の 予算 は 芋 











は 、 赤 字 経 営 で ある こと か ら 、 車 両 の メン テ ナ ン ス の た め の 材 料 調達 等 の 予 全 
な いと 考え られ る 。 
表 3-1-1 MR の 収入 と 経費 (2014 年 度 ) 
分 類 金額 円 換算 額 ※ 
( 百 万 チャ ッ ト ) ( 百 万 円 ) 
収入 | 旅客 34.213.29 3.075.43 
貨物 18,509.54 1.663.82 
その 他 9.013.86 810.44 
収入 合計 61,738.69 $,349.69 
経費 97.338.06 8.749.72 
25.787.89 2,318.07 
費用 合 123,125.95 11.067.79 
※1 チャ ッ ト ニ 0.08989 円 と し て 換算 
出典 : MR、 調 査 団 


3.1.4 要員 計画 


MR は 、 部 署 や 職場 ご と に 、 標準 的 な 職員 数 と し て 定員 を 
員 (現在 員 ) の 数 は 開示 され な か っ た 。 な お 、MR は 赤字 の た め に 、 
制限 され て いる た め 、 業 務 量 が 














い 状 況 で ある 。 














会 で 承認 され 、 承認 され た 予算 に 基 づ 
は 、 開 示さ れ て いな い 。 公表 され て いる MR の 収入 と 経費 に つい て は 、 表 3-1-1 の と お り で ある 。MR 
を 十分 に 確保 で き て い 











\ て 運営 し て いる 。 






























































































































































定め て いる 。 
国 の 規則 に より 職員 の 新規 採用 が 

















テー ココ 


E 具 


と 、 現在 

















両 部 門 の 具体 的 な 予 和 





額 








属し て いる 職 


























当 加 し て も 、 そ れ に 応じ て 適宜 職員 数 を 増加 し て 対応 3 
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する こと が 難し 


3.1.5 品質 管理 





MR に お ける 車両 の 品質 管理 は 、 各 車両 に 対し て 、 担 当 す る Workshop と Depot が 、 車 両 の 走行 時 間 、 














合 に つい て も 、 車両 に 搭載 され た 別 の ファ イル に 記録 され 、 Depot に 戻っ た あと の 検査 時 








両 の 状態 、 検 査 の 記録 等 を ペー パー ファ イル に より 管理 し て いる 。 そ の 他 、 運 行 中 に 発生 し た 不具 


こ 、 そ の 内 容 





を 確認 し 、 必 要 に 応じ て 修繕 し て いる 。 し か し 、 不 具合 の 記録 は 事象 の み が 記載 され 、 原 因 や 背景 等 





は 記載 され て いな い 。 ま た 、 検 査 の 記録 で は 、 実施 日 と 検査 種別 (M1-CM8) の み が 記 載 











され 、 検 査 数 


値 、 清 掃 ・ 補 油 等 の 処置 、 修 理 内容 は 記載 され て いな い 。 そ の た め 、 攻 障 原因 の 発明 や 対策 の 検討 の 
た め の 情 報 が 不足 し て お り 、 原 因 究 明 や 対策 の 実施 に 支障 が 出 て いる 。 ま ず は 、 検 査 の 記録 と 不具 合 





























の 記録 を 詳細 に 記載 し 、 政 障 原 因 の 完 明 や 対策 の 検討 に 活用 する こと が 重要 と 考え る 。 





























運転 土 に よる 不具 合 報告 の ファ イル 左 の ファ イル の 内 容 
(車両 に 搭載 ) ( 左 か ら 、 不 具合 報告 者 、 不具 合 内 容 、 対応 者 ) 





車両 の 検査 と 修繕 の 記録 (Depot で 管理 ) 





出典 : 調査 団 





3-1-4 検査 の 記録 


32 


3.1.6 検査 体系 


MR の 所 有する 























両 は 、 機 関 


ヽ 才 








イヒ 


、 客 車 、RBE の 4 つの 車種 が あり 、 検 査 体系 は 車種 に より 異 














な っ て いる 。RBE の 検査 体系 は 、 表 3-1-.2 に 示す と お り 、 そ れ ぞ れ 直 行 時 間 を 検査 期限 と し た 、M1 か 








































































































































































































ら MS まで の 種類 を 持つ 検査 体系 を 採用 し て いる 。 
表 3-1-2 RBE 車両 の 検査 体系 
和 検査 期限 6 了 8 
種類 の 作業 時 間 の 目安 | 検査 場所 主 な 検査 内 容 
(走行 時 間 ) 
MI1 50 時 間 3 時 間 
M2 200 時 間 6 時 間 - 各 機器 の 機能 の 検査 
M3 400 時 間 8 時間 | Depot - 各 機器 の 状態 の 検査 
M4 800 時 間 12 時 間 - 消耗 品 の 状態 の 確認 と 交換 
MS 1.600 時 間 16 時 間 
M6 3.200 時 間 14 日 間 
Workshop 8) に 
M7 6,400 時 間 21 日 間 9 指定 され た 機器 の オー バー ホー ル 
(RBE 工場 ) 
MS 12.800 時 間 4S 日 間 
出典 : MR、 詩 査 団 























M1 か ら MS まで は 
MS まで は 、 給 : 











入 さ れ た 際 に 、 機 関 車 の 検査 体系 を 流用 




































































、 消 耗 品 の 交換 お よび 補給 、 
の 状態 検査 等 を 行っ て いる 。M6 か ら MS8 
分 解 検査 、 





E で は 、 床 下 に ある 機器 を 取り 外し て 行う 分 解 検査 、 台 


日 々 の メン テ ナ ン ス 、 M6 か ら M8 まで は オー バー ホー ル と な っ て いる 。 M1 か ら 





ズミ 
ロ 












































の 状態 検査 、 運 転 台 の 機能 検査 、 床 下 に ある 各 機 器 
の 
































体 の 塗装 の 塗り 直し 等 を 行っ て いる 。 現 在 の MI か ら M8 まで の 検査 体系 は 、RBE が 導 























し て 1 











前 定 し た 経緯 が ある 。 












































この 検査 体系 は 、 機 関 車 の 検査 体系 を 基 に 定め られ て いる た め 、RBE に 見 合っ た 検査 期限 や 検査 項 


























行 不能 に 陥っ て いる 可能 必 
な 検査 体系 を 検証 し て 時 





























が 定め られ て いな い 可 能 性 が ある 。 そ の た め 、RBE に と っ て 必要 な 検査 が 適切 な 時 期 に 行わ れず 走 
E も 考え られ る 。RBE を 高い 稼働 率 で 確保 する た め に は 、RBE に と っ て 適切 
守 構 築 を 行う 必要 が ある 。 そ の 際 に は 、 各 機器 の 劣化 



































・ 摩 耗 傾向 の デー タ を 長 





期 に わた り 収 集 し 、 そ の デー タ を 分 析 す る 必要 が ある と 考え る 。 
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3.2 RBE の 維持 管理 に か か る 保有 技術 ・ 技 能 


車両 の 日 々 の メン テ ナ ン ス は 、 日 中 に は 運行 し て いる た め 、 夜 間 に Depot に て 行わ れ て いる 。 検 査 
を し て いる 間 に 代 わり に 運行 する た め の 予 備 車 両 が 用 意 さ れ て お ら ず 、 メ ン テ ナ ンス は 夜間 の 限ら れ 
た 時 間 に 行わ な けれ ば な ら な い 。 

一 方 、 車 両 の オー バー ホー ル は 、Workshop に て 機器 を 取り 外し て 行わ れ て いる 。 検査 の 所 要 期 間 は 
最大 45 日 間 程度 を 要する た め 、 検 査 期間 中 に その 車両 の 代わ り に 運行 する た め の 代 将 車両 は 、 そ の 都 
度 、 本 社 が MR 全体 の RBE の 使用 状況 を 確認 し 、 他 の 列車 の 運行 へ の 影響 が 少な い 車 両 を 選定 し て 
Depot へ 送っ て いる 。 


ーー レビ 























ヘーm 














































































































日 々 の メン テ ナ ン ス (M1 か ら MS まで ) の 様子 オー バー ホー ル (M6 か ら M8 まで ) の 様子 
出典 : 調査 団 
































忌 叫 








区 3-2-1 車両 の メン テ ナ ン ス の 様子 








MR で は 、RBE が 導入 され る 以前 か ら 、MR 自身 に より 機関 車 の メン テ ナ ン ス を 実施 し て いる た め 、 
機関 車 に 関し て は 、 検 査 項目 や チェ ッ ク リ スト が ある 程度 確立 され て いる 。 し か し 、RBE に 関し て は 
それ ら が 十分 に は 確立 され て お ら ず 、 各 検査 項目 は 、 図 3-.2-2 に 示す よう な 機関 車 用 の チェ ッ ク リ スト 
を その まま 流用 し て いる 。 し た が っ て 、 運 転 如 、 台 車 、 床 下 機器 の 検査 は 行っ て いる が 、 客 室内 の 検 
査 は 行わ れ て いな い 。 ま た 、 検 査 項目 が ある も の の 、 検 査 基準 値 が 無く 、 ま た 検査 方 法 を 記 ナ マニ ュ 
アル が 無い た め 、 機 器 や 部 品 の 状態 の 目視 確認 に 留まっ て いる 他 、 そ の 作業 者 に よっ て メン テ ナ ン ス 
の 判断 が 異な る た め 、 メ ン テ ナ ンス が 不 十 分 と な っ て いる 。 
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Mechanic 


Myanma Railway 
al & Electrical Department 


Instruction for checking RBE Locomotive 


M-1 Checking 





































































































Running time schedule 8 hours to 50 hours Time working allowance 
To take Checking & Super 
が To Supervise 和 2 
No. Works responsibility Recording Supervision 
AA-4/AA-5 AA-3/ A La Hta/ A La Sa Ma-2/ 
Supervisor A La Ma A La Sa Ma-1 
a Recording notebook for locomotive driving (Loco 6) 
To sign by reponsible person after checking & repairing the necessary 
records of locomotive's drivers V V V V 
b Checking Engine Line 
1ITo check for pure oil without water in oil tank and then to fi oil fiter |V V V 
2jTo check the leakgage in oil pipe flow V V 
3ITo check for the flow of oil from hand pump V V 
4|To check for the cover of the oil tank V 
c To check for lubricant line 
出典 : MR 
需 3-2-2 検査 チェ ッ ク リ スト の 例 
また 、Depot で は 、 実 態 と し て 、M1 の 検査 期限 に 対し て 余裕 が あっ て も 、 所 属す る 全車 両 の メン テ 


ナン ス を 毎日 行っ て いる た め 、 1 両 あ た り 
を 落と さ ざ る を 得 な い 状 況 と な っ て いる 。 
イン セイ ン DRC 車両 基地 を 例 と し て 挙げ 





















































2 















































に か ける メン テ ナ ン ス の 時 間 が 短く な り 、 メンテナ ンス の 











守 


の 




















と が 推 


と メン デ ナ ン ス 対 象 両 数 (M1 か ら MS まで ) 機関 車 11 両 、RBE 39 両 
と 作業 時 間 20 時 か ら 翌 8 時 まで 
> 作業 1 班 の 人 数 機械 4 名 、 電気 1 名 
ヶ 作業 1 班 の メン テ ナ ン ス 平均 両 数 機関 車 2 両 、RBE 10 両 
と RBES$ 両 の メン テ ナ ン ス に か ける 時 間 2 時 間 
この こと か ら 、 表 3-1.2 に し た 検査 に か か る 作業 時 間 の 目安 (MS で は 16 時間) に 対し て 、RBE $ 
両 の メン テ ナ ン ス に か ける 時 間 が 不足 し て いる た め 、 メ ン テ ナ ンス が 十分 に 行わ れ て いな いこ 
測 で きる 。 
財 よる 一 般 的 な 工具 の 使い 方 や 基礎 的 な 作業 方 法 に つい て は 、MR 入職 後に メイ ッ テ ィ 
に ある 運輸 通信 省 ( 旧 鉄 道 運 輸 省 ) の 研修 所 に て 新人 教育 を 受け 、 そ の 後 は 、Depot や Workshop 





















































MM 
て いる と いえ る 。 


若手 職 























上 員 へ 指導 され て いる た め 、 基 礎 的 な 技能 


に 





な 














程度 身 に 付い 


車両 の メン テ ナ ン ス に 必要 な 知識 は 、 オー バー ホー ル を 担当 する Workshop で 各 機 器 に つい て の 構造 


2 人 


























し 、 メ ン テ ナ ンス の た め の 環 境 を 整備 し て 



















































































し か し な が ら 、RBE 車両 に 関し て は 本 か ら 中 
整備 手順 等 の 技術 指導 を 受け る こと が ほとん ど 和 無く 、 図 面 や 仕様 書 
っ た た め 、 既 存 の 機関 車 や 、 重 機 の 部 品 等 を 参考 に し て 、 独 自 ! 





り し て いる 。 よ っ て 、 そ れ ら の 基準 や 作業 


\ る 。 




































































か ず で 分 解 検査 の で き な い も の が ある 。 





E 順 が 適切 で な いも の や 、 機 器 の 型式 に よっ て は 全 
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ー 直 


ー 村 














組み の 知識 を 鞭 え て いる た め 、Workshop か ら Depot へ と 技術 指導 を 行っ て いる 。 
で は 、 メ ン テ ナ ンス に 必要 な 部 品 や 設備 に つい て 調査 を 行い 、 


両 と し て 輸入 され た 際 に 、 車 











E た 、Workshop 
不足 し て いる も の が あれ ば 本 社 へ 報 


月 
ロ 





1! 


構造 や 検査 ・ 


な どの 資料 を 十分 に 譲り 受け な か 
り 、 作 業 手 順 を 考え た 


準 を 設け た り 








E く ヨ 


手付 








3.3 RBE の 維持 管理 に か か る 能力 開発 




















R に 車両 の 技術 者 と し て 新規 に 採用 され た 場合 、 新人 教育 と し て 、 メ イッ ティ ー ラ に ある 研修 所 に 
て 、 車 両 全般 の 基礎 知識 を 12 週間 か け て 学習 する 。 そ の 後 は 、Depot や Workshop で 、OJT に より ベ デ テ 
ラン 職員 か ら 若 手 職員 へ 指導 され 、 基 礎 的 な 技能 は 一 定 程度 身 に 付け る こと が で きる 。 
また 、 マ ンダ レー 地区 の イワ タン 工場 内 に は 、 ド イツ の 支援 に より 1981 年 に 設立 され た 液体 式 デ ィ 
ー ゼ ル 機 関 車 の 訓練 セン ター が ある 。 た だ し 、 液 価 式 ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 知識 ・ 技 能 の 向上 を 図る こ 
と を 目的 と し て いる た め 、RBE の 維持 管理 に か か る 能力 開発 は 実施 され て いな い 。 
以上 の こと か ら 、RBE の 維持 管理 体制 の 強化 及び 維持 管理 技能 の 向上 に 関す る 能力 開発 の 実施 を 速 


や か に 行う 必要 が ある 。 
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3.4 RBE 向け 施設 ・ 設 備 と 作業 工程 


@ RBE 工場 の 施設 ・ 設 備 
RBE 工場 は 、 も と も と 機関 車 用 の Depot で あっ た 敷地 や 建物 を 活用 し た た め 、 図 3.4-1 の よう に 束 
が 狭く 、 同時 に 並行 し て メン テ ナ ン ス を 行え る 車両 数 は 少な い 。 また 、RBB 工場 の 敷地 が 狭い た め 
体 か ら 機器 の 取り 外し と 取り 付 It は 設置 され て いる が 、 エ ンジ ン の 人 性能 を 確認 する 馬 
力 試 験 機 、 台 車 の 保守 に 不可 欠 な 車輪 旋盤 等 邊 は 無い 。 こ の よう な 状況 の た め 、 オ ー バ ー ホ ー ル 
で は 、 各 機器 の 分 解 、 状 態 確認 、 組 立 、 動 作 f 軸 の の 性 能 の 確認 まで は 行っ て いな い 。 
また 、RBE 工場 は 、 ヤ ン ゴ ン 中 央 駅 再開 発 計画 の エリ ア 内 に あり 、 再 開発 が 開始 され る と 、RBE 工 
場 は 移転 され る 必要 が 出 て くる 。 他 方 で 、「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 事業 」 の 中 で 、DEMU と 
RBE の メン テ ナ ン ス を 行う た め の Workshop が 2023 年 頃 に イワ タ ジ に 新設 され る 計画 で ある 。 
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Mam Recpar Shcd 







Raw Store 






WstcrTank F | ank 





RBE 工場 の レイ アウ ト 左 図 に お ける Offce か ら 見 た 
Main Repair Shed の 内 部 の 様子 























叶 
\ 四 
こ 
の 
kN6 
時 
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婦 3-4-1 RBE 工場 の 様子 











36 


RBB 工場 で は 、 次 の 手順 で 、 オ ー バ ー ホ ー ル を 行う ( 図 34.2)。 








1. 入場 検査 
RBE 工場 へ 入場 し た 車両 の エン ジン を 起動 し 、 車 両 の 機能 を 検査 し て 、 機 器 の 状態 を 把握 する 。 
2. 本 社 へ の 許可 願い 
機器 の 状態 が 良く な いも の に つい て 、 修 繕 の 
3. オー バー ホー ル の 実施 
本 社 か ら 修繕 の 許可 を 得 て 、 当 該 機器 の オー バー ホー ル を 行 う 。 
体 の メン テ ナ ン ス 
体 の 修繕 と 塗装 を 行う 。 
$. 出場 検査 
両 を 停止 させ た 状態 で 、 エ ンジ ン を 起動 し 、 車 両 の 機能 を 検査 する 。 
6. 試運転 
本 線 で 試運転 を 行い 、 
7. 所 属 先 へ 回 送 
本 社 車両 電気 局 か ら の 指示 の 下 、 所 属す る Depot へ 回 送 する 。 














ル 











本 を 本 社 車 両 電気 局 に 求め る 。 








吉山 
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作業 内 容 作業 イメ ー ジ 図 作業 場所 





1. 入場 検査 








3a. 台車 の 
オー バー ホー ル 

















3b. エン ジン ・ 変 速 機 の 
オー バー ホー ル 





4. 車体 の 修繕 と 塗装 





$. 出場 検査 











6. 本 線 試 運転 





ヤン ゴン ー バ ゴー 間 で 行う 
































骨 査 革 


庄 
\ 
中 














図 3.4.2 RBE の オー バー ホー ル 工 程 





これ ら の 作業 工程 は 、 狭 い 施設 の 中 で 限ら れ た 設備 を 使っ て 工夫 し て 実施 し て お り 、 一 定 の 評価 を 
し て よい と 考え る 。 円 借款 の 「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 事業 」 に お いて 、 イ ワタ ジ 新 工場 の 
設 が 計画 され て いる た め 、 イ ワタ ジ 新 工場 に 適応 し た 作業 工程 の 検討 が 必要 と され る 。 
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RBE 工場 に ある 機械 設備 は 、 以 下 の と お り で ある 。 


表 3-4-1 RBE 工場 に ある 機械 設備 



































































































































No 機械 名 称 数 量 ( 台 ) 
1 | 15 トン 天井 ク レーン 1 
2 | バッ テリ ー 充 電機 2 
3 | イン ジェ クシ ョ ン ノ ズル 研磨 機 1 
4 | 燃料 噴射 ポン プ 試 験 機 1 
$ | 空気 圧縮 機 試験 機 1 
6 | 空気 圧縮 機 1 
7 | 溶接 機械 2 
8 | 研削 盤 1 
9 | 旋盤 装置 1 
10 | 燃料 噴射 ポン プ 調 整 機 1 
11 | 電気 式 昇 隆 ジャ ッ キ 8 
12 | 30 トン 油圧 プレ ス 1 















































出典 : MR 資料 








@ RBE が 所 属す る Depot 
Depot に は 、 日 々 の メン テ ナ ン ス や 、 故障 し た 機器 の 交換 に 必要 な 設備 が 概ね 揃っ て いる ( 図 3-4-3) 
が 、 走行 の 安全 を 確保 する た め に 重要 な 車 輸 旋盤 の 設備 は 設置 され て いな い 。 MR は その 必要 性 を 認識 
し て いる が 、 予 算 の 都合 に より 設置 で き な い も の と 思わ れる 。 車輪 形 状 が 基準 外 に ある 場合 は 、 リ フ 
ティ ング ジャ ッ キ を 使用 し て 輪軸 一 式 を 交換 する こと に な る 。 
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グッ 
(リフ ディ ング ジャ ッ キ の 代 痢 (床下 機器 取付 ・ 取 外し 用 ) 

















エエ 
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L 調査 団 





図 3-4-3 RBE が 所 属す る Depot の 主 な 保有 設備 














設備 の 保守 は 、 原 則 、 設 備 を 使用 する それ ぞ れ の Workshop や Depot 自身 が 行っ て いる 。 各 組織 に 
設備 の メン テ ナ ン ス を 専門 に 担当 する 部 門 は な く 、 機 械 を 専門 と する 部 賭 が 設備 の 保守 を 行っ て いる 。 
Workshop で は 、Depot と 比較 し て 、 設 備 の メン テ ナ ン ス が で きる 技術 者 が 多い た め 、 設 備 の 状態 が 良 
い 状態 に 保 た れ て お り 、 車 両 の メン テ ナ ン ス 作業 に 影響 を 与え る よう な 状態 で は な か っ た 。 一 方 で 
Depot で は 、 車 両 の メン テ ナ ン ス に 人 手 や 労力 を 取ら れ 、 設 備 の メン テ ナ ン ス は 十分 に 行なわ れ て お 
ら ず 、 履 障 し て 止ま っ た 状態 の も の も ある 。 

設備 が 故障 し た 場合 も 、 車 両 故 障 が 発 生 し た 場合 と 同じ よう に 、 本 社 へ 報告 し 、 本 社 の 許可 を 得 て 、 
の 手配 を 行う 。 も し 、 設 備 が 故障 し て 止ま る と 、 車 両 の メン テ ナ ン ス 作業 が 行え を なくなり 、 運 行 
に 使用 で きる 車両 が 減る こと に つなが る 。 し た が っ て 、 設備 を 健全 に 保つ こと が 必要 で ある が 、。 現状 

は 設備 の メン テ ナ ン ス に 十分 な 予算 が 確保 され て いな いこ と と 、 設 備 の メン テ ナ ン ス を する 技術 者 
6 に 配置 され て いな いこ と が 課題 で ある 。 
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MR の 中 長期 的 な 設備 に 対す る ニー ズ と し て は 、 RBE 用 の Workshop を 新規 に 整備 する こと を 望ん で 
お り 、2023 年 頃 に イワ タ ジ 工 場 が 新設 され て 、RBE 工場 の 機能 が 移設 され る 見 込み で ある 。 
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3.5 RBE 向け 部 品 管理 と 維持 管理 の た め の 調 達 


RBE 用 の 部 品 に つい て は 、 必要 の 都度 、 ぇ 
利用 し て いる た め 、 在 庫 管 














Nm 








理 が され て い 






































な い 。 





E 行 不能 と な っ た RBE か ら 取 り 外 し た 中 古 品 の 在 


ES ( 修 


行 不能 と な っ た RBE か ら 中 古 品 を 確保 する まで の 間 は 、 
の (本 =Sior 5 

予測 し て 、 計 画 的 に 中 古 品 を 確保 し て お く 

の あ 考 まる 。 


MR は 、 予算 が 不足 し て いる た め 、 故障 し た 車両 の 復旧 
ンス に 必要 な 部 品 が 整っ て お ら ず 、 車 両 の メン テ ナ ン ス が 十分 に で き な い 状況 に ある 
ン と 変速 機 の 部 品 が 高額 な た め 、 エ ンジ ン も し く は 変速 機 が 故障 し た 場合 、 そ の 修 
手配 で きず 、 敢 障 し 
不能 と な っ た 
RBE の メン テ ナ ン ス 
日 々 の メン テ ナ ン ス で 交換 する 消 
Depot へ 送付 し 、Depot の 
る 。 政 障 が 発 生 し た 場合 の 部 品 の 手 | 














が ある 。 





納品 し て 


E た 、 
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SS Flow Process 
Division ① 履 障 の 報告 
3 ② 修理 の 許可 
1 
) ③ 修理 の 指示 
Workshop ie Depot (④ 部 品 を 送付 
: 調査 団 
図 3-$-1 車両 故障 の 際 に 交換 する 部 品 の 手配 の 流れ 








部 品 の 購入 は 、 年 に 1 度 、3 


叫 の 流れ を 


に 保管 し て いる 。 な お 、 購 入 費 / 
3-5-1 に 示す 。 
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E と め て 行い 、 











E 行 不能 と な っ た 別 の RBE か ら 部 品 を 取り 外し 、 
し た が っ て 、RBE の 政 障 が 突発 的 に 発生 し て も 、 ヌ え 
ま 待 機 す る こと に な る 。 し た が 


修 





待ち の ま 

















管理 を 行い 、 
待ち の 期間 を 短縮 する 』 
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「 員 


不足 し そう な 部 品 を 





















































X 組 み を 行う 必要 が あ 


に 使用 する 部 品 だ け で な く 、 車両 の メン テ ナ 


。 特に 、 
に 必要 な 部 品 を 


ジジ 











ま と な っ て いる 車両 が 多く ある 。 現在 は 、Depot 等 の 現場 の 努力 に より 、 走 行 
部 品 を 取り 外し 、 交 換 部 品 と し て 流用 し て いる 状況 で ある 。 
用 部 品 は 、 オ ー バ ー ホ ー ル で 定期 的 に 交換 する 部 品 、 車 





改 障 で 交換 する 部 品 、 
耗 品 が ある 。 Depot で 必要 な 部 品 は 、Workshop が 手配 し 、 入 手 後 、 
に つい て は MR 本 社 の 承認 が 必要 で あ 




































































定 す 





公開 入札 か ら 納 品 ま で の 流れ を 表 3-?-1 に 示す 。 
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予算 が 確保 で きれ ば 、 メ ン テ ナ ンス に 必要 な 部 品 を 購入 する と き に 公開 入札 を 行う 。 公 開 入札 に あ 
た っ て は 、 必 要 な 物品 を 、 部 品番 号 で 指定 する か 、 サ ンプ ル 品 を 提示 し て 指 

















る か の 2 通り の 方 法 








両 の 種類 ご と に 必要 な 部 品 を Workshop へ 





表 3-$-1 部 品 購入 の 計画 か ら 部 品 納 入 ま で の 流れ 


















































ゞ ぶ 
ノ 








| Workshop | Depot 
| Workshop が 部 品 の 購入 計画 を 報告 


MR 本 社 が 公開 入札 
部 品 供給 業者 が 応札 (技術 仕様 と 価 + 
提示 ) 
Workshop へ 技術 仕様 の 確認 
本 社 へ 技術 仕様 の 適合 ・ 不 適合 の 報告 
昼 会 (委員 会 ) へ 
技術 仕様 の 適合 
入札 書 の 開札 
MR と 製造 者 が 交渉 
(MR 基準 と 周 合 、 納 期 等 の 交渉 ) 
当 者 へ へ 部品 を 発注 
首 が Workshop へ 納品 
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Depot へ 部 品 ・ 消 耗 品 等 を 送付 























・ MR、 
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RBE の 部 品 購入 予算 は 、 現 地 通貨 建て が 主 と な っ て お り 、 外 貨 通貨 建て の 予算 の 国会 承認 は か な り 
難し いた め 、 高 額 な 日 本 の 純正 品 を 購入 する こと は 厳し い 状 況 で ある 。 ま た 、 部 品 調 達 時 の 技術 仕様 
の 確認 は 、Workshop が 行う が 、RBE の 図面 や 部 品 表 、 仕 様 書 等 の 情報 を ほとん ど 所 持 し て いな いた め 
応札 され た 内 容 が 仕様 と 適合 し て いる か どう か の 判断 が 難し い 。 サ ンプ ル 品 を 提示 し て 公開 入札 し た 
も の に つい て は 、 形状 が 同じ で も 、 材質 まで の 判定 は 不可 能 で ある 。 そ の 結果 、 部 品 の 性 能 が 不 十分 
部 品 の 寿命 が 短い 、 等 の リス ク を 抱え て いる 。 購 入部 品 の 確認 の 流れ を 表 3-$-2 に 示す 。 
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表 3-$-2 購入 部 品 の 確 E 誰 誰 の 流れ 





























































































































MR 仕様 書 の 状況 
部 品 | 部品 上 部 品 商社 又は メー カー 代理 店 部 品 製 造 者 
番号 | 型式 | 名 称 
〇 [ーー|ー 
| ! 型式 と 名 称 で 
Ne 2 久 面 を 確認 
現物 確認 の 依頼 
の 0 〇 軒 式 を 確認 - 写真 提供 の 要求 
| - 現地 確認 の 実施 
*O : 判明 、X : 不明 、- : 判明 、 不 明 の どちら で も 良い 
出典 : 国土 交通 省 「 ミ ャ ンマ ー に お ける 鉄道 車両 近代 化 に 関す る 調査 」(2014 年 3 月 ) 
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MR の 要望 は 、 以 下 の ひと お り で ある 。 
と ヶ RBE の 部 品 が 、 ミ ャ ンマ ー 国 内 の 市 場 で 調達 で きる こと 。 
と RBE の 純正 の 部 品 の 入手 が 難し い 場 合 は 、 代 替 と し て 安価 か つ 性 能 を 満た す 部 品 を 調達 で 
きき ど 。 




















RBE の 部 品 は 、 多 く が 日 本 製 で や る た め に 、 ミ ャ ンマ ー 市 場 で は 流通 し て いな いも の が 多い 。 し か 
し な が ら 、 現 在 も な お 日 本 で 使用 され て いる 車両 の 部 品 で あれ ば 、 日 本 国内 で は 流通 し て いる た め 、 
日 本 の 業者 を 通じ て 購入 し て ミャンマー へ 輸入 する こと が で きる 特定 の 商社 を 通じ て 、 多 く の 部 品 を 
生 達 する こと は 可能 で ある 。 一 方 、 現 在 日 本 で 使用 され て いる 車両 の 部 品 以外 の も の は 、 日 本 国内 で 
生産 中 止 と な っ て いる 場合 が 多い た め 、 入 手 で き な い 可能 性 が 高い 。 そ の 場合 、 代 頑 品 を 探す こと に 
な る が 、 代 奉 品 が 性 能 を 満た し て いる か どう か を 検証 する た め の 知 識 と 検証 の た め の 費 用 が 必要 で あ 
り 、 適 切 に 行わ れ な い 可 能 性 が 高い 。 そ こ で 、 リ パワ ー 工 事 等 で 部 品 を 更新 する 場合 は 、 日 本 国内 で 
使用 され 、 流 通し て いる 部 品 を 採用 する こと か が 必要 と 考え る 。 
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3.6 RBE の 維持 管理 体制 に お ける 課題 と 改善 案 の 検 討 




















これ まで 述べ て きた 課題 を 整理 する と 維持 管理 体制 の 課題 は 、 以 下 の と お り と な る 。 








RBE の 検査 体系 が 不 十 分 で ある 。 

RBE の 検査 項目 に 対応 する 検査 基準 値 、 作 業 方 法 が 不明 確 で ある 。 
車両 メン テ ナ ン ス の 組織 間 の 連携 が 無い 。 

MR 職員 の 現在 員 が 不足 し て いる 。 

車両 の メン テ ナ ン ス の た め の 材 料 調達 の 予算 が 不足 し て いる 。 
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また 、 こ れ ら の 課題 に 対し て 、 こ れ ま で 述べ て きた 、 持 続 可能 な 維持 管理 体制 の 構築 の た め の 改善 
案 を 検討 し た 結果 を まとめ る と 、 以 下 の と お り と な る 。 























と RBE の 現在 の 検査 体系 (M1 か ら MS まで ) に つい て 、 デ ー タ 等 に より 適切 か どう か を 検証 
し た うえ で 、 検 査 体系 を 見 直す 。 
RBE の 検査 項目 に 対応 する 検査 基準 値 、 作 業 方 法 等 を 含め た ルー ル を 知 
RBE の 維持 管理 の コア と な る 技術 ・ 技 能 の 向上 を 図る 。 

RBE の 技術 情報 を Workshop に 集積 し 、 必 要 に 応じ て 、Depot と 共有 する 。 

RBE の メン テ ナ ン ス マニ ュ ア ル を 作成 する 。 

RBE の 検査 期限 に 対し 、 適 正 な 作業 計画 を 行い 、 効 果 的 か つ 効 率 的 な 作業 を 実施 する 。 
RBE の 部 品 調達 に 必要 な 技術 情報 (車両 の 部 品 表 等 ) を 整備 する 。 
RBE の 部 品 調達 時 の 検収 に 必要 な 技術 情報 (図面 、 仕 様 等 ) を 整備 する 。 
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3.7 RBE の 維持 管理 に 関す る 民間 リソー ス の 活用 


現在 、Workshop と Depot で 部 外 委 託し て いる 作業 は 、 表 3-7-1 の と お り で ある 。 























表 3-7-1 MR の 部 外 委託 作業 (2016 年 3 月 現在 ) 
組織 聞 ( 介 内 























































































































RBE 工場 体 修繕 、 車 体 塗装 、 電 気配 線 、 准 房 装置 の 修 
イン セイ ン DRC 車両 基地 冷房 装置 の 修 
出典 : MR、 調 査 団 

















これ ら の 委託 作業 の 内 容 は 、 鉄 道 に 特有 の 作業 で は な く 、 バ ス や 自動 車 の 保守 な ど で も 類似 し た 作 
業 が あり 、 広 ぐ く 一 般 的 な 技能 で 行え る 作業 で ある 。 し か し な が ら 、 鉄 道 車両 特有 の 技能 が 必要 な 台車 
や 液体 式 変 速 機 の 保守 等 は 、 委 託さ れ て いな い 。 
民間 リソー ス を 活用 する こと は 、 現 在 員 を 増加 させ ず に 、 要 員 不 足 を 解消 し 、 計 画 さ れ た 作業 を 実 
施す る 体制 が 構築 で きる た め 、 有 用 な 方 策 の 一 つ で ある 。 表 3-7-1 に ある よう に 、 す で に MR が 委託 を 
行っ て お り 、 要 員 不 足 を 補 お うと し て いる 。 し か し 、 鉄 道 車両 特有 の 技能 が 必要 な 作業 に つい て は 委 
旗 実 績 が 無い 。 こ れ は 、 液 体 式 ディ ー ゼ ル 機 関 車 や 気動車 の 保守 の 実績 の ある 業者 が 、 ミ ャ ンマ ー 国 
内 に は 存在 し な いこ と を 示し て いる 。 ま た 、 鉄 道 の 保 守 は 世界 に お いて も 特有 な 技能 で ある た め 、 ミ 
ャ ンマ ーー 国外 に お いて も 対応 可能 な 業者 が 限定 され て し まう 。 そ の 結果 、 部 外 委託 費 が 高く な る 懸念 
が ある 。 さら に 、 委託 する 業者 の 選定 に あたっ て は 、 そ の 業者 が 保有 する 技能 を 検証 する 必要 が ある 。 
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4 RBE の 活用 に 必要 な 維持 管理 と リ パ ワ ー エ エ 事 の 検討 


4.1 RBE の 保有 状況 と イン ベン トリ ー 





MR か ら 入 手 し た 情報 に よる と 、JR 各社 お よび 第 三 セ モク ター 等 か ら 譲 渡さ れ た RBE は 、2016 年 6 
月 7 日 現在 で 249 両 在籍 し て いる 。 レー ル バ ス が 79 両 、 キ ハ 40 系 が 60 両 と 多い 。 そ の 中 で 走行 可能 
な 状態 の 車両 は 170 両 で あり 、 残 り の 79 両 が 故障 の た め 、 走 行 不能 と な っ て いる 。 内訳 は 図 4-1-1 の 
と お り で あり 、 イ ン ベ ン トリ ー (集計 ) は 表 4-1-1 の と お り で ある 。 詳細 は 、 付 録 (Appendix) に 掲載 
0 























キハ 181 系 _、 キハ 38 系 
15 両 | SE 軸 


キハ 183 系 一 
19 両 。 - 







レー ル バ ス 
79 両 
キハ 11 系 
21 両 


キハ 141 系 
22 両 


キハ 52・58 系 
28 両 


_4 \40 系 


60 両 




















"人 査 団 





\H- 
で 由 
記 田 


























包 4-1-1 RBE の 形式 別 内 訳 











表 4-.1-1 RBEB の イン ベン トリ ー (集計 ) 
























































(単位 : 両 ) 

合計 車両 数 走行 可能 車両 数 | 走行 不能 車両 数 
キハ 40 系 60 37 3 
キハ 11 系 21 21 0 
キハ 52・S38 系 28 8 20 
キハ 38 系 $ $ 0 
キハ 141 系 22 22 0 
キハ 181 系 15 0 15 
キハ 183 系 19 11 8 
レー ルス バス 79 46 33 
合計 249 170 79 

出典 : 調査 団 



































4.2 RBE の プロ ファ イル と 活用 に 向け た 課題 の 整理 





@ プロ ファ イル 調査 方 法 
本 調査 で は 、 ま ず MR が 輸入 し た RBE に つい て 、 車 両 の 状態 に か か わら ず 可 能 な 限り 多く の 車両 を 
生 査 する こと を 目標 と し た 。 調査 する に 当たっ て は 、 ミ ャ ンマ ー 国 内 各地 に RBE が 配置 され て いる た 
め 、 な る べく 多く 配置 され て いる ヤン ゴン RBE 工場 、 イ ン セ イン DRVC 車両 基地 、 ネ ピ ド ー 機 関 区 、 
ピン マナ 機関 ミン ゲ グ 工場 、 イ ワタ ン 工 場 、 ヒ ンタ ダ 機 関 区 の 7 カ所 を 訪問 し 、 各 車両 基地 に 所 属 
し て いる 車両 の 調査 を 行っ た 。 し か し 、 日 中 時 間 帯 は 運用 され て いる 車両 が 多く 、 見 られ な い 車 両 も 
ある た め 、 予 備 車 両 お よび 故障 し て いて 動け な い 状態 の 車両 の 調査 が 中 心 と な っ た 。 た だ し 、 今 後 の 
改修 工事 の 対象 と な りう る 車両 に つい て は 、 運 用 の 変更 を 依頼 し て 日 中 に 調査 を お こ な っ た り 、 運 用 
が 終了 し た 夜間 帯 に 調査 を 実施 し た り も し た 。 

車両 の 状態 調査 に つい て は 、 車 両 留置 状態 に て 車体 の 状態 、 台 車 の 状態 、 主 要 部 品 の 状態 を 目視 で 
確認 し 、 今 後継 続 し て 使用 する うえ で 間 題 と な る 部 分 が な いか を 中 心 に 調査 を 行っ た 。 ま た 、 故 障 等 
に より 止ま っ て し まっ た 車両 に つい て は 、 可 能 な 限り 止ま っ た 原因 を MR 職員 か ら ヒ アリ ング を 行い 、 
記録 に 残す こと に 努め た 。 
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@ 装 象 車両 の プロ ファ イル 調査 と プロ ファ イル デー タ の 整 
第 1 次 調査 で は 、 合 計 136 両 の 車両 の 調査 を 行っ た 。 内 訳 は 表 4.2-1 の と お り で ある 。 な お 、 こ の 表 
の 中 に は 、 調査 時 に MR か ら 入 手 し た リス ト に 含ま れ て いな い 元 JR 東海 の キハ 11 系 $ 両 と キハ 40 系 
12 両 、JR 東日本 の 4 両 、 お よび 2016 年 3 月 末 に 譲渡 され た 元 JR 東日本 の キハ 40 系 9 両 も 含ま れる 。 
(プロ ファ イル 詳細 は 、 付 録 (Appendix) 参照 。) 
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4.2-1 プロ ファ イル 調査 し た RBE の 車両 数 


















































(単位 : 両 ) 

形式 車両 数 
キハ 40 系 42 
キハ 11 系 21 
キハ 32・38 系 19 
キハ 183 系 19 
キハ 141 系 1 
レー ル バ ス タイ プ 32 
客車 化 さ れ た RBE 2 

合計 136 
出典 : 調査 団 








46 


形式 毎 の 現在 の 状態 は 、 以 下 の と お り で あっ た 。 





と キハ 40 系 
JR 北海 道 か ら 8 両 、JR 東日本 か ら 19 両 (2016 年 3 月 末 に 譲渡 され た 9 両 を 含む ) 、JR 東海 か 
ら 30 両 、JR 四国 か ら 3 両 の 合計 60 両 が 譲渡 され て いる 。JR 東日本 お よび JR 東海 か ら 譲渡 され 
た 49 両 は 、201 年 度 に 譲渡 され た 車両 で あり 、 比 較 的 状態 は 良い 。 そ の 他 の 11 両 の うち 、J 四 
国 か ら 譲渡 され た 3 両 は 、 運 用 か ら 外 れ て 1 年 以上 が 経過 し 、 車 体 お よび 部 品 の 劣化 が 進行 し て 
いる 。 ま た 、 台 車 や エン ジン 等 の 主要 部 品 が 取り 外さ れ て いた 。JR 北海 道 か ら 譲渡 され た 8 両 の 
うち 空調 装置 が 搭載 され て いる $ 両 は 空調 の 効き が 悪く 、 メ ン テ ナ ンス を 行っ て いる と ころ で あ 


っ た 。 そ の 他 3 両 は 、 特 に 問題 な く 運 用 され て いた 。 


































































































中 























図 4.2-1 キハ 40 系 の 現状 の 写真 
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と ヶ と キハ 11 系 
2013 年 度 に JR 東海 か ら 21 両 が 譲渡 され た 。 譲渡 され て か ら の 年 数 が た っ て いな いた め 、 状 態 
は 良い 。 た だ し 、 車 両 限界 に 支障 し な いよ うに 空調 装置 の 取付 部 の 屋根 を 低く する 改造 を 受け た 


影響 か ら か 、 空 調 の 効き が 悪い と いう 問題 が 発生 し て いる 。 



































出典 : 調査 団 
図 4-.2-2 キハ 11 系 の 現状 の 写真 




















> キハ 32・38 系 
JR 東日本 か ら 20 両 、JR 西日本 か ら 12 両 、 合 計 32 両 が 譲渡 され 、 う ち 4 両 が 客車 化 さ れ た た 
め 、 現 在 は 28 両 が 在籍 し て いる 。8 両 が 走行 可能 な 状態 で ある も の の 、 車 体 の 腐食 が 激しく 、 辛 
うじ て 走れ る 状態 で も る 。 そ の 他 の 20 両 に つい て は 、 車 体 の 腐食 が 酷く 、 中 に は 変形 ( 座 屈 ) し 
て いる 車両 も あり 、 修繕 する レベル を 超え た 状態 に な っ て いる 。 MR と し て も 、 こ れ ら の 車両 の リ 


パワ ー は 考え て お ら ず 、 廃 車 する 予定 に し て いる 。 
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と 











上 本選 
正二 
NM 
ノ 


キハ 183 系 


JR 北海 道 か ら 19 両 が 譲渡 され た 。 す べ て の 車 
屋根 の 高 さ が 高い た め 、 車 
れ 以 外 に つい て は 、 上 
れ て いる 。 








: 調査 団 








ヶ キハ 141 系 


JR 北海 道 か ら 22 両 が 譲渡 され た 。 車 輸 削 正 予定 の 2 両 を 除 


地方 の 


と ころ 間 題 と な る よう な と ころ は 
在籍 時 代 に 廃車 と な っ た 

















両 基地 の 配置 が 多く 、 ま た 運用 中 





ゝ レル 


























両 か ら の } 















































図 4 
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比較 的 状態 は 良い も の の 、 今 後 の 使 / 


4-2-4 キハ 183 系 の 現状 の 写 


の た め 1 順 











加 だ け の 調査 と な っ た が 、 状 態 は 


た ら な か っ た 。 た だ し 、 台 車 ・ 液 体 式 変速 機 は 、JR 北海 道 
利用 品 の た め 、 経 年 は 経っ て いる 。 








が 運用 され て お ら ず 、 運 転 台 付 の 一 部 の 車 
限界 に 収め る 改造 に 着手 し た 3 








ご ヴ 





た 
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レー 











、 全 て の 車両 が 運 














H に つい て いる 。 
良く 、 今 の 














-2-$ キハ 141 系 の 現状 の 写 














ロ 
放置 され た 状態 と な っ て いる 。 そ 
計画 が 明確 で は な く 、 そ の まま 留置 














中. 





ーー ン 


。 


さ 


> レー ル バ ス タイ プ 
民 鉄 お よび 第 三 セ モク ター の 計 13 社 か ら 合計 8 両 が 譲渡 され た 。 車両 の 種類 が 多く 、 主 要 部 品 
の 型式 も 様々 な も の が ある 。RBE の 中 で も MR に 譲渡 され て か ら 経 年 が 経っ た も の が 多く 、 走 行 
が で き な い 状態 の も の が 39 両 と 半数 近く に まで 達し て いる 。 そ の 一 因 は 、 部 品 の 種別 が 多い こと 
に より 保守 部 品 の 入手 が し に くく 、 そ の まま 修繕 待ち の た め 放 置 せ ざる を 得 な い 状 況 で ある た め 
で ある 。 ま た 、 長 期間 屋外 で 留置 され て いる た め 、 車 体 の 台 枠 の 腐食 が 激しく 、 車 体 強 度 も 十分 
確保 で き な い 状態 に な っ て いる 車両 が 多く 見 られ た 。LE-Car と 呼ば れる タイ プ に は 、 軽 量 ・ 低 コ 











スト 








両 を 目 





















































指し た リベット 組立 構造 の 車両 が 多く あり 、 鉄 板 の 厚 さ が 薄 く 一般 的 な アー ク 溶 接 


に よる 補修 が で き な い た め 、 腐 食 が 進行 し た も の は 車体 の 修繕 も で き な い 状態 と な っ て いる 。 











出典 : 調査 団 








図 4.2-6 レー ル バ ス の 現状 の 写真 
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と ヶ 客車 化 さ れ た 
MR が 導入 し た RBE の 中 に は 、 主 要 機器 が 履 障 し て 使え なくなっ た も の を 
れ た も の が ある 。 キ ハ 47 系 か ら 1 両 、 
11 両 存在 する 。 こ れ ら の 
戻す こと は 不可 能 な 状態 で ある 。 








( 





\ 


調査 状況 を 表 に まとめ る と 表 4-2-2 の よう に な る 。 











両 











HI 
出典 











両 は 、 


典 : 調査 団 
4-2-7 客車 化 さ れ た 元 キ ハ 58 系 の 現状 の 写真 























キハ 32・58 系 か ら 4 両 、 
ブレ ー キ 部 品 以外 の 機器 が 撤去 され て し まっ て いる た め 、 

















心 に 客車 に 改造 さ 
レー ル バ ス タイ プ か ら 6 両 の 計 
RBE 














ほ 4-2-2 RBE の 形式 別 状 況 お よび プロ ファ イル 調査 結果 














































































































(単位 : 両 ) 
MR 所 有 FRBE 249 両 
形式 車両 数 走行 可能 履 障 の た め 走 行 不能 ョ BMN 
未確認 調査 実施 未確認 
本 較 二 6 に ー RES 
JR 東海 30、JR 四国 3 
キハ 11 系 21 思 21 ー JR 東海 21 
キハ 32・38 系 28 6 2 17 3 NARA 
JR 西日本 12( 内 4 両 は 客車 化 ) 
キハ 38 系 $ $ = ー 記 JR 東日本 3 
キハ 141 系 22 21 1 ー JR 北海 道 22 
キハ 181 系 15 紀 15 JR 西日本 15 
キハ 183 系 19 是 M【 8 = JR 北海 道 19 
レー ル バ ス 79 29 17 15 18 第 三 モ クタ ー お よび 民 鉄 13 社 
合 語 249 170 79 
出典 : 調査 団 








S1 





日 

















モ 要 部 品 で ある エン ジン お よび 液体 式 変 速 機 毎 に まとめ る と 、 表 4-2-3、 表 4.2-4 の よう に な る 。 





エン ジン の 型式 は 15 種類 、 液体 式 変速 機 の 型式 は 24 種類 を 保有 し て お り 、 非常 に 多種 の エン ジン ・ 
液体 式 変速 機 を 保有 し て いる 。 こ れ は 、 メ ン テ ナ ンス を 実施 する うえ で 、 型 式 ご と に 構造 を 理解 する 























必要 が ある 他 、 そ れ ぞ れ に つい て 専 / 











く 上 で 大 き な 間 題 と な っ て いる 。 さ ら に 、 す で に 製造 ! 


だ さき 20 く 7 が つら で 

























































































ン 等 の 主要 機器 の 取 奉 を 中 心 と し た リ パ ワ ー 工 事 の 実施 が 必要 で ある 。 




















ほ 4.2-3 エン ジン の 型式 別 保有 台数 

















の 保守 部 品 を 準備 する 必要 が あり 、 メ ン テ ナ ンス を 実施 し て い 
止 と な っ て いる 型式 も 多く 、 保 守 部 品 も 入手 





\ る も の も あり 、 メ ン テ ナ ンス を 行い た く て も 行え な い 実 情 も 抱え て いる 。 これ か ら 


も 長く 車両 を 使用 し て いく た め に は 、 保 守 部 品 が 確保 で きる 型式 に 統一 し て いく 必要 が あり 、 エ ンジ 
































































































































8 台数 BS 
No 型式 NE 搭載 車両 
( 台 ) 

は 6 キハ 38 系 、 キ ハ 141 系 、 

1 | DMF13HS 新潟 鉄工 所 66 1 
レー ル バ ス (NT-120D, CR-70, MR-100) 

の キハ 40 系 、 キ ハ 52・38 系 、 

2 | DMEF13HZ 新 | 32 6 
レー ル バ ス (MR-100, LE-30) 

3 | DMF13HZC 新 4 キハ 183 系 
4 | DMF1SHSA 新 # 36 キハ 40 系 、 キ ハ 183 系 
$ | DMHI17 新 # 24 キハ 58 系 
6 | DMEF18HZ 新 4 キハ 183 系 
7 | DML30HSE 新 # 10 キハ 181 系 
8 | DML30HSI 新 13 キハ 181 系 、 キ ハ 183 系 
9 | DMFIIHZ 避 22 キハ 32・3S8 系 、 レ ー ル バス (LE-20) 
10 | SA6D12SH-1A が 1 レー ル バ ス (IRT335) 
11 | PE6HT03 日 産 デ ィ ー ゼ ル 6 レー ル バ ス (ISE-1, LE-20) 
12 | PE6HT03A 日 産 デ ィ ー ゼ ル 40 レー ル バ ス (LE-20, LE-30, NT100) 
13 | C-DMF14HZ カミ ンズ 4 キハ 40 系 
14 | C-DMF14HZA 妨 ミ ンズ の 4 キハ 11 系 
15 | C-DMF14HZB KS あべ 26 キハ 40 系 









































※ 新 湯 訪 ヽ 
出典 











: MR、 調 査 団 





機 は 、 新 潟 鉄工 所 を 前 身 と する 会 社 
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表 4-2-4 液体 式 変速 機 の 型式 別 保有 台数 
No 型式 0 KA 搭載 車両 
( 台 ) 
1 | DFll5 新潟 コン バー タ 101 YY 8 
キハ 141 系 

2 |DW4 新潟 コン バー タ 1 キハ 181 系 
3 | DW4C 新潟 コン バー タ 4 キハ 181 系 
4 | DW4D 新潟 コン バー タ 2 キハ 181 系 
$ | DW4E 新潟 コン バー タ 7 キハ 181 系 
6 | DW4F 新潟 コン バー タ 1 キハ 181 系 
7 | DW9A 新潟 コン バー タ 8 キハ 183 系 
8 | DW10 新潟 コン バー タ 22 | キハ 40 系 、 キ ハ 183 系 
9 | C-DW14A 0 記 は ジッ スペ の ツン ョ ジン 29 | キハ 40 系 
10 | N-DW14B 9 が ドラ スミ ウシ ツン ョ ウツ $ キハ 40 系 
11 | N-DW14C 3 ラジ ンス さい の ョ シン 2 キハ 183 系 
12 | C-DW15 新潟 コン バー タ 21 キハ 11 系 
13 | N-DW17 Ar トラ ンス ミル ジョン 4 キハ 183 系 
14 | DBRI15 新潟 コン バー タ 3 レー ル バ ス (CR.-70) 
15 | TACN-22-1103 CI グン の レー ル バ ス (LE-20) 
16 | TACN-22-1103B 3 が まり ドウ タス ジョ ツン 10 レー ル バ ス (LE-20) 

ほ レー ル バ ス 
17 | TACN-22-1103C IN ジ グン 2 23 NOIOONNIEI2DRINRENO 
18 | TACN-22-1105 紅 刻 喧 選 トウ ンス ミッ ショ ン 7 レー ル バ ス (MR-100) 
19 | TACN-22-1103B SS 16 レー ル バ ス (MR-100) 
20 | TACN-22-1108 MEN ラス ミツ ヨン 4 レー ル バ ス (LE-30) 
21 | TACN-22-1613A Es シラン ミウ の ジ $ レー ル バ ス (LE-30) 
22 | SCR-091A 神鋼 造機 3 レー ル バ ス (LE-20) 
23 | SCR-091B-4B 神鋼 造機 11 レー ル バ ス (LE-20,ISE1) 
24 | KTF3335A-2A や 少 1 IRT353 

※ 日 立 ニ コト ラン スミ ッ シ ョ ン は 、 新 潟 コン バー タ を 前 身 と する 会 社 








出典 : MR、 調 査 団 
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は 、 車 両 故 障 に よ 


下 . 
取 


る 走行 不能 の 発生 を 












































予算 、 





4.3 RBE の 活用 に 必要 な 維持 管理 体制 ・ 計 画 と 改修 工事 の 検討 
(1) RBE の 活用 に 必要 な 維持 管理 体制 ・ 計 画 
これ まで 述べ て きた と お り 、RBE の 活用 を 促進 する た め に 
小 限 に する た め の 維 持 管理 体制 の 強化 と 、 適 切な 検査 体系 に 基づく 細 
その た め に は 、RBE の 維持 管理 に 必要 な し くみ ・ ル ー ル (組織 、 
能 等 ) の 見 直し に よる 最適 化 を 図る 必要 が ある 。 








2021 年 に 





討 し た が 、 そ の うち 新車 の 
の 購入 に つい て は 、 
ある 。 そ の た め 、RBE の 寿命 を 延 1 











また 、1.3.2 (2) で 述べ た よう に 、 

















RBE の 将来 の 故障 予測 に 











F* 


づい て 走行 可能 な 車両 数 を 


E 持 管理 計画 の 実行 が 重要 と な る 。 
要員 、 資 材 、 


設備 、 知 識 ・ 技 




















出す る と 、 


54 両 が 不足 する と いう こと が 予測 され る 。1.3.2 (3) で は 、 そ の 不足 する 車両 を 補う 方 策 を 検 






























































を 中 心 と し た リ パ ワ ー 工 事 を 実施 する こと を 検討 する 。 


(2) MR の ニー ズ に 基づく リバ パワー 工事 の 候補 車両 の 選定 
MR に リ パ ワ ー 工 事 の 対象 車両 に つい て 聞い 











a) な る べく 動け な く な っ た 車両 か ら 選 定 し て ほし い 
b) 機器 は 統一 し て ほし い 


c) ミャンマー の 気候 風土 


a) は 、 


人 へ 








に 





ロ 


1.3.2 ②) で 述べ た よう に 今後 車両 の 不足 が 見 込 3 


っ た 仁 





[ 様 に し て ほし い 




















購入 に つい て は 、 財 政 状況 を 考慮 する と 現実 的 に 難し く 、 
日 本 の 鉄道 事業 者 の 計画 に 依る た め 計 画 的 か つ 継続 的 に 実施 する こと は 不可 能 で 
し て 最大 限 に 活 / 








H す る 方 法 と し て 、 エ ンジ ン 等 の 主要 機器 の 取 将 


日 





本 か ら の RBE 








た と ころ 、 以 下 の 要 望 が 出さ れ た 。 





まれ る 中 で 、 少 し で も 使用 可能 な 車両 数 を 増 や 





す た め に 出さ れ た 要望 で や る 。b) は 、4.2 で 述べ た と お り 、 機 器 の 構造 の 理解 と 、 保 守 部 品 の 確保 を 容 

















ジ エ ー タ の 冷却 性 能 





ワー 後 も 10 年 程度 は 使 り 
これ ら の MR の 要望 を 考慮 し つつ 、 条 信 
うな 動け な く な っ た 





の で 、 


当たる た め 、 浴 接 に よる 熱 に より 車体 の 変形 ( 座 屈 ) を 』 


体 に つい て 、 
手 で ボ 


ゲロ | 
人 識 


調 の 性 能 を 十分 【 
足 に よる 乗客 の 不満 を 少な くす る た め に 日 


易 に する た め に 出さ れ た 要望 で ある 。c) は 、 




















EE 


の 腐 


bm 





食 








H で きる 車両 を 選 


















































こ 持 っ た 仕様 と 
HH され た 要望 で ある 。 


し ン ヽ 











・ 劣 化 が 激しい 














ロボ 











ロ と 剥が れ 落 ちる も の が 多い 。 こ の よう な 
進行 し 、 部 分 的 に 切 
体 全体 の 強度 を 維持 する こと は 




















千 著 期 に 気温 が 40 

















度 を 超え る ミャンマー に お いて も 、 ラ 
オー バー ヒー ト に よる 故 障 や 空調 能力 不 

















の 陣 








また 、 上 記 3 項 


定 す る 必要 が ある と 考え る 。 
E を 満た す よ うに 候補 車 計 
両 は 、 以 下 の 問題 点 を 抱 を て お り 、 対 象 か ら は 外す べき と 考え る 。 

















望 に 加え 、 リ パ 


の 選定 を 検討 し た が 、a ぁ に 示し た よ 


























末 






































見 外観 が きれ い に 見 える 車両 に お いて も 、 床 下 か ら 見 る と 錆 が 進行 し て お り 、 
は 、 外 板 ・ 骨 組み と も に 内 部 まで 錆 が 
以 り ・ 取 換え を 行っ て も 溶接 の 熱 に より さら に 強度 低下 を 進め る こと に な る 
難 で ある 。 特 に 台 枠 は 、 車 体 の 強度 上 で 最 重要 部 位 に 
思 こ す な ど 、 結 果 的 に 寿命 を さら に 短く 








する こと に な る 。 そ れ ゆ え 、 吾 枠 に 錆 が ある も の は 、 リ パワ ー 対 象 か ら 外 す 必 要 が ある 。 
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時 
\ 
中 


: 調査 慰 














図 4-3-1 台 枠 が 錆び て 穴 が あい て いる 状態 








部 品 に つい て は 、 屋 外 で の 留置 に より 、 腐 食 ・ 劣 化 が 進行 し 、 そ の まま で は 使用 で き な く な っ 
て いる も の が 多い 。 これ ら の 部 品 は 、 新 規 に 購入 する 必要 が ある が 、 車 両 ご と に 必要 な 部 品 が ま 
ち ま ち で あり 、 詳 細 な 調査 を 実施 し て か ら 調 達 を する 必要 が ある 。 部 品 の 手配 に は 、 時 間 が か か 
る も の も 含ま れ て お り 、 リ パワ ー 工 事 の 期間 が 延び る 可能 性 が あり 、 他 の 車両 の 工事 工程 に も 影 
響 す る 。 ま た 、 コ スト も ゃ 慕 大 な 金額 と な る 。 こ の た め 、 こ の よう な 車両 は リ パ ワ ー 対 象 か ら 外 す 
べき と 考え る 。 
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忌 山 


査 団 
4-3-2 





隔 ざ らし で の 状態 で 腐食 が 進行 し て いる 電気 部 
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口 
HH 


リバ ワー で 交換 する 部 品 以外 の 部 品 で 取付 けら れ て いな いも の が 多い 


縮 

















長期 間 に わ た り 運 用 か ら 外 れ て いる 車両 は 、 履 障 に より 使え な く な っ て いる 部 品 の 他 に 、 他 の 
車両 の 補修 用 と し て 部 品 が 取ら れ て いる も の が 多い 。 こ れ ら の 部 品 に つい て 、 リ パワ ー 工 事 に お 
いて 取 奉 を 予定 し て いな い 部 品 が 多く 含ま れ て お り 、 そ れ ら を 新規 に 調達 する 必要 が ある 。 こ れ 
ら の 部 品 で も 、 前 述 し た 腐食 ・ 劣 化し た 部 品 と 同様 、 必 要 な 部 品 の 詳細 な 調査 が 必要 な こと 、 調 
達 に 時 間 が か か る こと 、 リ パワ ー 工 事 の 工程 が 延び る こと 、 コ スト が 大 きく な る こと な どの 問題 
が ある 。 し た が っ て 、 リ パワ ー 対 象 か ら は 外す べき と 考え る 。 



































出典 : 調査 団 








図 43-3 継電器 が すべ て 外さ れ た 状態 























車両 の 種類 が 多い 

走行 不能 に より 止ま っ て いる 車両 の 多く は 、 プ ロフ ァイル 調査 の 結果 に よる と 、 レ ー ル バス タ 
イプ の 車両 が 多く 含ま れ て いる 。 これ ら の 車両 は 、 車 体 構造 だ け で な く 、 制 御 シ レス テム や ブレ ー 
キシ ステ ム が それ ぞ れ 異な る も の が 多く 、 機 器 の 取 准 だ け で な く シ ステ ム の 仕様 も それ ぞ れ に 合 
わせ な く て は な ら な い 。 これら の 変更 に は 、 設 計 が 必要 と な り 、 変 更 前 の 仕様 を 熟知 し た 車両 メ 
ー カ に よる 設計 が 必要 と な る 。 設 計 を する 際 も 、 多 く の 時 間 と 労力 を 必要 と し 、 コ スト も 人 大 な 
金額 と な る こと が 予想 され る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 車両 に つい て は リ パ ワ ー 対 象 か ら 外 すべ き と 
考え る 。 























上 記 に 挙げ た 問題 点 か ら 、 動 け な く な っ て いる 車両 の リ パ ワ ー は 、 多 大 な 労力 と コス ト も か か る う 











長期 間 の 使用 に も 耐え られ な いこ と が 明らか で ある た め 、 対 象 車両 か ら 外 すべ き で ある 。 


リ パ ワ ー 対 象 車両 に は 、 車 体 の 状態 の 問題 が な く 、 必 要 な 部 品 が 揃っ て いる 必要 が ある 。 プ ロフ ァ 
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イル 調査 結果 か ら 、 現 在 走行 が 可能 な 車両 
の が 多い 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 





に 廃車 し た 





画 で ある の で 、 








W 





W 





W 


が 高い も の 



































は 、 走 行 に 必要 な 部 品 が 揃っ て お り 、 
箇 も 譲渡 元 の 日 本 の 各 鉄 道 











体 の 状態 も 良い も 
業者 は 老朽 化し て いる こと を 理由 























早急 に 走行 に 関わ る 機器 の 更新 を 行う 必要 が ある 。 こ れ ら を 踏ま え 、 以 
下 の 条件 で 対象 車両 の 選定 を 行っ た 。 




















体 の 劣化 ・ 腐 人 租 が あま り 見 られ ず 、 





10 年 程度 の 使用 に 画 えら れる も の 








主要 機器 の 老朽 化 が 進ん で お り 、 早 ま 


明 に 取 共 が 必要 と 思わ れる も の 








エン ジン ・ 液 体 式 変 速 機 の 本 体 が 製 





の 向上 の 効果 が 高い も の 


以上 の 条件 を プロ ファ イル 


























と が 最良 と 考え る 。 選 定理 




















と 



































忌 出 





を 以下 に 示す 。 


体 の 劣化 ・ 腐 食 が 少な い 。 車体 構造 が 丈夫 に で き て お り 、 強 度 的 に も 問題 が な く 、10 和 


の 使用 に 耐え る 可能 性 が 高い 。 


と エン ジン <・ 液 体 式 変速 機 の 経年 が 











告 中 止 に な り 、 メ ン テ ナ ンス 部 品 の 供給 が な く な る 可能 性 


両 数 が 多く 、 エ ンジ ン ・ 液 体 式 変速 機 等 の 主要 機器 の 型式 の 統一 化 に より 、 メ ン テ ナ ンス 性 











査 の 結果 に 照ら し 合わ せる と 、 キ ハ 40 系 を 対象 車両 と し て 選定 する こ 











山 
加 
肖 





に 



































均 35 年 を 超え て 老朽 化し て お り 、 早 期 に 取 替 が 必要 で ある 。 






































と > エン ジン ・ 液 体 式 変速 機 本 体 は 製造 中 止 と な っ て お り 、 将 来 メ ン テ ナ ンス 部 品 の 供給 が な く な 





る 可能 性 が ある 。 

















ンス 性 の 向上 の 効果 が 高い 。 


た だ し 、 キ ハ 40 系 は 、 同 じ 車 両 形式 で あっ て も 、 国 鉄 時 代 の 製造 段階 で 下記 の 表 の よう に 13 種類 
の 仕様 の 車両 が 存在 し 、 こ れ ら の 仕様 の うち 11 種類 が MR に 譲渡 され た 























両 数 が 60 両 と 多く 、 エ ンジ ン ・ 視 体 式 変速 機 等 の 主要 機器 の 型式 の 統一 化 に より 、 メ ン テ ナ 



































両 の 中 に 含ま れ て いる 。 ま 














た 、JR 各社 で エン ジン ・ 液体 式 変速 機 の 交換 、 空 調 装置 の 取付 、 車 内 レイ アウ ト の 変更 な ど 、 オ リ ジ 
ナル の も の か ら 様 々 な 改造 が され て お り 、 仕 様 の 差 は さら に 増え て いる 。 主 要 機 庄 で 見 て も エン ジン 
で 4 種類 、 液 体 式 変速 機 で 3 種類 が あり 、 
慮 し た 選定 お よび 設計 が 必要 で ある 。 























リノ パワー 工事 を 行う に 当たっ て は 、 こ れ ら の 仕様 の 差 を 考 
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表 4.3-1 キハ 40 系 の 仕様 一 覧 
2 本 本 0 の 2 が _ | MR 保有 数 
運転 台 客 扉 形式 番台 区 分 | 仕向 地 | 台車 桃 バ ネ | デッキ | 便所 ( 耐 ) 
100 北海 道 2 
空気 有 
両 生 開 き | キハ 40 形 500 寒 地 有 11 
2000 曖 地 コイ ル 8 
0 き 有 4 
曖 地 コイ ル 
二 9 1000 征 4 
」 両開き | キハ 47 形 無 
300 月 1 
寒 地 冠 気 
1500 無 0 
0 有 0 
曖 地 コイ ル 
1000 無 1 
語 300 is 有 9 
月 呈 開 き | キハ 48 形 北海 道 有 
1300 無 3 
空気 
500 有 15 
寒 地 
1500 無 9 
※ 番 台 区 分 は 、 新 製 時 の も の で あり 、 改 造 に より 改 番 され て いる 車両 が ある 。 








写 選 


日 典 : MR、 




















今後 の 








そこ で 、 対 象 車両 と し て 』 


調査 団 








また 、1.3.2 (2) で 述べ た よう に 、 
DEMU が 導入 され る 2021 年 に は 、34 中 
本 か ら の RBE の 輸入 は 無い と 
れる た め 、 不 足 分 の うち の 4 両 程度 は 新た に 日 
し た が っ て 、 そ の 分 を 考慮 し 、2021 年 まで に 30 

















RBE の 将来 の 才 障 予測 に 基づい て 走 
が 不足 する こと に な る 。 た だ し 、 こ 
日 本 で は 今後 も 














し て いた が 、 実 際 に は 





最良 と 考え る キハ 40 系 は 、 現在 60 




















本 か ら RBE を 』 



































際 入 し て 補う 


呈 の リ パ ワ ー を 実施 する 














両 数 を 算出 する と 、 
の 算出 の 前 提 条 件 で は 、 
気動車 の 老朽 取 堆 が 行わ 


























気 動 








と が で きる と 思わ れる 。 


と が 受 当 で ある と 考え る 。 


呈 も の 十分 な 両 数 が 存在 し て いる た め 、 


その うち の 30 両 を リ パ ワ ー の 対象 と する こと を MR に 提案 し た 。 し か し 、 ミ ャ ンマ ー に 譲渡 され た あ 
と の 経年 が 比較 的 少な い キ ハ 40 系 の み を 対象 に する と 、MR に 対し て 批判 的 な 意見 が 出 て くる 恐れ が 











ある た め 、 他 の 形式 も 対象 に 含め る こと を 検討 し て ほし いと の 要望 が あっ た 。 ま た 、 
コス ト ダ ウン の ニー ズ も あっ た 。 そこ で 、 他 の 形式 の 追加 を 検 





た LE-30 形式 の $ 両 を 選定 し 、 そ の 分 キハ 40 系 は 削減 し た 。 TE 

















ヶ 第 三 セ モク ター で 使 














に で き て お り 、 車 両 の 劣化 ・ 腐 食 も 少な い 。 
と エン ジン の 経年 劣化 が 進ん で いる 。 


と 現在 搭載 され て いる エン ジン ・ 液 体 式 変速 機 は 、 キ ハ 40 系 の リ パ ワ ー で 搭載 され る こと が 想定 








リノ パワ ー 全 体 の 








討 し た と ころ 、 三 陸 鉄 道 か ら 譲渡 され 





-30 の 選定 























は 、 次 の と お り で ある 。 











] さ れ た レー ル バ ス タイ プ と 言わ れる 車両 で あや る が 、 比 較 的 車体 構造 が 丈夫 














され て いる も の と 同じ 型式 で ある た め 、 型 式 の 統一 化 が 容易 で ある 。 ま た 、 液 体 式 変速 機 を そ 


の ま 


























区 る こと が で きる 。 


39 


ま に し て エン ジン の み の 取 替 を し て も 型式 の 統一 が 可能 で ある 。 そ の た め 、 エ ンジ ン の み 
の 取 夫 に より コス ト ダ ウン を 





リ パ ワ ー の 対象 機器 は 、 キ ハ 40 系 に 対し て は 、 経 年 劣化 に より 老朽 化し て いる エン ジン 、 変 速 機 と 、 





いた め 、 


両 の 機能 を 細 
と に し て いる 。 キ ハ 40 系 の うち 東 























内 の 快適 性 を 向上 する た め 、 オ プシ ョ 


る 。 LE-30 に 対し て は 、 さ ら な る コス ト ダ ウン を 









































区 











機器 は 現状 の も の を 継続 し て 使用 する こと に し て いる 。 





























E 持 する た め に 重要 な ラジ エー タ 、 空 気圧 縮 機 と し 、 そ れ ら は すべ て 新品 に 交換 する こ 
日 本 か ら 譲 渡さ れ た 車両 は 、 現 状 は 空調 装置 が 搭載 され て いな 
ン と し て 新品 の 空調 装置 を 設置 する こと が 可能 で あ 
る た め 、 対象 機器 は エン ジン の み と し 、 そ れ 以 外 の 

























































































































































































以上 を まとめ る と 、 リ パワ ー の 対象 車両 形式 、 両 数 、 対 象 機器 は 表 4.3-.2 の と お り と な る 。 
表 4.3-.2 リ パ ワ ー の 対象 車両 形式 ・ 車 両 数 ・ 対 象 機器 
対象 車両 形式 対象 機器 
(譲渡 元 ) 2 変速 機 ラジ ェ ー タ | 空気 圧縮 機 
キハ 40 系 
※1 昌 18 両 新品 新品 新品 新品 
(JR 東日本 ) 
キハ 40 系 
が ー 27 両 新品 新品 新品 新品 
(JR 東海 ) 
3 0 5 両 新吉 再 用 再 用 再 用 
(三陸 鉄道) 
「 新 品 」… 新 品 に 交換 する 。 
「 再 用 」… 現 状 の 機器 を 継続 し て 使用 する 。 
*1] : オ プシ ョ ン と し て 、 准 房 装 置 の 設置 が 可能 
出典 : 調査 団 












































(3) リ パ ワ ー 工 事 内 容 の 検討 


リ パ ワ ー 工 事 を 行う に 当たっ て は 、 今後 10 年 程度 は 使 
及 り 替え る も の と する 。3 
E 能 の 向上 等 を 同時 


下 の 機 器 を 新しい も の に 
必要 が ある た め 、 冷 却 属 
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a) 対象 車両 共 























國 


























と エン ジン DMFE13HZ 系 


b) キハ 40 系 の み 対 


V V ツ 





象 























可能 な 車両 に する こと を 




















標 に 設定 し 、 以 























液体 式 変速 機 TACN-22-1600 系 


推進 軸 


アジ ギー ク 


2 イッ ルク マラ アー 





電 発 電機 
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E た 、 ミ ャ ンマ ー の 気候 風土 に 合わ せ た 仕 様 に する 
に 実施 する も の と する 。 代表 的 な 機器 は 、 





以下 を 想定 し て 


時 


気圧 縮 機 
一 部 の 配管 (: 


























V V ツ 





ヶ 空調 装置 


機関 直 

















主要 機器 の 選定 
の 入手 性 な ど を 考慮 し て 選 











【 エ ンジ ン 】 


エン ジン は 、 既 存 の RBE に 多く 搭載 され て いる DMF13HS お よび DMF13HZ 系 と 同型 
型式 を 統一 する こと で 、 メ ン テ ナ ンス 作業 の 軽減 お よび 保守 部 品 の 入手 
構造 が シン プル で MR も メン テ ナ ン ス に は 自 
が 高い エン ジン で ある 。 
部 品 の 入手 が 難し いと いう 話 を 聞い て いる 。RBBE 工場 
に つい て 質問 し た と ころ 、 ク ラン クシ ャ フト 、 シ リン ダ ヘ ッ ド 、 
2 日 衝 REEI の ら た P の 
部 全 で は な く 。 エン ジン 邊 


系 を 採用 する 。 エ ンジ ン 有 居 
を 進め る 。 本 系 列 の エン ジン は 、 
現在 の 最新 形式 で あり 、 
、 新 潟 原動機 製 エ ンジ ン は 保守 


の 容易 化 
こま 
MR か ら は 
て 部 品 の 入手 1 














性 








る 。 こ の 3 点 以 外 の 部 品 は 


【 液 体 式 変速 機 】 





液体 式 変速 機 に つい て は 、 エ ンジ ン 性 能 お よび エン ジン へ の 取付 互換 性 
系 を 採 ) 
いる C-DW1S の 同系 列 機 和 


の TACN-22-1600 系 


の 最新 形式 で あり 、 日 





本 


【 ラ ジェ ー タ 】 
ジー ボーク は 、 

の 状態 で は 走行 中 に 

る も の を 採用 する 。 




















ゲロ ビ 
【 空 気 


圧縮 機 】 





間 


冠 気 ブ プレー キ や ドア エン ジン の 動力 源 に ) 


一 部 の 配線 (制御 系 統 ) 、 
機関 ツリ 、 機 器 ツ リ 、 配 委 
2 の 01083P220 5 
動 式 室内 分 散 型 


Ko 作 気 























結 叉 9 


)、 吸 排気 管 
機関 制御 箱 、 











異 定 











、 現 在 























きせ 





の 鉄道 





ミッ ルク マー の 甘い 気 


体 の 老朽 化 に 





信頼 性 











2 





定 し て いる 。 そ れ ぞ れ 主 要 機 器 の 選 








っ ュ スラ で 夫 





ジャ ン パ 連結 問 
防 振 ゴ ム 
ね) の み 対 象 





に あたっ て は 、 プ ロフ ァイル 調査 の 結果 を 考慮 し 、 メ ン テ ナ ンス 作業 性 、 
を 以下 に 記述 する 。 








定理 






































忠 医 











手 で きる 





だ 者 で の 採 


する 原 


状態 





誠 
に あり 問題 は 解消 





















































師 に お いて も 十分 な 冷却 必 
砂 ぼ こり を 吸込 みや すい た め 、 放 熱 フ ィ ン の 間隔 が 広く 、 


上 合 ロ 
上 




















SM る 周 





圧縮 空気 を 作り 出す 空気 圧 


を 有する と と も 





油 
叶 


ロ 
ロロ 





り の DMF13HZ 
性 
信 を 持っ て 











HK グ デ ィング 


通常 メン テ ナ ン ス で 交換 する 
に て 交換 の 必要 が 発生 し て いる 
され つつ ある 。 




















も の と 思わ れ 


に 依存 する た め 、 新 形式 
ボ 天 208 7 に SA 人 0 の な に らい の ーー 
Eg で あり 、 メ ン テ ナ ンス 作業 お よび 保守 部 品 は 

H 実 績 も 豊富 で 、 信 可 性 が 高い 、 

















通化 が 可能 で ある 。 現 在 




















に 、 現 状 の 線路 
詰まり を 抑制 で き 

















圧縮 機 は 、C600 形 を 採用 





する 。 こ の 機種 は 、 既 存 の RBE 【 NN 構造 が シン プル で メン テ ナ ン ス 作業 














性 が 良い 。 ま た 、 











設計 ( は 古い が 、 




















と が 可能 


の 分 高い 信頼 性 が ある 。DMF13HZ 系 エン ジン に 
EE で あり 、 計 和 の る 。 
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直接 搭載 する こ 





【 空 調 装置 】 

『 調 装置 は 、 改 造 が 容易 で か つ 部 品 点 数 が 少な く て 済む 、 機 関 直 結 駆動 方 式 の 室内 分 散 型 を 提案 
する 。 こ の 方 式 は 、 空 調 装置 の 動力 源 (冷媒 の 圧縮 ) を 走行 用 エン ジン か ら 供 給 を 受け 、 床 下 に 設 
置 し た コン デン サ で 冷媒 を 冷却 し 、 室 内 に 設置 し た 室内 熱 交 換 問 (エバ ボレー タ ) で 冷気 を 吹き 出 
す 方 式 で ある 。 MR か ら は 、 床下 搭載 の コン デン サ で は フィ ル タ 部 に 塵 均 が 付着 し や すい の で 屋根 上 
搭載 を 希望 され て いる が 、 メ ン テ ナ ンス を 行う に 当たっ て 屋根 上 に 交 る た め の 点 検 台 が 車両 基地 に 
は な く メ ン テ ナ ンス を 行い に くい た め 、 メ ン デ テ ナ ンス 作業 性 を 重視 し 、 床 下 搭載 を 提案 する 。 


忌 山 














時 























リ パ ワ ー で 上 記 選 定 機器 を 使用 し た 場合 の 、 主 要 機 器 の 搭載 イメ ー ジ を 、 図 4-3-4 に 示す 。 


主 な 交換 対象 機器 (キハ 40 形 の 場合 ) 


変速 機 空気 圧縮 機 ラジ エー タ 
床下 機器 配置 図 





昌 
出典 


L : 調査 団 








図 4.3.4 リバ ワー で 交換 する 主要 機器 の 搭載 イメ ー ジ 
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(4) リバ パワ ー 工 事 の 工程 
































































































































































































































































































































































































































検討 し た リ パ ワ ー 工 事 の 内 容 を 基 に し た 1 両 あ た り の 大 ま か な 工 程 は 、 図 4.3-5 の よう に 想定 し て い 
の 。 
作業 内 容 第 1 週 | 第 2 週 第 3 週 第 4 週 第 3 週 第 6 週 第 7 週 第 8 週 
機器 と 配管 の 【 畿 装 2】 
取外し 
【 溶 接 3】 【 溶 接 1】 
鉄工 作業 
租 装 3 
機器 取付 
【 配 管 2】 【 配 管 2】 
」 【 電 気 2】 【 電 気 2】 
配線 
GA ジッ クジ 
液体 式 変速 機 【 科 装 3】 
の 取付 
[配管 
機能 検査 電気 
【 】 担当 作業 者 の 技能 分 野 を 示し 、 数 字 は 必要 最小 限 の 人 数 を 示す 。 
出典 : 調査 
刀 4-.3-$5 1 両 あ た り の リ パ ワ ー 工 事 の 基本 工程 案 
各 作 業 内 容 は 、 以 下 の と お り で ある 。 
@ 機器 と 配管 の 取外し 
RBE の 床下 に ある 不要 な 機器 と 配管 を 取り 外す 。 
@ 鉄工 作業 
新品 に 交換 する 機器 や 配管 を 取り 付け る た め の 人 金具 を 、 車 両 に 溶接 で 取り 付け る 。 
@ 機器 取付 
新た に 取り 付け る 機器 の うち エン ジン と 液体 式 変 速 機 を 除い た 機器 を 取り 付け る 。 
@ 党 
燃料 管 、 水 管 、 空 気管 等 の 必要 な 配管 を 取り 付け る 。 
@ 配 綱 
ェ エン ジン 制御 、 変 速 機制 御 、 ブ レー キ 制 御 等 の 必要 な 配線 を 行う 。 
@ エン ジン と 液体 式 変速 機 の 取付 





新しい エン ジン と 液体 式 変 速 機 を 取り 付け る 。 
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@ 機能 検査 
- 











に 関連 し た 機器 の 機能 を 検査 する 。 





これ ら の 作業 で 1 両 あ た り に 必要 な 作業 者 数 は 、 図 4.3-? に 示し た と お り 、 技能 分 野 別に 次 の と お り 


で ある 。 
溶接 作業 者 3 人 、 配 管 作 業者 2 人 、 












































($ リ パ ワ ー エ 





に お ける 役割 分 担 


リバ パワー の 施工 に 向け て 、MR、 コ ン サ ル タ ン ト 、 コ ント ラク ター の それ ぞ れ の 役割 分 担 の 想定 を 表 


4-3-3 に 示す 。 
リ パ ワ ー エ 


























電気 作業 者 2 人 、 租 装 作業 者 3 人 (合計 10 人 ) 























は MR に よる 施工 と し 、 作 業者 は MR 職員 を 想定 し て いる 。 ま た 、 工 


















































の 技術 的 な 














アド バイ ザー と し て 、 リ パワ ー 用 の 機器 を 供給 し 、 リ パワ ー 用 の 図面 の 作成 に 関わ る コン トラ クタ ー 





の 技術 者 2 名 ( 浴 接 、 電 気 工事 の 技術 者 各 1 名 ) が 工 

















2 まお 2 ペ ジ ウー 
ワー 工事 の 品質 確保 、 工 程 の 進捗 管理 の 助 












































表 4-3.3 リバ パワ ー エ 





















































期間 中 に 現地 に 派遣 きれ る こと を 想定 し て い 


の 技術 的 な トラ ブル 対応 等 に 即応 する た め に 必要 で あり 、 そ の 他 、 リ パ 


言 等 の 大 き な 役 割 も 担っ て いる 。 








に 





お ける 役割 分 担 


























































































































MR SA22020N 上 所 2 ククリ 

入札 業務 X 

入札 支援 X 

施工 監 X 

工事 用 図書 作成 X 
工事 用 部 品 納入 X 
据付 工 X 

据付 工事 の 技術 的 な 指導 X 
工事 後 の メ ン テ ナ ンス 

メン テ ナ ン ス の 技術 的 な 指導 X 
スペ アパ ー ツ 供給 X 
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(6) リバ ワー 工事 に 必要 な 費用 


リ パ ワ ー エ 

















@ 機器 お よび 取付 に 関わ る 部 品 の 費用 





に は 以下 の 費用 が 必要 と な る 。 





想定 し て いる リリ パワー 工事 は 、 走 行 に 関わ る エン ジン ・ 液体 式 変速 機 等 の 主要 機器 の 購入 と 、 




















モ E 要 機 庄 の 取付 に 必要 な 部 品 の 供給 が 含ま れる 。 吾 


ズミ 








内 外装 の 塗装 、 客 室 ・ 運 転 室 の 整備 に 必要 な 費用 は 含ま な い 。 

















@ 。 スペ アデ パー ツ 費 用 











ン テ ナ ンス が 重要 で あり 、 そ の た め に 








修繕 する こと が 難し い エ ンジ ン や 変速 機 な どの 政 障 が 発生 
器 に つい て は 予備 の 機器 を 準備 する こと を 推奨 する 。 
ミャンマー 国内 の ルー ル に より 機器 の 購入 費 の 15% 以 内 と 定め られ て いる た め 、 




















た 概算 費用 は 、 
必要 最小 限 と する 。 








@ 機器 お よび スペ アパ ー ツ 保管 費用 
リ パ ワ ー で 使 
の 観点 か ら 、 専 用 の 保管 庫 を 準 
る が 、 保 管 庫 の 手配 の 費 
法 も ある 。 



































ーー 



































図面 等 の 資料 作成 費用 





@ 本 事 用 





リ パ ワ ー 工 事 を 行う に 当たっ て 、 作 業 マ ニュ アル や 各 機 器 の 昌 





資料 が 必要 不可 欠 で ある 。 こ れ ら は 、 
トラ クタ ー が 作成 する 。 











@ 投 術 アド バイ ス 費 用 























し か 











滑 す る こと が 望 3 
] が 必要 で ある 。 輸 送 に) 


対象 車 























リ パ ワ ー 工 事 を 実施 し て も 、 大 き な 牙 障 が な く 安 定 し た 運行 を させ て いく た め に は 、 
日 々 必要 な 保守 部 品 を 準備 する 必要 が ある 。 ま た 、 早 期 に 
し た 場合 を 想定 し て 、 そ れ ら の 主要 機 
し 、 保 守 部 品 お よび 予備 の 機器 を 含め 








定 走 行 に 関係 し な い 機 器 の メン テ ナ ン ス 、 


日 々 の メ 





























する 機器 お よび メン テ ナ ン ス で 必要 な パー ツ 類 に つい て 、 紛 失 ・ 盗 難 等 の 防止 









































E し い 。 保管 庫 の 設置 スペ ー ス は MR 敷地 内 と す 
H』 い る コン テ ナ を その まま 保管 庫 に 活 / 














する 方 




















以 り 扱 い マ ニュ アル を 含む 図面 や 
を 熟知 し 、 リ パワ ー 用 の 図面 の 作成 に 関わ る コン 




















前 述 の と お り 、 工 事 の 技術 的 な アデ ド バイ ザー と し て 、 コ ント ラク ター の 技術 者 2 名 が 工事 期間 


中 に 現 } 

















る 技術 指導 を 追加 で 行う こと が 必要 で ある 。 
技術 指導 の 内 容 は 、MR に と っ て 新しい 技能 で ある エン ジン と 液体 式 変速 機 等 の 取付 作業 に 関連 












































する 内 容 が 








機 の 取付 、 機 能 検査 の $ つの 作業 で ある 。 技 術 指導 を 行う 
間 程 度 の 工程 の 延長 が 想定 され 、1 両 あ た り の リ パ ワ ー コ 























色 に 潜在 する こと が 必要 で ある 。 そ れ に 加え 、MR は これ 
の 経験 が 無い た め 、 初 回 の 工事 の 際 に は 、 コ ント ラク ター に より コ 











ロ 巡 | 


心 と な り 、 具 体 的 に その 候補 は 、 鉄 工作 業 、 配 管 、 配 》 











技術 指導 の 対象 車両 は 、 リ パワ ー 工 事 の 内 容 が 異な る 車 『 


リバ パワ ー エ 





対象 車両 の うち 、 床 下 機 人 器 の 
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還 で は 、 
[ 事 の 工程 は 


E で に キハ 40 系 の リ パ ワ ー エ 
[ 事 の 全体 的 な 作業 内 容 に 関す 

















保 、 エ ンジ ン 及 び 液 体 式 変 束 
それ ぞ れ の 作業 工程 で 1 週 
ト 3 か 月 に な る と 見 込ま れる 。 






































の 種類 ご と に 行う こと が 望ま し い 。 


配置 に より キハ 40 系 を 分 類する と 、 次 の 3 種類 に 分 け 


られ る 。 

・JR 東日本 か ら 譲 渡さ れ た 両 運 村 置 無し の タイ プ 

・JR 東日本 か ら 譲 渡さ れ た 片 運 甘 置 無 し の タイ プ 

・JR 東海 か ら 譲渡 され た 片 運 転 台 ・ 空 調 装置 有り の タイ プ 

し た が っ て 、 技 術 指導 は 、 こ れ ら の 1 種類 に つき 1 両 と し 、 合 計 3 両 分 に つい て 行う こと が 望 
E し い 。 
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下 政 


田 
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時 時 
忌 山 忌 出 
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環境 対策 費用 

1990 年 頃 ま で に 製作 され た 鉄道 車両 に は 、 ア スベ スト を 含む 塗料 が 使用 され て いる 。 今回 対象 
車両 と し て 選定 し た キハ 40 系 、LE-30 も 該当 し て お り 、 床 下 お よび 室内 の 断熱 目的 に 使用 され て 
いる アン ダー シー ル と 呼ば れる 塗料 に 含ま れ て いる 。 リ パワ ー で は 、 エ ンジ ン 等 の 主要 機器 の 外 
形 寸法 の 変更 に より 、 既 存 の 機器 と は 取付 位置 が 変わ ち た め 、 そ れ に 伴い 、 床 下 の 一 部 分 の アン 
ダー シー ル の 除去 が 必要 と な る 。 ア スベ スト を 含む 塗料 の 撤去 に は 、 外 部 環境 へ の 飛散 防止 を 行 
う 必 要 が ある た め 、 専 用 の 囲い ブー ス を 設置 し 、 ブ ー ス 内 で 作業 する 作業 者 へ の 防塵 マス ク ・ 防 
護 服 の 着用 、 お よび 撤去 廃棄 物 の 保管 管理 が 必要 で ある 。 これ ら ア スベ スト 含有 塗料 の 撤去 に は 、 
専門 の 業者 に よる 作業 指導 の 下 、 MR 作業 者 に 行っ て も ら う 必要 が ある た め 、 こ れ に 関わ る 費用 が 
必要 で ある 。 
この 作業 指導 は 、 始 め の 3 両 に 対 し て 、1 両 あたり 3 名 の 指導 者 が 、 約 2 週間 か け て 行う こと と 
38 の 
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設備 

リ パワー 工事 を 行う 場所 に も よる が 、 工 事 を 施工 する に 当たっ て は 必要 な 設備 の 整備 が 必要 で 
ある 。 具体 的 に は 、 床下 に 取り 付け る エン ジン お よび 液体 式 変速 機 を 持ち 上 げ る た め に 、5 トン ま 
で 対応 可能 な テー ブル リフ ター が 必要 で ある 。 MR の 各 工 場 に て 調査 し た 結果 、 必要 な 設備 は 所 有 
し て いる こと が 確認 で きた た め 、 現 時 点 で は 新た に 購入 が 必要 な 設備 は 無い と 判断 し て いる 。 そ 
の 他 、 電 線 結 線 用 の 圧着 工具 も 必要 で ある が 、 少 額 の た め MR に よる 購入 も 可能 と 考え て いる 。 
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⑦) リバ ワー 工事 の 全体 スケ ジュ ー ル と 要員 の 検討 


@ リバ ワー 工事 の 全体 スケ ジュ ー ル の 検討 

リ パ ワ ー 工 事 は 、 最 初 、 エ ンジ ン の み を 対象 と する LE-30 の $ 両 を 施工 し 、 そ の 後 キ ハ 40 系 の 
生類 別 初回 工事 の 技術 指導 を 3 両 分 行い 、 そ の 後 、 残 り 42 両 の リバ パワー 工事 を 始め る こと を 想定 
し て いる 。 こ の 42 両 の 施工 に あたっ て は 、 ラ イン を 増やす こと で 、 リ パワ ー 工 事 の 期間 を 短縮 す 
る 他 、 集 中 的 に 作業 を 行う こと で 、 作 業者 の 作業 効率 を 上 げ る こと が 期待 で きる 。 一 方 で 、 ラ イ 
ン を 増やす ほど 、 そ の た め に 設備 を 増強 する こと が 求め られ る が 、1 両 毎 の 工程 を ずら すこ と で 、 
設備 を 効率 的 に 運用 し な が ら 、 工 事 の 能力 を 挙げ る こと が で きる 。 こ こ で は リ パ ワ ー 工 事 の ライ 
ン に つい て の 検討 結果 を 述べ る が 、 必 要 な 設備 に つい て は 、 リ パワ ー 工 事 の 実施 場所 選定 の と こ 
ろ で 、 共 に 述べ る 。 

ライ ン 数 に 対し て 、 作 業者 数 や 工事 期間 等 を 計算 し た と ころ 、 表 4-3.4 の よう に な っ た 。 こ の 表 
より 、 作 業者 の 効率 を 考え る と 、 作 業者 MM が 最も 少な く な る 4 ライン が 望ま し いこ と が 分 か る 。 
し だ が っ て 。 リバ パリ ワー エエ 事 は 。 4 ライ ン で 行う こと を 提案 する 。 
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表 4.3.4 リ パ ワ ー 工 事 (42 両 ) に お ける ライ ン 数 の 比較 
。 | 作業 者 数 工事 期間 作業 者 MM 
ライ ン 数 

( 案 ) (概算 ) (概算 ) 

1 12. 和 人 約 6 年 7 か 月 約 930MM 

2 19 人 約 3 年 $ か 月 約 754MM 

3 27 大 約 2 年 4 か 月 約 714MM 

4 34 人 約 1 年 9 か 月 約 679MM 

$ 41 人 約 1 年 6 か 月 約 688MM 





























*MM: 作業 者 X 月 
出典 : 調査 団 

















この 結果 を 基 に し 、 4 ライ ン で 施工 する と 仮定 する と 、 工事 着工 後 の 全体 の スケ ジュ ー ル は 、 図 
4-3-6 の よう に な り 、 着 工 後 30 カ 月 で 完了 する 見 込み と な る 。 


















































車両 形式 


LE-30 


キハ 40 系 
(種類 別 初回 工事 ) 











キハ 40 系 42 両 
























































査 団 
区 | 4.3-6 リバ パワ ー エ 








出 』 





忌 山 




















工 後 の 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル 

















67 


リバ パワー 工事 実施 時 の 要員 数 
MR 作業 者 の 要員 数 に つい て 、1 
低 限 、 下 記 の 人 数 が 必要 で ある 。 


コン トラ クタ ー の 投信 


と 想 


溶接 作業 者 8 人 、 自 











定 し て いる 。 





8MM の 内 訳 


7 























指導 者 に つい て は 、 工 





両 あたり 2 カ月 の 工期 と し 、4 ライ ン 体 制 で 行う と する と 、 最 








管 作業 者 9 人 、 電 気 作業 者 9 人 、 科 装 作業 者 8 人 (合計 34 人 ) 



































期間 中 の 延べ 人 数 は 、78MM 程度 が 必要 で ある 





・ 工 事 期 間 中 の 技術 指導 ($0 両 す べ て に 対応 ) 2 名 X (9 カカ 月 十 21 カ月 ) 三 60MM 


・ 初 回 工 








(8) リバ パワ ー 工 事実 施 場所 の 選 
リ パ ワ ー 工 事 を 計画 する に 














異 定 


に あ た 






























































こ お け る 追加 の 技術 指導 (最初 の 3 両 の み 対 応 ) 2 名 X9 カ 月 三 18MM 














、 次 の 点 が 工事 実施 場所 選定 の ポイ ント と な る 。 
























































作業 スペ ー ス 

リ パ ワ ー 工 事 を 行う 作業 スペ ー ス が 確保 で きる こと 。 

と RBE 車両 を 2 ヶ月 間 に わ た り 、 定 置 で きる こと 。 

と RBE 車両 を 約 2 年 間 、 同 時 に 4 両 の リ パ ワ ー 工 事 が 行え る こと 。 
と 留置 し た 車両 の 周囲 に 、 部 品 等 の 取付 が で きる スペ ー ス が ある こと 。 
> 工事 期間 中 の 材料 の 保管 場所 が 確保 で きる こと 。 

設備 


リ パ ワ ー を 行う た め の 設 備 が 整っ て いる こと 。 
に 関連 する 取付 金具 や 治 具 が 製作 で きる 設備 が 備わっ て いる こと 。 
溶接 設備 が 備わっ て いる こと 。 





ヶ と リ パ ワ ー の 部 品 に 

と 

物流 

りー 

と 

床下 作業 

リ パ ワ ー を 行う 際 に 、 
体 作業 

リ パ ワ ー を 行う 際 に 

















技術 者 の 技 








、 技 術 者 の 技 























に 使用 する 部 品 の 運搬 が 容易 むこ と 。 
日 本 か ら の 輸入 部 品 を 運搬 し や すい こと 。 


能 が ある こと 。 





能 が ある こと 。 
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以上 を 踏ま を えて 、 リ パワ ー 工 事 の 実施 場所 と し て 、 各 工場 で 比較 を 行い 、 表 4-3-.5 に まとめ た 。 






















































































表 4.3-5 ミャンマー 国鉄 4 工場 の リ パ ワ ー 工 事実 施 の 検討 比較 表 
ミン ゲ グ 工 場 | イワ タン 工場 | イン セイ ン 工 場 | RBE 工 場 
| , 倍 

作業 スペ ー ス A C A C 2M 
ー : 対応 可 和 
設備 A A A B 
物流 B B A A NN 

ーー : 対応 困難 
床下 作業 B A A A 
車体 作業 A B B A 
全体 評価 敵 最適 - 
出典 : 調査 団 

表 4-3-$ の 比較 検討 結果 か ら 、 イン セイ ン 工 場 が 最も 適し て いる と 考え る 。 イン セイ ン 工 場 を 選定 し 


た 最大 の 要因 は 、 充 実 し た 設備 お よび 立地 条件 の 良さ が あり 、 機 関 車 工場 と し て 床下 作業 の 技能 を 保 
や 














実施 され て お り 、 イ ン セ イン 工場 、 


ある 。 


有 し て いる こと で ある 。 
































区 4-3-7 は 、 調 査 

















団 が 検討 し た RBE 車両 の リ パ ワ ー 工 事 中 の 定置 場所 候補 
ある が 、 図 に ぶす 通り 、 イ ワタ ン 工 場 、RBE 工場 は 、 す で に 多く の 車両 の メン テ ナ ン ス や 改造 工 


ミン ゲ 工 場 以 外 は 、 長 期 に わた る スペ ー ス の 確保 が 難し い 状 況 で 







































































が 


次 に 適し て いる と 考え る ミン ゲ 工 場 に つい て は 、 物 流 面 は さ ミャンマー の 海上 物流 の 拠点 で ある ヤン 


ゴン 港 か ら 離 れ て いる た め 、 




















て は 大 き な 課 題 で は な い 。 














ミャンマー 国 














内 で の l 
また 、 床 下 作業 の 技能 の 下 




















4-3-8、 


























区 4.3-.9 に 示す と お り 、 


以上 の 検討 に より 、 イ ン セ イン 工場 が リバ パ ワー 工場 実施 場所 と し て 最適 で あや る と 判断 し た が 、 一 
ミン ゲ 工 場 に つい て も 候補 に な り 得 る 。 


の 対策 を と れ ば 、 
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際 送 距離 が 延び る と いう 欠点 が ある が 、 こ れ に つい 
で も 、 エ ンジ ン 等 の 取付 作業 の 経験 が 無い と い 
う 課 題 が ある が 、 他 の 工場 か ら 経 験 の ある 技能 者 を 集め る こと で 対応 が 可能 で ある た め 、 
解決 する こと が で きる 。 な お 、 設 備 面 は 、 図 
な 条件 で ある 。 


この 課題 も 
どの 工場 で 行っ て も 同様 








ミン ゲ が 工場 イワ タン 工場 
(車体 作業 場 ) 


で 








イン セイ ン 工 場 RBE 工場 
(エン ジン 租 装 場 の 増築 部 ) ( 主 建屋 内 ) 
H 典 : 調査 団 





山 





選 亡 
ノ 





図 4-3-7 各 工 場 の リ パ ワ ー 工 事 作業 場所 候補 (車両 の 定置 場所 ) 
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イン セイ ン 工 場 (架台 ) RBE 工場 (リフ ティ ング ジャ ッ キ ) 
































図 4-3-8 各 工 場 の 床下 作業 用 設備 (車体 支持 設備 ) 


イン セイ ン 工 場 
出典 : MR の イン セイ ン 工 場 概要 資料 、 調 査 団 





図 














4-3-9 各 工 場 の 設備 (工作 機械 ) 


71 


5 RBE リ パ ワ ー 実 施 に か か る 提言 


5.1 RBE リバ パワ ー 実 施 に か か る 検討 


(1) 解決 すべ き 課 題 と 提言 
これ まで 述べ て きた よう に 、RBE に は 、 以 下 の と お り 、 解 決 す べき 課題 が ある 。 





























・ 新 型 DEMU 導入 後 も 、 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 で 必要 な RBE 18 両 を 含め 、 ヤ ン ゴ ン 都 市 圏 
両 が 必要 。 

・RBE の 経年 劣化 に よる 走行 不能 の た め 、2021 年 に RBE が 54 両 不足 。 

・ 日 本 か ら の 中 古 RBE の 供給 予測 が 困難 。 

・ 資 金 不足 の た め 、 新 型 DEMU の 追加 購入 が 困難 。 










































































で RBE は 119 


これ ら の 解決 策 と し て 、 リ パワ ー を 実施 する こと に より 、 寿 命 を 延伸 し て 必要 な RBE を 確保 する こ 











と を 提言 する 。 


(2) 事業 の 必要 性 ・ 妥 当 性 ・ 有 効 性 
必要 性 > 
RBE の 経年 劣化 に よる 故障 の た め 、 走行 不能 と な る 












































両 が 急増 し 、 今後 の RBE の 購入 の 継続 が 困難 





に な る と 予想 され る た め 、2021 年 まで に 、RBE 30 両 程度 の リバ パワ ー 工 事 が 必要 と な る 。 し か し な が ら 、 


























リ パ ワ ー エ 
2 























く 妥 当 性 > 











「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 事業 」 及 び 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 事業 」 に お いて 、 日 本 の 資金 
































協力 プロ ジェ クト に よる 支援 で 、 電 気 式 気 
MR の 都市 圏 輸送 及び 都市 間 輸 送 に お いて 、 不 可 欠 な 存在 と な る た め 、RBBE の リ パ ワ ー 
支援 は 受 当 と 考え る 。 





























< 有効 性 > 
RBE の リ パ ワ ー エ 























に 関し て MR 自力 で の 資金 調達 は 困難 で ある た め 、 他 国 に よる 支援 が 必要 と な る と 考え 








(DEMU) の 導入 が 計画 され て いる が 、RBE は 、 引 き 続 き 、 


工 





に 関す る 





に 関す る 支援 は 、 RBE の 寿命 を 10 年 程度 延伸 する こと が で き 、 MR の 都市 圏 輸 


送 及 び 都 市 間 輸 送 の 安定 性 を 向上 する こと に 寄与 する と 考え る 。 ま た 、RBE の リ パ ワ ー 工 事 に お いて 























は 、 日 本 固有 の 鉄道 技術 が 不可 欠 で ある こと か ら 、 日 本 の 鉄道 技術 の 活用 が 促進 され 、 






































今後 の 日 本 の 





鉄道 技術 の 導入 の 足掛かり に な る と 予想 され る 。 さ ら に 、 RBE の リバ パワ ー 工 事 の 対象 と な る キハ 40 系 








の 18 両 に つい て は 、「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 
ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 
支援 の 有効 性 は 高い と 考え る 。 
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業 」 に 必要 と な る RBE 車両 と し て 充当 され る た め 
業 」 に も 寄与 する も の と な る 。 以 上 の こと か ら 、RBE の リ パ ワ ー 工 事 に 関す る 








(3⑬) 事業 実施 スケ ジュ ー ル 




















SS か 月 間 と な る 。 





業 実施 スケ ジュ ー ル 案 を BE 














$-1-1 に 示す 。 全体 の 期間 は 、 契 約 手 続き 、 入 札 支 援 を 含め る と 、 合計 








Month| 3| 6| 9 
Year1 


12 


15| 18 
Year2 


21| 24| 27| 30| 33| 36 | 42| 45| 48 | 54| 57| 60 
yeas |yeaw ears | 


Quarter|Q1|Q2|Q3|Q4|Q1|Q2|Q3IQ4|Q1|Q2|Q3|Q4|Q1|Q2|Q3|Q4|Q1|G2|Q3| 


衝 き 
Contract procedureSs 了 肖 
入札 支援 ー 
Tender Assistance 園 
コン トラ クタ 選定 

Selection of Contractor 本 


NO 




















3 に に に に に に 9 
ーー 一 EmEsEEE=E 
調達 
5 上 上 上 トト 
国屋 計 当 陸 首 加 修 朝 穫 | 
MR 施工 ALE-30 5 両 完了 
・ ムキ ハ 40 車種 別 初回 工事 3 両 完了 
Construction by MR ム 計 20 両 完了 5 
| 4 計 35 両 完了 
計 50 両 完了 人 














: 調査 団 
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鐘 | 5-1-1 
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ケ ジ ュ ー ル 案 


5.2 RBE リバ パ ワー 実施 に か か る 実施 体制 の 検討 


(1) リ パ ワ ー に か か る MR の 実施 体制 の 検討 
リ パ ワ ー 工 事 に つい て は 、MR 施工 と な る た め 、MR の 実施 体制 は 、 














巡 





$-2-1 の と お り と する 。 





MR 運営 委員 会 
Steering Committee 























(2②) リ パ ワ ー に か か る プロ ジェ クト 体制 の 検討 
リ パ ワ ー に か か る プロ ジェ クト 体制 は 、 施工 監 
図 5.2.2 の と お り と する 。 





コン サル タン ト と コン トラ クタ ー の 関係 を 考慮 し 、 














MR 
プロ ジェ クト 責任 者 


Project Director 


契約 











施工 監理 コン サル タン ト 
プロ ジェ クト 責任 者 
所 公 
共 約 Project Director 
コント ラウ ター 
プロ ジェ クト 責任 者 


Project Director 











出典 : 調査 団 
5-2.2 リバ パワー に か か る プロ ジェ クト 体制 
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(3③ リ パ ワ ー 後 の 保守 サー ビス の 民間 活力 導入 の 検討 

・MR の 車両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 現状 
MR は 、 旧 鉄道 運輸 省 直轄 の 鉄道 運営 組織 で あり 、 支出 が 収入 を 大 きく 上 回 っ て いる た め 、 赤 字 分 は 
ミャンマー 国政 府 の 補てん が 行わ れ て いる 。 現在 、MR の RBE の 車両 保守 に お いて 、 車 体 修繕 、 車 体 
塗装 、 電気 配線 、 冷 等 に お いて 、 ミ ャ ンマ ー 企 業 へ の 部 外 委 託 が 行わ れ て いる 。 こ れ は 
MR が 赤字 経営 の た め 、 職 員 の 採用 が 抑制 され て お り 、RBE 工場 と イン セイ ン DRC 車両 基地 に お いて 、 
職員 数 の 現在 員 が 定員 に 対し て 、 大 きく 下回っ て いる た めで ある 。 こ の 職員 の 不足 を 補う た め に 、 一 
部 の 作業 の 部 外 委託 が 実施 され て いる 。 
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房 装 置 の 修 
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旧 鉄道 運輸 省 








ミャンマー 国鉄 (MR) 











山 保 守 サ ービス の 一 部 の 部 外 委 託 





ミャンマー 企業 


車体 修繕 、 塗 装 、 電 気配 線 、 冷 房 装置 等 














: 調査 団 
選 | 5-2-3 MR の 
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上 世 
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両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 現状 

















・ 英 国 に お ける 車両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 事例 

英国 の 都市 間 輸 送 に お いて は 、 鉄 道 の 上 下 分 離 が 実施 され 、 イ ン フ ラ は 国営 企業 や 公営 企業 が 保有 
し 、 運 行 サ ービス は 民間 活力 を 導入 し て いる 事例 が ある 。 車 両 は 車両 リー ス 会 社 が 保有 し て お り 、 運 
行 サ ービス を 受託 し た 民間 企業 は 車両 リー ス 会 社 か ら 車 両 を リー ス し て 運行 し て いる 。 車両 保守 サー 
ビス に つい て は 、 車 両 リ ー ス 会 社 が 車両 の 購入 先 の 車両 メー カー に 部 外 委 託し て いる 。 し た が っ て 、 
両 保守 サー ビス に か か る コス ト は 車両 リー ス 会 社 が 負担 し て いる た め 、 そ の コス ト は 運行 サー ビス 
会 社 が 車両 リー ス 会 社 に 支払 う リ ー ス 料 に 反映 され る 。 以 上 の こと か ら 、 車 両 保守 サー ビス に か か る 
コス ト は 、 運 行 サ ービス 会 社 が 直接 車両 メー カー^ 車 両 保守 を 委託 する 場合 に 比べ て 、 高 く な る 傾向 
と な る 。 ま た 、 車 両 保守 サー ビス に か か る コス ト は 、 鉄 道 運 賃 収 入 の 変動 リス ク の 影響 を 受け ず に 固 
定 さ れ て いる た め 、 運 行 サ ービス 会 社 が リス ク を 負っ て いる 。 こ の 民間 活用 の 事例 は 両 の リー ス 
方 式 を 導入 する こと が 前 提 と な っ て いる 。 た だ し 、 運 行 サ ービス 会 社 に と っ て 、 車 両 リ ー ス 方 式 は 車 
両 を 調達 する 資金 が 不要 と な る 利点 が ある 。 
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両 の リー ス 
運行 サー ビス 会 神 車両 リー ス 会 社 




















両 保守 サー ビス の 部 外 委 託 | 





車両 メー カー 








出典 : 調査 団 

















匠 | $-2-4 英国 の 車両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 事例 








・ タ イ に お ける 車両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 事例 

タイ の 都市 圏 輸送 の 一 部 に お いて は 、 鉄 道 運 営 を 行っ て いる 鉄道 公社 が 車両 を 保有 し て お り 、 車 両 
の 購入 先 で ある 企業 連合 体 に 対し て 、 車 両 保守 サー ビス を 委託 する 方 式 を と っ て いる 。 し た が っ て 、 
両 保守 サー ビス に か か る コス ト は 、 鉄 道 運営 を 行っ て いる 鉄道 公社 が 負担 する 。 た だ し 、 車 両 保守 
サー ビス に か か る コス ト は 、 鉄 道 運賃 収入 の 変動 リス ク の 影響 を 受け ず に 固定 され て いる が 、 赤 字 に 
な っ た 場合 は 、 政 府 が 補てん する た め 、 鉄 道 運営 を 行っ て いる 鉄道 公社 は リス ク を 負っ て いな い 。 こ 
の 場合 、 政 府 予算 に より 補てん する し くみ か が 必要 と な る 。 





































































































政府 























コス ト の 補てん 











鉄道 公社 














両 保守 サー ビス の 部 外 委託 



































購入 先 企業 連合 体 














: 調査 団 
図 5.2-5 タイ の 
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両 保守 サー ビス の 民間 活用 の 事例 
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(④ リ パ ワ ー 改 修 と 保守 サー ビス の 実施 体制 、 発 注 の 施工 範囲 の 比較 検討 
リ パ ワ ー 改 修 と リ パ ワ ー 完 了 後 の 改修 箇所 の 保守 サー ビス に つい て 、 実 施 体制 及び 本 事業 に お ける 
施工 範囲 案 を 検討 し た 。 そ の 内 容 を 以下 に 提案 する 。 




















と 案 1 : 改修 準備 ・SV (保守 助言 付加 ) 
援助 機関 か ら の 支援 に 基づき 、 ミ ャ ンマ ー 国 鉄 が 中 古 車 両 の 改修 施工 に お ける 設計 ・ 部 品 調達 ・ 
教育 訓練 ・SV を 民間 企業 に 発注 ・ 契 約 し 、 無 償 の 保守 助言 サー ビス を 付加 する 。 本 案 で は 、 コ ント 
ラク ター は 契約 終了 後 も セミ オー バー ホー ル ま で の 間 、 改 修 機器 の トラ ブル 発生 時 に 対処 方 法 を 助 
言 す る こと を 想定 し て いる 。 




















援助 機 関 ミャンマー 
国鉄 (MRJ 車両 改修 
準備 ・Sv 契 約 
(保守 助言 


サー トス を 付加 ) 








出典 : 調査 団 





$-2-6 案 1 の 実施 体制 


と 案 2 : 改修 準備 十 改 修 ・ 保 守 施工 SV 
援助 機関 か ら の 支援 に 基づき 、 ミ ャ ンマ ー 国 鉄 が 中 古 車 両 の 改修 施工 に お ける 設計 ・ 部 品 調達 ・ 
教育 訓練 及び 改修 ・ 保 守 施工 SV を 民間 企業 に 発注 ・ 契 約 す る 。 保 守 施工 SV 契約 期間 の 支払 い を 借 
款 支援 の 対象 と する 。 契約 終了 後 は MR が 自己 予算 で 対応 する 。 
































融資 
本 RC 王 
援助 機関 
国 珠 (MR 車両 改修 
準備 ・SV 
/ 保 守 SV 契約 











出典 : 調査 団 
図 5-2-7 案 2 の 実施 体制 
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と 案 3: 改 修 施工 十 保 守 施工 

援助 機関 か ら の 支援 に 基づき 、 ミ ャ ンマ ー 国 鉄 が 中 古 車 両 の 改修 ・ 保 守 サ ービス を 民間 企業 に 発 
注 ・ 契 約 する 。 保守 サ ービス 契約 期間 の サー ビス ・ フ ィ ー 支 払い を 借款 支援 の 対象 と し 、 契 約 期 間 
終了 後 は MR が 自己 予算 で 対応 する 。 な お 、 こ こ で の サー ビス ・ フ ィ ー は 、 パ フォ ー マ ン ス (車両 
の 運行 状況 ) に 基づく 支払 いと する 。 









































器 次 
ミャンマー 
援助 機関 6 間 一 一 一 革 - 企業 
国 計 (MR 車両 改修 ・ 
返済 保守 契約 








出典 : 調査 団 
図 $-2-8 案 3 の 実施 体制 


と 案 4 : 改修 施工 十 保守 会 社 設立 

援助 機関 か ら の 支援 に 基づき 、 ミ ャ ンマ ー 国 鉄 が 中 古 車 両 の 改修 サー ビス を 民間 企業 に 、 保 守 サ 
ービス を 新規 設立 の 現地 民間 企業 に 発注 ・ 契 約 す る 。 保 守 サ ービス 契約 期間 の サー ビス ・ フ ィ ー 支 
払い を 借款 支援 の 対象 と する が 、 契 約 期間 終了 後 は MR が 自己 予算 で 対応 する 。 な お 、 こ こ で の サ 
ービス ・ フ ィ ー に つい て も 、 パ フォ ー マ ン ス (車両 の 運行 状況 ) に 基づく 支払 いと する 。 

また 、 車 両 保守 サー ビス を 施工 する 現地 民間 企業 に 対し 、 海 外 投 融資 に よる 支援 も 実施 する 内 容 
で ある 。 



























































ー 還 改修 
コ 』> 圭 如 た 
ーー 時 4 
援助 機関 国鉄 (MRJ 
返済 
海外 投了 
出典 : 調査 団 



































図 5-2-9 案 4 の 実施 体制 
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次 に 上 述 の 各 案 の 体制 に お ける メリ ッ ト 、 デ メリ ッ ト を 事業 面 、 持 続 的 成長 の 両面 か ら 比較 し た 結 
果 を 以下 に 示す 。 


















































と 案 1 : 改修 準備 ・SV (保守 助言 付加 ) 

業 面 で の メリ ッ ト と し て 、 改 修 施工 は SV に より 品質 確保 の リス ク が 軽減 する こと が ある 。 一 方 、 
デメ リッ ト は 、SV に よる MR 社員 へ の 指導 が 伴う 分 、 改修 施工 は 工程 面 の リス ク が 想定 され る 。 保 
守 施工 に つい て は 助言 サー ビス に より 一 定 の リス ク は 回 避 出 来る も の の 、 MR の 力量 に よる た め 、 工 
程 面 ・ 品 質 面 と も リス ク と な り 得 る 。 

持続 的 成長 の 観点 で の メリ ッ ト は 、 改修 及び 保守 に つい て MR の 自主 施工 に よる ある 程度 の 経験 
値 に よる 技術 カカ アッ プ が 図ら れる が 、 一 方 で 保守 の サポ ー ト は 保守 に 限定 され る た め 、 助 言 を 求め 
られ な い 場 合 、MR の 自己 流 の 技術 が 改善 され な い リ スク が 想定 され る 。 





















































































































































と 案 2: 改 修 準備 十 改修 ・ 保 守 施工 SV 

業 面 で の メリ ッ ト は 、 改修 ・ 保 守 施 工 と も SV に より 品質 面 で の リス ク は 軽減 す る こと が 挙げ ら 
れる 。 一 方 、 デ メリ ッ ト は 、SV に よる MR 社員 へ の 指導 が 伴う 分 、 改修 施工 の 工程 面 で の リス ク が 
発生 する 。 

持続 的 成長 で は 、 メ リッ ト と し て 改修 及び 保守 に つい て MR の 自主 施工 に よる 技術 カカ アッ プ が 期 
待 で き 、 も っ と も 効果 が 期待 で きる 。 



















































































と 案 3 : 改修 施工 十 保守 施工 

業 面 で の メリ ッ ト は 、 改 修 ・ 保 守 施工 と も 品質 面 ・ 工 程 面 で の リス ク は 軽減 され る 。 一 方 、 持 
続 的 成長 の 観点 で は 、 デ メリ ッ ト と し て 、 改 修 及び 保守 に つい て 企業 が 実施 する こと に な る こと か 
、MR 自身 の 技術 力 ア ッ プ に つなが ら な い 点 が 挙げ られ る 。 
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と 案 4 : 改修 施工 十 保守 会 社 設 立 

業 面 で の メリ ッ ト は 、 案 3 と 同様 、 改 修 ・ 保 守 施 工 と も 品質 面 ・ 工 程 面 で の リス ク は 軽減 され 
る 。 持 続 的 成長 に 関す る メリ ッ ト は 、MR で は な いも の の 現地 企業 の 技術 カテ アッ プ に つなが る 。 ま た 、 
この 現地 企業 は 将来 の 保守 継続 ・ 拡 大 の 際 の 受け 皿 と な り 得 る こと が 挙げ られ る 。 デ メリ ッ ト と し 
て は 、MR と 新 会 社 と で 業務 が 分 散 す る こと か ら 、 技 術 者 の 確保 お ど に お いて 懸念 が 残る 。 

























































































以上 の メリ ッ ト 、 デ メリ ッ ト を 理解 し た 上 で 、 
く 必 要 が ある 。 


両 の 改修 、 保 守 体制 の 方 向 性 を 検討 、 決 定 し て い 
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6 RBE メ ン テ ナ ンス 技術 支援 に か か る 提言 


6.1 RBE メン テ ナ ン ス 技術 支援 の ニー ズ の 確認 


MR か ら は 、RBE 及び DEMU の 維持 管 














に 関す る 技術 支援 の 要請 が 出さ れ て いる 。 調査 団 で は 、 














MK 


の 維持 管理 に か か る 課題 を 踏ま えて 、 日 本 の 鉄道 技術 の 活用 を 考慮 し た 技術 文 援 案 を 検討 し た うえ で 、 





























MR と の 協議 を 行い 、RBE 及び DEMU の 維持 管理 体制 の 強化 及び 維持 管 
と し た 技術 支援 案 を まとめ た 。 

















6.2 RBE メン テ ナ ン ス 技術 支援 の 内 容 に か か る 検討 








(1) 背景 














に 関す る 技 





能 の 向上 を 中 心 


ミャンマー 国 の 主要 幹線 (ヤン ゴン マン ダレ ー) と ヤン ゴン 環状 線 の 車両 近代 化 の 一 環 と し て 、 

















日 本 の ODA に よる 鉄道 整備 





業 が 進め られ 、 現 在 、 新 型 電 気 式 気 動 





























(DEMU) の 導入 が 検討 され て 


いる 。 こ の DEMU が ミャンマー 国鉄 (MR) に スム ー ズ に 導入 され 、 そ の 後 の メ ン テ ナ ンス が 確実 に 


実施 され て 、 現 在 計画 され て いる 100kmh 走行 レベル の 運行 が 実現 され て いく た 


を を 


戸 
曲 























また 、「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 


























め に は 、 


に 必要 な 技術 支援 を 行い 、DEMU に 関す る MR の 技術 レベ ル を 上 げ て お く 必 要 が ある 。 
業 」 で は 、DEMU の 導入 と 、 日 本 製 気 動 








前 に 維持 











(RBE) の オー 


バー ホー ル を 担当 する RBE 工場 が ヤン ゴン 駅 周辺 開発 に 伴い 移転 さき れる の に あわ せ て 、DEMU と RBE 
の 両方 に 対応 で きる イワ タ ジ 車 両 メ ン テ ナ ンス 工場 の 建設 が 計画 され て いる 。DEMU の 導入 と イワ タ 




















両 メ ン テ ナ ンス の 近代 化 を 図る 必要 が ある 。 








ジ 工 場 建設 に 伴い 、 
一 方 、MR に は 、2003 年 か ら 日 本 で 使用 され て いた 日 本 製 気 





















































車 (RBE) が 順次 輸入 され 、 現 在 、RBE 

















が 約 230 両 (2016 年 3 月 現在 ) 在籍 し て いる 。RBE は ヤン ゴン で は 環状 線 や 近郊 線 区 、 地 方 都市 起点 











1 へ 




















の 各線 区 で 重要 な 旅客 用 























め 、 日 本 か ら 輸 入 さ れ て 数 年 も た た な いう ち に 次 々 と 政 障 を 起こ し て 、 約 90 両 の 
を 離脱 し た まま と な っ て いる 。 

この 状況 を 改善 する た め に は 、 ま ず は 、 
保全 方 式 ) に より 適切 な メン テ ナ ン ス を 実施 する こと が 必要 で ある 。 こ れ ら に つ v 
































努力 で で きる よう に する た め の 技 術 支援 が 、 ミ ャ ンマ ー 側 か ら 強 く 要 望 さ れ て きた 。 (2014 年 $ 月 、 
ン テ ー 鉄 道 運輸 大 臣 (当時 ) の 来 日 時 に 表明 され 、 以 後 MR か ら の 要請 が 続い て いる 。) 
要望 に 応え る た め に は RBE に 対す る MR 自身 の 維持 管理 体制 の 強化 と 維持 管理 能力 の 向上 を 区 



























































両 と し て 使用 き され て いる 。 し か し 、 適 切な が メンテ ナン ス が され て いな いた 
面 が 逆 障 し て 運用 




















後 保全 方 式 で は な く 、RBE に 適合 し た 正しい 方 式 (予防 


\ て 、MR 自身 の 自助 





















































多 


ぬ ⑳ て 


と が 可能 な 技術 文 援 を 実施 する こと が 不可 欠 で ある 。 こ の 取り 組み は 、 今 後 ミ ャ ンマ ー で 主力 の 旅客 




















に 対す る 技術 文 援 に 直結 する ば か り で な く 、 当 











両 と な る 新型 DEMU の 維持 管 


























に も 寄与 する 。 
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押 の RBE の 問題 解決 


②) 解決 すべ き 課 題 と 提言 





CO や CE きた だ よう に 。 





代 化 の た め の 体制 の 総合 的 強化 


・ 新 型 DEMU の 導入 計画 





RBE に は 、 以 下 の と お り 、 解 決 す べ き 
・ 新型 DEMU 導入 に 伴う イワ タ ジ 車 両 メ ン テ ナ ンス 工場 建設 計画 に 対応 で きる 




















課題 が ある 。 








に 対応 で きる 車両 近代 化 の た め の メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 


これ ら の 解決 策 と し て 、 以 下 の と お り 、 実 施す べき こと を 提言 する 。 
・ 車 両 維持 管理 体制 の 構築 
・ 車 両 維持 管理 に 係る 知識 ・ 技 能 の 強化 
・ 車 両 維持 管理 に 係る 人 材 の 育成 体制 構築 











③) 


両 に 関す る 技術 支援 プ 








ログ ラム の 目的 


a) 新型 DEMU 導入 と イワ タ ジ 工 場 に 対応 し た 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 体制 の 強化 」 
新型 DEMU 導入 に 向け た メン テ ナ ン ス 体制 を MR に お いて 確立 する た め に は 、 検 修 体系 ・ し くみ ・ 


ルー ル 、 組 織 、 予 算 等 の 














両 メ ン テ ナ ンス 近 


画 メ ン テ ナ ンス に 関す る 運営 ノウ ハウ を 指導 する こと が 必要 で ある 。 本 プ 


ロジ ェクト に お いて 、 新 型 DEMU 導入 と イワ タ ジ 工 場 に 対応 し た メン テ ナ ン ス 体制 の 強化 に 関す る 研 


修 を 実施 する 。 
この f 























修 に より 、MR に お ける 
を 前 提 と し た メン テ ナ ン ス の 体制 が 確立 され 、 以 後 の MR の 





日 本 製 の 気 




















(新型 DEMU 及び RBE を 含む 。) に 対す る 予防 保全 
日 本 製 の 気 動 








自助 努力 に より 、 





な メン テ ナ ン ス が 実施 され 、 必 要 な 旅客 輸送 が 確保 され る 。 


b) 新型 DEMU 導入 に 備え た 「 
新型 DEMU 導入 に 備え た 

業 を 実践 し て いく た め の 基 礎 知識 の 教育 に 加え て 、 実 車 を 活 
の 教育 に お いて は 、 ス ムー ズ に DEMU の 導入 が 進む よう に する こと を 
と の 共通 部 品 も 多い た め 、 
を 例 と し て 、 電 気 機器 の メン テ ナ ン ス に 関す る 教育 も 行なう 。 さ ら に 、 
う 計画 が ある こと か ら 、 ブ レー キシ ステ ム 等 に つい て も 教育 を 行なう 。 3 

よ 、 新 型 DEMU と の 類似 点 が 多い た め 、 既 存 の RBE を 活 
全般 検査 ) の 一 連 の 作業 手順 を 実習 形式 で 習 





構造 や し くみ に つ 


速 運 転 も 行なう 証 
され て いる RBE ! 
交番 検査 ) や 大 が か りな 分 解 検査 ( 要 部 検査 、 


業 検査 、 






























































得する 6 





修 を 実施 する 。 














以上 の 一 連 の る 























修 に より 、MR に お ける 
全 を 前 提 と し た メン テ ナ ン ス の 基礎 が 確立 し 、 以 後 の MR の 


に 
























































日 本 製 の 気 動 


生 メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 」 
「 車 両 メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 」 の 研修 に お いて は 、 


















































両 メ ン テ ナ ンス 作 
し た 技術 教育 が 必要 で ある 。 基 礎 知識 
的 と し て 、 そ の 基本 的 な 
日 本 で の 電車 の メン テ ナ ン ス 
将来 100kmh 走行 レベ ル の 














に 適切 


4! 

















両 


ーー エー 
弓 


同 ] 











E た 、 現 在 導入 




















員 的 





H し た 日 














な 定期 検査 (人 
































(新型 DEMU 及び RBE を 含 
自助 上 労 力 に より 














メン テ ナ ン ス が 実施 され 、 必 要 な 旅客 輸送 が 確保 され る 。 








また 、MR の 





画 メ ン テ ナ ンス 
で の メン テ ナ ン ス 作業 を 実体 験 する こと を 通 


光 


郁 

















の 核 と な る 人 材 を 





らい 、 ミ ャ ンマ ー で の 教育 を 補完 する 。 





の 
ICSC 


日 本 に 招 際 し 、 日 
日 本 の メン テ ナ ン ス 技術 に 対す る 
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日 本 製 の 気 動 





























む 。) の 予防 保 
に 適切 な 





本 の 車両 メン テ ナ ン ス 工場 等 





解 を 深め て も 


(④) 業務 計画 

a) 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 体制 の 強化 」 研 修 
ミャンマー で の 研修 
・ メ ン テ ナ ンス 体制 (組織 、 予 算 等 ) の 構築 に 関す る 研修 を 、MR 本 社 、 現 場 マ ネジ メン ト 層 を 対象 に 
実施 する 。 
・ メ ン デ ナン ス 体 系 ・ ル ー ル (検査 周期 、 検 査 項目 等 ) の 構築 に 関す る 研修 を 、MR 本 社 、 現 場 マ ネジ 
メン ト 層 を 対象 に 実施 する 。 

・ 受 講 生 の 人 数 は 、 各 回 10 名 程度 と する 。 

・ 研 修 後に MR 自身 で メン テ ナ ン ス 体制 や メン テ ナ ン ス 体系 ・ ル ー ル を 構築 し 、 そ の 実施 状況 に 応じ 
ググ で お の 



































































































































表 6-2-1 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 体制 の 強化 」 研 修 内 容 案 (ミャンマー で 実施 ) 
内 容 
MR と の 事前 協議 (スケ ジュ ー ル 、 内 容 、 開 催 場 所 等 ) 


























メン テ ナ ン ス 体制 の 構築 に 関す る 研修 
メン テ ナ ン ス 体系 ・ ル ー ル の 構築 に 関す る 
研修 後 及び 実施 時 の フォ ロー アッ プ 
























































日 本 で の 研修 
・ メ ン テ ナ ンス 体制 の 構築 に か か る 業務 の 実体 験 を する た め の 本 邦 研 修 を 実施 する 。 
・ 全 体 の 内 容 は 下 表 の と お り と する 。 











表 6-2-2 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 体制 の 強化 」 研 修 内 容 案 (本 邦 研修 ) 


























内 容 期間 受講 対象 
受入 れ 鉄 道 事業 者 の 本 社 等 へ の 訪問 1 カ月 MR 職員 
車両 基地 実習 (本 社 、 現 場 マ ネジ メン ト 層 ) 















































車両 メン テ ナ ン ス 工場 実習 








b) 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 」 研 修 

ミャンマー で の 研修 

・RBE の 実車 を 対象 に 、 仕 業 検査 、 交 番 検 査 、 牙 障 対 応 能 力 向上 等 、 
作業 の 手順 を 実習 形式 で 教育 する 。 受 講 生 は 、 
人 9。 

・RBE の 実車 を 対象 に 、 要 部 検査 、 全 般 検 査 等 、 車 両 メ ン テ ナ ンス 工場 に お ける 一 連 の 作業 手順 (分 
解 、 整 備 、 組 立 ) を 実習 形式 で 教育 する 。 受 講 生 は 、 車 両 メ ン テ ナ ンス 工場 の 技術 者 を 対象 と し 、 
人 数 は 各回 10 名 程度 と する 。 
・DEMU の 基本 的 な 構造 や し くみ 、 及 び 電 気 機器 の メン テ ナ ン ス に つい て 、 机 上 教育 の 形式 で 講義 す 











両 基地 (デポ ) に お ける 主 な 
両 基地 の 技術 者 を 対象 と し 、 人 数 は 各回 10 名 程度 


































































































ーー 
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る 。 受 講 生 は 、 将 来 イ ワタ ジ 工 場 へ 配属 され る 見 込み の 技術 者 と し 、 人 数 は 各回 30 名 程度 と する 。 
・ 研 修 後 に MR 自身 で 習熟 訓練 を し 、 そ の 実施 状況 に 応じ し て フォ ロー アッ プ を する 。 
・ 各 検査 に 必要 な マニ ュ ア ル 、 治 工具 及び 交換 材料 に つい て は 、 研 修 用 の 教材 と し て 、 日 本 で の 実績 






























































に 基づい て 準備 する 。 
・ 教 育 の 実施 に あたっ て は 、 鉄 道 











業者 へ 協力 を 要請 する 。 























両 メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 」 研 修 内 容 案 (ミャンマー で 実施 ) 




















表 6-2-3 「 
内 容 
MR と の 事前 協議 (スケ ジュ ー ル 、 内 容 、 実 習 場所 等 ) 、 






































実習 場所 の 調査 (設備 ・ 工 具 等 ) 

仕業 検査 ・ 交 番 検査 研修 

逆 障 対 応 ・ 不 具合 処置 研修 

要 部 検査 ・ 全 般 検査 研修 

DEMU の 基本 構造 、 及 び 電 気 機器 の メン テ ナ ン ス に 関す る 教育 
修 後 及 び 実 施 時 の フォ ロー アッ プ 





























































































































] 











日 本 で の 研修 

・MR の 中 核 と な る 車両 技術 者 を 対象 に 、 日 本 の 鉄道 
テ ナ ン ス 作業 を 体験 する 研修 を 開催 する 。 

・ 全体 の 内 容 は 下 表 の と お り と する 。 











業者 の 車両 メン テ ナ ン ス 工場 等 に お いて 、 メ ン 









































表 6-2-4 「 車 両 メ ン テ ナ ンス 技能 の 向上 」 研 修 内 容 案 (本 邦 研修 ) 



































内 容 期間 受講 対象 
受入 れ 鉄 道 事業 者 の 本 社 等 へ の 訪問 1.5 カカ 月 MR 職員 








両 メ ン テ ナ ンス 担当 ) 








車両 基地 実習 ( 
車両 メン テ ナ ン ス 工場 実習 






































($) 業務 管理 及び 調達 計画 
・ 上 記 の 技術 支援 を 実施 する た め に 、 全 体 の : 








骨 達 計画 を 含む ) が 必要 と な る 。 


3 
で 帆 








(⑥) 全体 スケ ジュ ー ル 
以下 の 図 6-.2-1 の と お り と する 。 
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18 


ミャンマー 車両 メン テ ナ ン ス 技術 支援 の 全体 スケ ジュ ー ル ( 案 ) 


1 年 昌 | 3 征 目 ーーーーーーーーーー 
4/4 


12/4 


eSHFCO 
車両 メン テ ナ ン ス | @ 一 | 


体制 の 強化 メン テ ナ ン ス 体制 の 構築 間 す る 研修 
@- 一 一 


技術 支援 
プロ グラ ム 


車両 メン テ ナ ン ス 
技能 の 向上 


MR 自身 の アク ショ ン | プロ ジェ クト チー ム 設 置 
| 
1 


| 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


宮 
上 





L : 調査 団 








# 
1 
! 
1 
1 


| 
人 (人 者 の ン テン スエ 
一 > 


仕業 検査 ・ 交 番 検査 研修 


| 作 障 対応 ・ 不 具合 処 生研 修 
| ーー タラ | 
要 部 検査 ・ 全 般 検査 研修 


メン テ ナ ン ス 体 制 の 構築 | | | 





仕業 検査 ・ 交 番 検査 の 百 夫 














項 6-2-1 全体 スケ ジュ ー ル 案 








メン テ ナ ン ス 体系 ・ ルー ル の 本 する 所 人 


MR へ の フォ ロー ア ッ プ 


半 業 者 の 車両 メン テ ナ ン スエ 提 
i 

DEMU の メン テ ナ ン ス 等 に 関す る 研修 
1 

1 

]| 

]| 

| 


MR へ の フォ ロー ア ッ プ 


メン テ ナ ン ス 体系 ・ ル ー ル の 構築 





7 結論 と 提言 


7.1 調査 結果 と 留意 事項 


本 調査 で は 、MR が 保有 する RBE の 現況 及び 維持 管 















































に 関す る 情報 収集 と 分 析 を 行っ た 。 そ し て 、 


これ ら の 分 析 と MR と の 協議 を 踏ま え 、 日 本 の 鉄道 技術 の 活用 を 考慮 し 、RBE リバ ワー 実施 の 検討 、 
な ら び に RBE メン テ ナ ン ス 技術 支援 実施 の 検討 を 行っ た 。 











この 調査 で 検討 し た RBBE の リ パ ワ ー に つい て は 、MR の 各 機 関 に 所 属し て いる RBE の プロ ファ イル 























忌 山 


査 結果 を も と に 、MR の 要望 を 組み 入れ な が ら 、RBE 





提案 する こと が で きた 。 また 、 リ パ ワ ー 工 事 の 内 容 、 工程 、 実施 場所 、MR 
リノ パワー 工事 費用 に つい て は 、 関心 を 表明 し て いる 日 本 


MR の 合意 を 得 た 案 を 策定 する こと が で きた 。 
業 に 対し て ヒア リン グ を 行う こと に より 情 
ビリ ティ スタ ディ 等 で 精査 され る と 考え る 。 








上 











この RBE の リ パ ワ ー に は 、 車体 を 始め と する 











な 車両 を 一 定 程度 確保 する た め の 方 策 と し て 、 
いる 日 本 か ら の 中 古 車 両 の 供給 が 今後 も 継続 
スト の ほう が 圧倒 的 に 安い た め 、 寿 命 が 短 い 










































































報 を 把握 し た 。 費 用 の 妥当 



































に 対す る リ パ ワ ー の 対象 車種 な ら び に 両 数 を 


の 工事 要員 数 等 に つい て も 、 




















性 に つい て は 、 今後 の フィ ジ 


両 全体 の 老朽 度 を 勘案 する と 、10 年 程度 の 寿命 延伸 
に 寄与 する と 見 込ま れる 。 本来 で あれ ば 新車 を 投入 する こと が 最も 望ま し い が 、 限 られ た 資金 で 健全 

















MR は リ パ ワ ー を 検討 し て いる 。 た だ し 、 現在 行わ れ て 
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され る 場合 は 、 リ パワ ー コ 















































スト より も 中 古 車両 の 購入 コ 

















と し て も 中 古 車 両 の 購入 が 選択 され る 可能 性 が ある 。 い 








前 断 し て いく と 考え られ る 。 





ずれ に し て も 、MR は 、 時 間 を か け て 慎重 に 












































また 、 こ の 調査 で 検討 し た RBB の メン テ ナ ン ス 技術 支援 に つい て は 、MR の 要請 を も と に 、RBBE と 
DEMU の メン テ ナ ン ス 体制 の 強化 及び 知識 ・ 技 能 の 向上 の た め の 技 術 支援 内 容 を 検討 し た 。 
テ ナ ン ス の 体制 の 強化 に つい て は 、 RBE と DEMU の 総合 工場 と 





画 メ ン 








し て 計画 され て いる イワ ソ タ ジ 新 工場 の 

















体制 の 整備 に 大 きく 寄与 する 。 ま た 、 車 両 メ 




















ン テ ナ ンス の 知識 ・ 技 能 の 

















向上 に つい て は 、 約 230 両 に 





及ぶ RBE 及び 今後 導入 予定 の DBMU に 対す る メン テ ナ ン ス の 全 領 域 の 技能 ・ 知 識 を MR に 技術 移転 





させ る こと が で きる 。 さ ら に 、MR 自ら が 継 引 
取り 組み も 行わ れる 。 








的 に 











た だ し 、 技術 支援 終了 後に も MR が 自立 し て 維持 管理 を 実施 する た め 
上 00 の の の フロ 




















ける 体制 づく り に 関す る 確認 が 重要 と な る 。 


























両 メ ン テ ナ ンス に 関わ る 人 材 を 育成 で きる よう な 











こ は 、 MR に お ける 予算 や 要員 








な お 、 こ れ ら の 基礎 資料 の 一 部 は 、 プ ロジ ェクト 実施 の た め の 審 査 に 使用 され る 可能 性 が ある た め 





今後 も 情報 の 取扱 い に 留意 する 必要 が ある 。 
その まま 実施 され る と の 誤解 を 与え ない よう 















































また 、 ミ ャ ンマ ー 政 府 関係 者 に は 、 こ れ ら の 検討 結果 が 


に 配慮 し て きた が 、 今 後 も 留意 する 必要 が ある 。 
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MR に お いて 、RBE は ミャンマー の 経済 発展 を 支え る 都市 圏 輸送 及び 都市 間 輸 送 の 要 で ある と 同時 
に 、 鉄 道 の 近 代 化 を 推し 進め て いく た め の 重 要 な 経営 資 湖 で ある 。 し た が っ て 、 そ の RBE の 運行 を 支 
える 維持 管理 に 対 し て 、MR が 自助 努力 に より 改善 に 取り 組む と と も に 、MR の 予算 や 要員 の 決定 権限 
を 持つ ミャンマー 政府 に お いて も 、 ミ ャ ンマ ー の 経済 成長 に 直結 する 鉄道 の 近代 化 の た め に は 、RBE 
の 維持 管理 が 重要 で ある こと を 理解 する 必要 が ある 。 
また 、 日 本 の 円 借款 に よる 「 ヤ ン ゴ ン ・ マ ンダ レー 鉄道 整備 事業 」 及 び 「 ヤ ン ゴ ン 環 状 鉄道 改修 
業 」 を 成功 させ る た め の 重 要 な 要素 と し て 、 新 た に 導入 予定 の 電気 式 気動車 (DEMU) の 維持 管理 と 、 イ 
ワタ ジ 新 工場 に お ける メン テ ナ ン ス 体制 の 構築 を 挙げ る こと が で きる 。 そ こ で 、 電 気 式 気動車 (DEMU) 
が 導入 され る まで に 、 MR の 自助 力 に より 、 持続 可能 と な る よう な 維持 管理 体制 を 構築 する こと が 不 
可 欠 で あり 、 日 本 か ら は 適宜 必要 な 支援 を 提供 する こと が 望ま れる 。 
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付録 RBE プロ ファ イル 一 覧 表 


RBE プ ロフ ァイル (1) 








































































































































































































No. |MR 車 両 番号 | 所 属 基地 日 車両 形式 旧 車 両 番号 旧 所 属 事業 者 製造 日 車両 メー カ 
1|RBE-2501 AM LE-20 LE-21 名 古屋 鉄道 1987/08/26 | 富士 重工 業 
イワ タン 工場 Ss 時 
2|RBE-2502 YahtaU0d WOHKahGb LE-20 LE-22 名 古屋 鉄道 1990705/28 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) mA 富士 重 
3|RBE-2503 Ia LE-20 LE-23 名 古屋 鉄道 1990705/28 | 富士 重工 業 
4lRBE-s50。 | イン セイ ン DRC LE-20 LE-24 名 古屋 鉄道 1990705/28 | 富士 重 エエ 業 
Insein DRC 
5lnBE-2505 |「 ン セイ ン DRC LE-20 LE-25 名 古屋 鉄道 1990705/28 | 富士 重工 業 
Insein DRC 
ヤン ゴン RBE 工 場 こ 寺 6 本 
Ni 還 - 1 2/1 富士 重工 
6|RBE-2506 Yangon RBE Workshop LE-30 LE-31 名 古屋 鉄道 995/02/16 | 富士 重工 業 
7|RBE-2507 の LE-30 LE-32 名 古屋 鉄道 1995/02/16 | 富士 重工 業 
glnBE-ss0g "ゴン RBE エ 場 LE-30 LE-33 名 古屋 鉄道 1995702/16 | 富士 重工 業 
Yangon RBE Workshop 
モー ラミ ャ イン きる Ss 
9|RBE-2509 Mawlamyine LE-30 LE-34 名 古屋 鉄道 1995/02/16 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 宮 十 重 
10|RBE-2510 Pyinmana ISE-1 ISE-2 伊勢 鉄道 1987/02/21 富士 重工 業 
ミッ チー ナ 富士 重 
11|RBE-2511 Myitkyina ISE-1 ISE-3 伊勢 鉄道 1987/02/21 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 宮 十 重 
12|RBE-2512 Pyinmana NT-100 NT-100-101 の と 鉄道 1987/12701 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ビ ド ー) 宮 十 重 
13|RBE-2513 Pyinmana NT-100 NT-100-103 の と 鉄道 1987/12701 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ビ ド ー) 宮 十 重 
14|RBE-2514 PNDaihia NT-100 NT-100-124 の と 鉄道 1991/04/25 | 富士 重工 業 
ミン ゲ エ 場 宮 十 重 
15|RBE-2515 Myitnge Workshop NT-100 NT-100-125 の と 鉄道 1991/04/25 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ビ ド ー) 宮 十 重 
16 |RBE-2516 PWM NT-100 NT-100-121 の と 鉄道 1991/05/17 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 富士 重 
17|RBE-2517 Pyinmana NT-100 NT-100-131 の と 鉄道 1991/05/17 | 富士 重工 業 
ヒン タダ 宮 十 重 
18|RBE-2518 Hinthada NT-100 NT-100-109 の と 鉄道 1998/03/04 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 宮 十 重 
19|RBE-2519 PNGDTaha NT-100 NT-100-122 の と 鉄道 1991/04/25 | 富士 重工 業 
パコ ッ ク 宮 十 重 
20 |RBE-2520 Pakokku NT-100 NT-100-106 の と 鉄道 1987/12701 富士 重工 業 
21|RBE-2521 |「 ン セイ ン DRC NT-100 NT-100-112 の と 鉄道 1998/03704 | 富士 重 エエ 業 
nsein DRC 
マル ワゴン 。 Ri 
22|RBE-2522 MIMgoti8 NT-100 NT-100-105 の と 鉄道 1987/12/01 | 富士 重工 業 
パコ ッ ク 宮 十 重 
23 |RBE-2523 Pakokku NT-100 NT-100-133 の と 鉄道 1991/05/17 | 富士 重工 業 
24|RBE-2524 |「 ン セイ ン DRC ISE-1 ISE-4 伊 勢 鉄道 1989/12/26 | 富士 重工 業 
Insein DRC 
25|RBE-2525 0 LE-20 TH-106 天竜 浜名 湖 鉄 道 1986/11/27 | 富士 重工 業 
26 |RBE-2526 和 1 LE-20 TH-211 天竜 浜名 湖 鉄 道 1987/02/21 |] 富士重 工業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 富士 重 
27 |RBE-2527 Pyinmana NT-100 NT-100-126 の と 鉄道 1991/04/25 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 富士 重 
28 |RBE-2528 Pyinmana NT-100 NT-100-130 の と 鉄道 1991/05/17 | 富士 重工 業 
29 |RBE-2529 人 NT-120D 36-301 三陸 鉄道 1989/"7“ 新潟 鉄工 所 
ヤン ゴン RBE 工 場 ea 8 ロ 
に 上 - 三 1 / 潟 鉄 エ 
30|RBE-2530 Yangon RBE Workshop NT-120D 36-401 三陸 鉄道 989/ 新潟 鉄工 所 
31 |RBE-2531 0 NT-120D 36-302 三陸 鉄道 1989/7“ 新潟 鉄工 所 
32|RBE-2532 AN 6 NT-120D 36-402 三陸 鉄道 1989/7“ 新潟 鉄工 所 
33|RBE-2533 RI 三 LE-20 AR201 甘木 鉄道 1992/11/23 | 富士 重工 業 
ヤン ゴン RBE 工 場 是 果 衣 
還 四 -63- 1 4711 冨士 重 エ 
34|RBE-2534 Yangon RBE Workshop LE-20 LEDC-63-11 真岡 鉄道 988/04/ 富士 重工 業 
ヤン ゴン RBE 工 場 ER 較 記 モ 寺 
35|RBE-2535 Yanon RBE Workshop LE-20 LEDC-63-1 真岡 鉄道 1993/04/06 | 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 富士 重 
36|RBE-2536 Il NT-100 NT-100-132 の と 鉄道 1991/05/17 | 富士 重工 業 
37 |RBE-2537 2 LE-20 107 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
ヤン ゴン RBE 工 場 6 
加 有 | 1 富士 重工 
38|RBE-2538 Yangon RBE Workshop LE-20 AR106 甘木 鉄道 989708/0 富士 重工 業 
s9jngEzss9 | タダ CR-70 CR-70-1 北海 道 ちほ く 高 原 鉄道 1989704729 | 新潟 鉄工 所 
RBE-2540 ヤン ゴン RBE 工 場 還 明 ES 、 = 
- -70- : 高原 1 4/2 潟 鉄 エ 
40| JapT2s40 Yangon RBE Workshop CR-70 CR-70-2 北海 道 ち ほ く 高 原 鉄 道 989/04/29 | 新潟 鉄工 所 
41lmgEzs41 5 タダ CR-70 CR-70-3 北海 道 ちほ く 高 原 鉄道 1989704729 | 新潟 鉄工 所 
42|RBE-2542 | に ン し MR-100 MR-202 松浦 鉄道 1988/03702 | 新潟 鉄工 所 
43|RBE-2543 ON MR-100 MR-301 松浦 鉄道 1988/03728 | 新潟 鉄工 所 
RBE-2544 ヤン ゴン RBE 工 場 語 、 に 
- - 浦 3 2 潟 鉄工 
4 っ RBT-2544 Yangon RBE Workshop MF-100 MR201 松浦 鉄 道 88030 新潟 鉄工 所 
RBE-2545 ヤン ゴン RBE 工 場 W 」 因 作 芽 
45| LnBT2545 Yanon RBE Workshop MR-100 MR-203 松浦 鉄道 1988/03/02 | 新潟 鉄工 所 
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RBE プ ロフ ァイル (1) 





































































































































































































No. |MR 車 両 番号 | 所 属 基地 旧 車 両 形式 旧 車 両 番号 旧 所 属 事業 者 製造 日 車両 メー カ 
RBE-2546 ヤン ゴン RBE 工 場 - 5 培 3 
46| RBT 2546 |Yanon RBE Workshop MR-100 MR-302 松浦 鉄道 1988/03/28 | 新潟 鉄工 所 
パ ズ ン ダン 引 
47 |RBE-2547 Pa20dR MR-100 MR-104 松浦 鉄道 1988/03/02 | 新潟 鉄工 所 
チャ イン トン 吾 刻 筑 漠 富士 重 
48 |RBE-2548 Kyaingtong LE-20 104 平成 筑豊 鉄道 1989/10701 富士 重工 業 
49|RBE-2549 3 っ LE-20 108 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
s0|RBE-2550 | に ン 培 0 MR-100 MR-204 松浦 鉄 道 1988/0302 | 新潟 鉄工 所 
51|RBE-2551 生 MR-100 MR-205 松浦 鉄 道 1988/03702 | 新潟 鉄工 所 
52|RBE-2552 3 MR-100 MR-102 松浦 鉄道 1988/03702 | 新潟 鉄工 所 
53|RBE-2553 6 MR-100 MR-103 松浦 鉄道 1988/03/02 | 新潟 鉄工 所 
54 |RBE-2554 1 MR-100 MR-123 松浦 鉄道 1991/07/12 | 新潟 鉄工 所 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) に 生 
55|RBE-2555 Pyinmana MR-100 MR-124 松浦 鉄道 1991/07/12 | 新潟 鉄工 所 
56 |RBE-2556 0 LE-20 103 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
57 |RBE-2557 人 LE-20 202 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
58|RBE-2558 14 MR-100 MR-105 松浦 鉄道 1988/03728 | 新潟 鉄工 所 
59|RBE-2559 Le MR-100 MR-122 松浦 鉄道 1989/08/12 | 新潟 鉄 エ 所 
60|RBE-2560 5 4 MR-100 MR-101 松浦 鉄道 1988/03/02 | 新潟 鉄工 所 
61|RBE-2561 で 5 MR-100 MR-108 松浦 鉄道 1988/03/28 | 新潟 鉄工 所 
チャ イン トン 義 筑 漠 富士 重 
62|RBE-2562 Kyaingtong LE-20 109 平成 筑豊 鉄道 1989/10701 富士 重工 業 
チャ イン トン 義 筑 漠 富士 重 
63|RBE-2563 MRSISN LE-20 102 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
e4|RBE-2564 | に ン 0 MR-100 MR-106 松浦 鉄 道 1988/03/28 | 新潟 鉄工 所 
65|RBE-2565 人 MR-100 MR-107 松浦 鉄道 1988/03/28 | 新潟 鉄工 所 
66|RBE-2566 4 MR-100 MR-121 松浦 鉄道 1989/08/12 | 新潟 鉄 エ 所 
ヤン ゴン RBE 工 場 Ep 了 
67 |RBE-2567 Yangon RBE Workshop LE-20 101 成 筑豊 鉄道 1989/10701 皿 下 重 正 業 
68|RBE-2568 イン イン DRC LE-20 303 平成 筑豊 鉄道 1989/10/01 | 富士 重工 業 
Insein DRC 
ミッ チー ナ 富士 重 
69|RBE-2569 Myilina LE-20 230-301 樽見 鉄道 1985/09/20 | 富士 重工 業 
ミッ チー ナ "| 富士 重 
70|RBE-2570 Myitkyina LE-20 230-312 樽見 鉄道 1987/09/ 記 呈 重 下 業 
ヤン ゴン RBE 工 場 
71|RBE-2571 Yangon RBE Workshop キハ 47 116 JR 四国 1980/07/21 | 新潟 鉄工 所 
ヤン ゴン RBE 工 場 8 
潟 鉄工 
72|RBE-2572 Yangon RBE Workshop キハ 47 117 JR 四国 1980707/21 | 新潟 鉄工 所 
RBE-2573 ヤン ゴン RBE 工 場 8 
| っ RBT-2573 Yangon RBE Workshop 7 SR98 JR 四国 1978707707 | 新 江 鉄 工 所 
ヤン ゴン RBE 工 場 
軸 晶 士 車 工 
74|RBE-2574 Yangon RBE Workshop キハ 47 1087 JR 四国 1980707/26 | 富士 重工 業 
RBE-2575 ヤン ゴン RBE 工 場 1 基 本 、 
| っ RBT-2575 Yangon RBE Workshop MMU90 MEIO9 松浦 鉄 道 19977 新潟 鉄工 所 
6 ヤン ゴン RBE 工 場 6 本 寺 銚 工 有 
76|RBE-2576 Yangon RBE Workshop MR-100 MR-110 松浦 鉄道 1991/ ツ 新潟 鉄工 所 
RBE-2577 ヤン ゴン RBE 工 場 に 隊 計 昌 多 芽 5 
7| 5RBT-2577 Yangon RBE Workshop MI90 MR 松浦 鉄道 9 新潟 鉄工 所 
ミン ジャ ン さ た / 天 た | 本 
78|RBE-2578 Myingyan MR-100 MR-125 松浦 鉄道 1991/ ツ 新潟 鉄工 所 
ミン ジャ ン に / 
79|RBE-2579 Myingyan MR-100 MR-126 松浦 鉄道 1991/ ツ 新潟 鉄工 所 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 7 た 富士 重 
80|RBE-2580 Ia LE-20 いす み 203 いす み 鉄 道 1987/ ツ 富士 重工 業 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 4 富士 重 
81 |RBE-2581 Pyinmana LE-20 いす み 207 いす み 鉄 道 1987/ ツ 7 富士 重工 業 
82|RBE-2582 二 キハ 141 7 JR 北海 道 1992/ ツ 7“ JR 北海 道 苗穂 工場 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) ま 2 
83|RBE-2583 Pyinmana キハ 141 8 JR 北海 道 19927“7 JR 北海 道 苗穂 工場 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) PA 海道 苗穂 工場 
84 |RBE-2584 Pyinmana キハ 141 9 JR 北海 道 1992/ ツ JR 北海 道 苗穂 工場 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 0 0 > 
85|RBE-2585 Pyinmana キハ 141 10 JR 北海 道 19927“7 JR 北海 道 苗穂 工場 
86 |RBE-2586 キハ 141 11 JR 北海 道 1992/ ツ 7“ JR 北海 道 苗穂 工場 
イワ タン 工場 6 本 本 提 
87 |RBE-2587 Ywahtaung Workshop キハ 141 12 JR 北海 道 19927*7 JR 北海 道 苗穂 工場 
88lnBE_ssgg | フセイン DRC キハ 48 801 JR 北海 首 新潟 鉄工 所 
Insein DRC 
89|RBE-25gg | イン セイ ン DRC キハ 48 302 JR 北海 首 新潟 鉄工 所 
Insein DRC 
90lRBE.ssgo フセイン DRC キハ 48 303 JR 北海 首 新潟 鉄工 所 
Insein DRC 
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No. |MR 車 両 番号 | 所 属 基地 旧 車 両 形式 旧 車 両 番号 旧 所 属 事業 者 製造 日 車両 メー カ 
タウ ンド ゥ イン ジー AR 富士 重 
91 |RBE-2591 Taungdwingyi LE-20 いす み 205 いす み 鉄 道 1987/"7 富 二 重工 業 
マン ダレ ー 3 本 
92|RBE-2592 Mandalay キハ 141 2 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
ヒン タダ 3 Ta 
93 |RBE-2593 Hinthada キハ 141 3 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
マン ダレ ー 3 本 
94 |RBE-2594 Mandalay キハ 141 4 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
マン ダレ ー に 2 
95 |RBE-2595 Mandalay キハ 141 5 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
パコ ッ ク 1 填 首 天理 本 揚 
96 |RBE-2596 Pakokku キハ 141 6 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
マン ダレ ー 6 > 
97 |RBE-2597 Mandalay キハ 141 13 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
98lnBE.ssgg |「 ン セイ ン DRC キハ 48 1931 JR 北海 道 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
99|nBE.ss9g |「 ン セイ ン DRC キハ 48 1332 JR 北海 道 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
100|RBE-25100 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 1333 JR 北海 道 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
101|RBE-25101 |「 ン セイ ン DRC キハ 38 2 JR 東日本 国鉄 郡山 工場 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 品 宇 福 
102|RBE-25102 naein DRC キハ 38 3 JR 東日本 国鉄 大 宮 工 場 
103|RBE-2510g | リン セイ ン DRC キハ 38 4 JR 東日本 国鉄 大 宮 了 工場 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC テー 1 
104|RBE-25104 naein DRC キハ 38 1001 JR 東日本 国鉄 長野 工場 
105|RBE-25105 |「 ン セイ ン DRC キハ 38 1002 JR 東日本 国鉄 幡生 車両 所 
nsein DRC 
106 |RBE-2510e |「 ン セイ ン DRC キハ 40 334 JR 北海 首 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
107|RBE-25107 |「 ン セイ ン DRC キハ 40 335 JR 北海 道 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
マン ダレ ー 2 宮 十 重 
108|RBE-25108 ar My LE-20 いす み 201 いす み 鉄 道 1987/ ツ 富士 重工 業 
109|RBE-25109 |「 ン セイ ン DRC キハ 40 548 JR 東日本 1979707/07 | 富士 重工 業 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 3 と 
110|RBE-25110 Rei DRC キハ 40 2024 JR 東日本 1979706/07 | 新潟 鉄工 所 
111|RBE-25111 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 501 JR 東日本 1979/06706 | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 
112|RBE-25112 nsein DRC キハ 48 553 JR 東日本 1981/12/24 | 富士 重工 業 
113|RBE-2511gs |「 ン セイ ン DRC キハ 48 1511 JR 東日本 1979708/24 | 富士 重工 業 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 5 思 
114|RBE-25114 SiiDHG キハ 48 1514 JR 東日本 1979707/30 | 新潟 鉄工 所 
115|RBE-25115 キハ 40 514 JR 東日本 1978/01/10 | 富士 重工 業 
116|RBE-25116 キハ 40 562 JR 東日本 1980702/28 | 富士 重工 業 
117|RBE-25117 キハ 48 551 JR 東日本 1981/02/10 | 富士 重工 業 
118|RBE-25118 キハ 48 1547 JR 東日本 1981/12/21 | 富士 重工 業 
119|RBE-25119 キハ 40 542 JR 東日本 1979708/21 | 新潟 鉄工 所 
120|RBE-25120 キハ 40 549 JR 東日本 1979/07/07 | 富士 重工 業 
121|RBE-25121 キハ 40 550 JR 東日本 1979707/07 | 富士 重工 業 
122|RBE-25122 キハ 40 559 JR 東日本 1980702/28 | 富士 重工 業 
123 |RBE-25123 キハ 40 578 JR 東日本 1980/12/15 | 新潟 鉄工 所 
124|RBE-25124 キハ 40 579 JR 東日本 1980/12/15 | 新潟 鉄工 所 
125 |RBE-25125 キハ 40 581 JR 東日本 1980/12/15 | 新潟 鉄工 所 
126|RBE-25126 キハ 40 2022 JR 東日本 1979706/07 | 新潟 鉄工 所 
127 |RBE-25127 キハ 40 2025 JR 東日本 1979706/07 | 新潟 鉄工 所 
ピン マナ ( ネ ビ ド ー) ニ a ロ 
128 |RBE-3001 Pyinmana LE-30 36-1201 三陸 鉄道 1983/12/06 | 新潟 鉄工 所 
ピン マナ ( ネ ピ ド ーー) | > | 
129 |RBE-3002 Pyinmana LE-30 36-1206 三陸 鉄道 1984/01/12 | 新潟 鉄工 所 
130|RBE-3003 LE-30 36-1106 三陸 鉄道 1984/01/23 | 富士 重工 業 
181|RBE-s0o0。 | リン セイ ン DRC LE-30 36-1103 三陸 鉄道 1983/ ツ " | 富士 重工 業 
Insein DRC 
イン セイ ン DRC 相 由 
132|IRBE-3005 Insein DRC LE-30 36-1107 三陸 鉄道 富士 重工 業 
183|RBE-s006e |「 ン セイ ン DRC キハ 11 6 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
Insein DRC 
イン セイ ン DRC 6 5 3 
134 |RBE-3007 Insein DRC キハ 11 102 JR 東海 1998/ ツ 新潟 鉄工 所 
185|RBE-s0og |「 ン セイ ン DRC キハ 11 103 JR 東海 1998/ ツ " | 新 潟 鉄工 所 
Insein DRC 
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No. | MR 車両 番号 | 所 属 基地 旧 車 両 形式 旧 車 両 番号 旧 所 属 事業 者 製造 日 車両 メー カ 

1s6|RBE-3009 | リン セイ ン DRC キハ 11 106 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

187|nBE-so1o | イン セイ ン DRC キハ 11 111 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

138|RBE-3011 イン セイ ン DRC キハ 11 112 JR 東海 1998/*" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

1s9|RBE-S01g | イン セイ ン DRC キハ 11 113 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

140|RBE-S01g | イン セイ ン DRC キハ 11 114 JR 東海 1998/ ツ " | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

141|RBE-s014 |「 ン セイ ン DRC キハ 11 115 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

142|RBE-3015 イン セイ ン DRC キハ 11 116 JR 東海 1998/ ツ 7“ 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

143 |RBE-3016 リー セン DRC キハ 11 117 JR 東海 1998/ ツ 7* 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

144|RBE-3017 |「 ン セイ ン DRC キハ 11 118 JR 東海 1998/ ツ " | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

145|RBE-3018 イフ セイジ DR キハ 11 119 JR 東海 1998/7" 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

146|RBE-S019 | リン セイ ン DRC キハ 11 120 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

147|RBE-s020 |「 ン セイ ン DRC キハ 11 121 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

148|RBE-3021 イン セイ ン DRC キハ 11 122 JR 東海 1998/*" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

149|RBE-30a2g |「 ン セイ ン DRC キハ 47 50013) JR 東海 1977/02/* | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

150|RBE-3023 ロジ ポル 125RIC キハ 47 5002(4) JR 東海 1977/02/“ 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

151 |RBE-s0g4 | リン セイ ン DRC キハ 47 6001(1027) JH 東海 1979701/*” | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

152|RBE-s0a5g |「 ン セイ ン DRC キハ 47 6002(1109) JR 東海 1981/07/" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

153|RBE-S0e6 | リン セイ ン DRGC キハ 47 6003(1110) JR 東海 1981/7" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

154|RBE-s027 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 3814(531) JR 東海 1980702/" | 富士 重 エエ 業 
nsein DRC 

155|RBE-s0gg | リン セイ ン DRC キハ 48 3816(541) JR 東海 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

156 |RBE-S0z9 | リン セイ ン DRC キハ 48 5511(528) JR 東海 富士 重工 業 
nsein DRC 

157|RBE-3030 イン ギ イ マ DRG キハ 48 5513(530) JR 東海 1979/12/" | 富士 重工 業 
nsein DRC 

158|RBE-s031 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 5805(513) JR 東海 1979/ ツ " | 富士 重工 業 
nsein DRC 

159|RBE-S03g | リン セイ ン DRC キハ 48 6803(1517) JR 東海 1979/7* | 富 
nsein DRC 

160|RBE-303s |「 ン セイ ン DRC キハ 48 6813(1530) JR 東海 1980/ ツ " | 富士 重工 業 
nsein DRC 

161 |RBE-s034 | リン セイ ン DRC IRT355 IRT355-07 井原 鉄道 1998/⑦" | 新潟 鉄工 所 
nsein DRC 

162|RBE-3035 キハ 11 8 JR 東海 1998/ ツ " | 新潟 鉄工 所 

163|RBE-3036 キハ 11 101 JR 東海 1998/7" | 新潟 鉄工 所 

164 |RBE-3037 キハ 11 104 JR 東海 1998/ が 7“ 新潟 鉄工 所 

165|RBE-3038 キハ 11 105 JR 東海 1998/ ツ 7“ 新潟 鉄工 所 

166|RBE-3039 キハ 11 108 JR 東海 1998/ ツ " | 新潟 鉄工 所 

167|RBE-3040 キハ 40 3005(2058) JR 東海 198003/*" | 新潟 鉄工 所 

168|RBE-3041 キハ 40 5802(577) JR 東海 

169 |RBE-3042 キハ 40 6307(2111) JR 東海 1981/04* | 新潟 鉄工 所 

170|RBE-3043 キハ 40 6308(2112) JR 東海 1981/04/“* 新潟 鉄工 所 

171|RBE-3044 キハ 40 6309(2113) JR 東海 1981/04* | 新潟 鉄工 所 

172|RBE-3045 キハ 40 6312(2131) JR 東海 1981/05/" | 富士重 工業 

173|RBE-3046e |「 ン セイ ン DRC キハ 48 3815(532) JR 東海 1980/" ツ " | 富士 重工業 
Insein DRC 

174|RBE-3047 キハ 48 5501(509) JR 東海 1979/07/" | 富士重 工業 

175|RBE-3048 キハ 48 5508(525) JR 東海 1979/12/" | 富士 重工業 

176|RBE-3049 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 5803(511) JR 東海 1979/ ツ " | 富士 重工業 
Insein DRC 

177|RBE-3050 キハ 48 5804(512) JR 東海 

178 |RBE-3051 キハ 48 5806(514) JR 東海 

179|RBE-S05g | イン セイ ン DRC キハ 48 5810(527) JR 東海 1979/12/" | 富士 重 エエ 業 
Insein DRC 

180|RBE-S05 |「 ン セイ ン DRC キハ 48 6001(1001) JR 東海 1981/7" | 富士 重工業 
Insein DRC 
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181|IRBE-3054 キハ 48 6517(1538) JR 東海 1980706/" | 新潟 鉄工 所 
182|RBE-3055 キハ 48 6808(1525) JR 東海 1979/12/* | 新潟 鉄工 所 
183jnBE-so5s | イン セイ ン DRC キハ 48 6814(1531) JR 東海 1980/7" | 富士 重工 業 
Insein DRC 

184|RBE-3057 0 キハ 48 6815(1536) JR 東海 1980706/* | 新潟 鉄工 所 
185|RBE-3601 Ii 6 キハ 58 7211 JR 西日本 1965/11/30 | 新潟 鉄工 所 
186|RBE-3602 0 BSh86 キハ 58 647 JR 西日本 1965705/14 | 新潟 鉄工 所 
187|RBE-3603 人 2 キハ 58 1113 JR 西日本 1968/06/20 | 新潟 鉄工 所 
188|RBE-3604 1 上 キハ 58 1044 JR 西日本 1967/07/15 | 新潟 鉄工 所 
189|RBE-3605 1 ie06 キハ 58 7209 JR 西日本 1965706/01 | 新潟 鉄工 所 
190|RBE-3606 1 92 キハ 58 1042 JR 西日本 1967707710 | 新潟 鉄工 所 
191|RBE-3607 和 和 キハ 58 1041 JR 西日本 1967/07/10 | 新潟 鉄工 所 
192| RBE-3608 人 68 キハ 58 1045 JR 西日本 1967/07/15 | 新潟 鉄工 所 
193|RBE-3609 6 0 キハ 58 1046 JR 西日本 1967/07/15 | 新潟 鉄工 所 
194|RBE-3610 1 398 キハ 58 645 JR 西日本 1965/04/28 | 富士重 工業 
195|RBE-3611 ST 8 キハ 58 1128 JR 西日本 1967/07/10 | 富士 重工 業 
196|RBE-3612 0 68 キハ 58 1120 JR 西日本 1968/06/25 | 富士 重工 業 
197|RBE-5001 0 ビー キハ 52 108 JR 東日本 1964702/14 | 新潟 鉄工 所 
198 は 0 2 BS キハ 52 109 JR 東日本 1964702714 | 新潟 鉄 エ 所 
199 は 0 物 BE キハ 52 126 JR 東日本 1965/10720 | 新潟 鉄工 所 
200|RBE-5004 1 6902 キハ 52 143 JR 東日本 1966/0802 | 新潟 鉄工 所 
201|RBE-5005 1 人 寺 WGMdhoi キハ 52 144 JR 東日本 1966/0802 | 新潟 鉄工 所 
202|RBE-5006 2 に キハ 52 145 JR 東日本 1966/08/11 | 新潟 鉄工 所 
203 0 0 二 EDR キハ 52 151 JR 東日本 1966/09726 | 新潟 鉄工 所 
204|RBE-5008 1 キハ 52 152 JR 東日本 1966709/26 | 新潟 鉄工 所 
205 |RBE-5009 2 た っ 0 キハ 652 153 JR 東日本 1966/09/26 | 新潟 鉄工 所 
206|RBE-5010 ia 5) キハ 58 1504 JR 東日本 1968/02/07 | 日 本 車両 製造 
207|RBE-5011 RI キハ 52 110 JR 東日本 196402/14 | 新潟 鉄工 所 
208|RBE-5012 0 キハ 52 141 JR 東日本 1966707/28 | 新潟 鉄工 所 
209|RBE-5013 簡便 ER キハ 652 146 JR 東日本 1966/08/11 | 新潟 鉄工 所 
210 RBE-5014 KS キハ 52 147 JR 東日本 1966/08711 | 新潟 鉄工 所 
21tlngEso5 |Z2F ウ ェ ー キハ 52 148 JR 東日本 1966/08711 | 新潟 鉄工 所 
212|RBE-5016 0 EE キハ 52 149 JR 東日本 1966/09719 | 新潟 鉄工 所 
213|RBE-5017 5 キハ 52 154 JR 東日本 1966/11/19 | 新潟 鉄工 所 
214|RBE-5018 1 キハ 52 155 JR 東日本 1966/11/19 | 新潟 鉄工 所 
NEBEDiahdiGil 5 1514 JR 東日本 19680426 | 富士重 工業 
216|RBE-5020 IS 5 キハ 58 1528 JR 東日本 1968/05/06 | 新潟 鉄工 所 
217|RBE-5021 1 8 キハ 182 106 JR 北 海道 1981/08/21 | 新潟 鉄工 所 
218|RBE-50zz に キハ 182 108 JR 北海 道 198109/04 | 新潟 鉄工 所 
219|RBE-5023 6W DWS キハ 182 1 JR 北海 道 1981/0821 | 新潟 鉄工 所 
220|RBE-5024 間 1 8 キハ 182 2 JR 北海 道 1981/08721 | 新潟 鉄工 所 
221 |RBE-5025 0 588 キハ 182 4 JR 北海 道 1981/0821 | 新潟 鉄工 所 
222 |RBE-5026 SW 8 キハ 182 5 JR 北海 道 1981/08721 | 新潟 鉄工 所 
223|RBE-5027 生 人 S 失 キハ 182 13 JR 北海 首 1981/09718 | 新潟 鉄工 所 
224 |RBE-5028 0 Mo キハ 182 17 JR 北海 道 1981/08/28 | 富士重 工業 
225|RBE-P50z9 キハ 181 27 JR 西日本 19707 ツ " 
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No. |MR 車 両 番号 | 所 属 基地 旧 車 両 形式 旧 車 両 番号 旧 所 属 事業 者 製造 日 車両 メー カ 
イン セイ ン DRC 1 
226|RBE-P5030 naein DRC キハ 181 45 JR 西日本 1971/ ツ 
マル ワゴン ae 主 生 
227|RBE-P5031 MafNWaB6D キハ 181 47 JR 西日本 1971/ ツ 富士 重工 業 
228 RBE-Psog2 |「 ン セイ ン DRC キハ 181 48 JR 西日本 1971/ ツ " 
nsein DRC 
マル ワゴン 二 
229|RBE-P5033 Mahiwagone キハ 181 49 JR 西日本 1971/ ツ 
230 RBE-50834 |「 ン セイ ン DRC キハ 180 22 JR 西日本 1969/ ツ " 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC ea 
231 |RBE-5035 naein DRC キハ 180 36 JR 西日本 1970/ ツ 
232 |RBE-5036 リン イン RC キハ 180 41 JR 西日本 197077“ 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 7 
233|RBE-5037 nsein DRC キハ 180 42 JR 西日本 1970/ ツ 
234|RBE-503g |「 ン セイ ン DRC キハ 180 45 JR 西日本 1970/7" | 富士 重工 業 
nsein DRC 
イン セイ ン DRC 7 
235 |RBE-5039 naein DRC キハ 180 48 JR 西日本 1970/ ツ 
マル ワゴン 本 
236 |RBE-5040 MaHNWaB6De キハ 180 49 JR 西日本 1970/ ツ 
マル ワゴン 
237|RBE-5041 MS9Gne キハ 180 77 JR 西日本 1971/ ツ 
マル ワゴン な 
238|RBE-5042 NHI2BGn キロ 180 4 JR 西日本 1969/ ツ 
イン セイ ン DRC 7 
239 |RBE-5043 Insein DRC キロ 180 12 JR 西日本 1970/ ツ 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 8 海道 苗穂 工場 
240 |RBE-5044 Pyinmana キハ 142 Z JR 北海 道 1992/ ツ JR 北海 道 苗穂 工場 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) 3 8 本 提 
241|RBE-5045 Pyinmana キハ 142 8 JH 北海 道 1992/ ツ JR 北海 道 苗穂 工場 
2421RBE-5046 生 キハ 142 9 JR 北海 道 1992/7*“ JR 北海 道 苗穂 工場 
243|RBE-5047 | コン キハ 142 10 JR 北海 道 1992/"" |JR 北 海道 苗穂 工場 
ピン マナ ( ネ ピ ド ー) MA 海道 苗穂 工場 
244|RBE-5048 Ma キハ 142 11 JR 北海 道 1992/ ツ JR 北海 道 苗穂 工場 
イワ タン 工場 3 / 知 首 苦 百 本 揚 
245 |RBE-5049 Ywahtaung Workshop キハ 142 12 JR 北海 道 19927“7 JR 北海 道 苗穂 工場 
マン ダレ ー 8 2 
246|RBE-5050 Mandlay キハ 142 2 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
247|nBE_5051 ンダ レー キハ 142 3 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
Mandalay 2 。 
ヒン タダ 8 ro 
248 |RBE-5052 Hinthada キハ 142 4 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
パコ ッ ク 3 填 首 苦 碧 提 
249 |RBE-5053 Pakokku キハ 142 13 JR 北海 道 JR 北海 道 苗穂 工場 
ミン ゲ エ 場 ミ 宣 十 重 
250 |RBE25001 Myitnge Workshop キハ 182 224 JR 北海 道 1981/09711 記 中 重工業 
ミン ゲ エ 場 の R コ 
251|RBE25002 Myitnge Workahop キハ 182 225 JR 北海 道 1982/05/28 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ 場 5 5 5 
252|RBE25003 Myitnge Workshop キハ 182 226 JR 北海 道 1982/05/28 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ エ 場 0 の 上 
253|RBE25004 MViige WaikhGB キハ 182 227 JR 北海 道 1982/05/28 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ 場 9 8 
254IRBE25005 MNTGE WafKah6D キハ 184 7 JR 北海 道 1982/08/27 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ 場 2 6 こ 
255|RBE25006 Myitnge Workshop キハ 184 JR 北海 道 1981/09/18 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ 場 e 避 
256 |RBE25007 Myitnge Workshop キハ 183 103 JR 北海 道 1981/09718 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ エ 場 隊 
257 |RBE25008 Myitnge Workshop キハ 183 1 JR 北海 道 1981/08/21 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ 場 5 1 コ 
258 |RBE25009 Myitnge Workahop キハ 183 2 JR 北海 道 1981/09/04 | 新潟 鉄工 所 
ミン ゲ エ エ 場 ミ 宣 十 重 
259|RBE25010 Myitnge Workshop キハ 183 207 JR 北海 道 1981/09/11 | 富士 重工 業 
ミン ゲ エ 場 ミ 宣 十 重 
260|RBE25011 Myitnge: Woikahop キハ 183 217 JH 北海 道 1982/08/20 | 富士 重工 業 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 
1|RBE-2501 |2001/12/26 |20030425 |Nissan PEeHTO3A SCR-091B-4B | 無 走行 不可 
2|RBE-2502 |2oo1/12e6 |zoos/0425 |Nissan PEeHTosA SCR-091B-4B | 有 移 働 ViP 
3lRBE-2503 |zoo403/31 |zoo4o701 |Nissan PEeHTosA SCR-091B-4B | 有 稼働 ViP 
4|RBE-2504 |20040331 |200407/01 |Nissan PE6HTO3A SCR-091B-4B | 有 稼働 VIP、CNG 試 験 車 
5lRBE-2505 |zoo4os/831 |zoo4o7/01 |Nissan PEeHTosA SCR-091B-4B | 有 走行 不可 |2008703 廃車 
6|RBE-2506 |200403431 |200411/29 |Nissan PE6HTO3A TACN-22-1108 | 無 走行 不可 
7|RBE-2507 |zoo4os/831 |zoo411/e9 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1108 | 無 稼働 
8lRBE-2508 |zoo4o3/831 |zoo11/e9 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1108 | 無 走行 不可 
9|RBE-2509 |zoo403/831 |zoo11/e9 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1108 | 無 走行 不可 
10|RBE-2510 。 |2o0412731 |2oo5/0622 |Nissan PEeHTo3 SCR-091B-4B | 無 走行 不可 
11|RBE-2511 |zoo412/81 |z0050e/22 |Nissan PE6HT03 SCR-091B-4B | 舞 稼働 
12|RBE-2512 |2oo5/09712 |zoo5/11/12 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1103C | 無 稼働 
18|RBE-2513 |zoo5/o9/12 |zoo5/11/12 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1103C | 無 移 働 
14|RBE-2514 |2oos5/09712 |zoo5/11/12 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1103C | 無 稼働 
15|RBE-2515 2005709/12 2005711/12 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103C | 無 走行 不可 廃車 予定 事故 車 
16|RBE-2516 2005709/12 2006/02/20 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103C | 有 稼働 VIP 
17|RBE-2517 |zoos/o9/12 |zooe/oz20 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1103C | 有 稼働 ViP 
18|RBE-2518 |2005/1209 |zooe/0220 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103C | 無 稼働 
19|RBE-2519 |2oos/1209 |zooe/oz20 |Nissan PEeHTosA TACN-22-1103C | 無 走行 不可 
20|RBE-2520 |2005/1209 |zo060220 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103C | 無 稼働 
21|RBE-2521 2005/12709 2006/02/20 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103C | 無 走行 不可 2008/03 水害 に より 廃車 
22|RBE-2522 2005/12709 2006/02/20 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103C | 無 走行 不可 エン ジン 換装 
23|RBE-2523 |2005/1209 |2006/0220 |Nissan PEeHTO8A TACN-22-1103C | 無 稼働 
24|RBE-2524 |2005/1281 |z0060220 |Nissan PEeHTO3 SCR-091B-4B | 有 稼働 VlP 
25 |RBE-2525 |2005/1205 |200608007 |Nissan PEeHTO8 TACN-22-1103 | 無 走行 不可 
26|RBE-2526 |2005/1205 |200608007 |Nissan PEeHTO3 TACN-22-1103 | 無 走行 不可 
27|RBE-2527 |2005/1209 |2006/0807 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103C | 無 移 働 M8 完 了 2016/01/29 
28|RBE-2528 |2005/1209 |20060807 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103C | 無 稼働 M8 完 了 2016/02/29 
29|RBE-2529 |200512711 |200702719 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1103C | 無 稼働 
30|RBE-2530 |200512711 |2007/02719 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1103C | 無 走行 不可 
31|RBE-2531 |20060201 |200702/19 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1103C | 無 稼働 
32|RBE-2532 |20060201 |200702/19 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1103C | 無 走行 不可 
33|RBE-2533 |2006/12/22 |z007/0609 |Nissan PEeHTO3A SCR-091A 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
34|RBE-2534 。 |2006/1209 |2007/0609 |KOMATSU DMF11HZ SCR-091B-4B | 無 走行 不可 
35|RBE-2535 |2006/1209 |2007/06009 |KOMATSU DMF11HZ SCR-091B-4B | 無 走行 不可 
36 |RBE-2536 2006/12731 2007/06709 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103C | 有 稼働 VIP 
37|RBE-2537 |200703431 |2007/0609 |Nissan PEeHTO8A TACN-22-1103C | 無 移 働 
38 |RBE-2538 |2006/12/22 |20070609 |Nissan PEeHTO3 SCR-091B-4B | 無 走行 不可 |VlP 
39|RBE-2539 |20060420 |2007/1015 |NIGATA DMF13HS DBR115 無 走行 不可 
40 Ce 20060420 |2o07/1015 |NleATA DMF1sHs DBR115 無 走行 不可 。 | 客車 化 2015708716 
41|RBE-2541 |20060420 |2007/1015 |NIGATA DMF13HS DBR115 無 走行 不可 
42|RBE-2542 |200870127 |200805/10 |INlGATA DMF13HS TACN-22-1103C | 無 走行 不可 
43|RBE-2543 |2008/03/18 |2008/0510 |NIGATA DMF13HZ TACN-22-1105 | 無 稼働 2015/03/20 JITI リ パワ ー 完 了 
44 Re 4 |20080318 |20080510 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105 | 無 走行 不可 | 客車 化 2015705731 
45 0 2008701/27 |zoo8/0510 |NlGATA DMF18HS TACN-22-1105 | 無 走行 不可 | 客車 化 201508716 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 

46| aaag48 |20080127 |200805710 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105 | 舞 走行 不可 。 | 容 車 化 201570531 
47|RBE-2547 |200870127 |200805/10 |INIGATA DMF13HS TACN-22-1105 | 無 走行 不可 

48|RBE-2548 |200870127 |200805/10 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103C | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
49|RBE-2549 |200801/27 |2008/0510 |Nissan PEeHTO8A TACN-22-1103C | 無 走行 不可 | 廃車 予定 
50|RBE-2550 。 |2006/1107 |200805/10 |INIGATA DMF13HS TACN-22-1105 | 無 稼働 

51|RBE-2551 |200803718 |2008/0510 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105 | 無 走行 不可 

52|RBE-2552 2009702708 2008710708 NIIGATA _DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 廃車 予定 
53|RBE-2553 |20090208 |2008/1008 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 走行 不可 | 廃車 予定 
54|RBE-2554 |200970208 |200810008 |NIGATA DMF13HZ TACN-22-1105B | 無 稼働 

55|RBE-2555 |20090208 |2008/1008 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 走行 不可 

56 |RBE-2556 |2008/12/20 |2008710008 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103B | 無 稼働 

57|RBE-2557 |200812/20 |2008/1008 |Nissan PE6HTO8A TACN-22-1103B | 無 稼働 

58|RBE-2558 |201070110 |201002/28 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 廃車 予定 
59|RBE-2559 2010701710 2010702/28 NIIGATA _DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 廃車 予定 
60|RBE-2560 |20107010 |201002/28 INIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 走行 不可 

61|RBE-2561 |201070110 |201002/28 NGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 走行 不可 

62|RBE-2562 |200971121 |z01002/28 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103B | 無 走行 不可 | 廃車 予定 
63|RBE-2563 2009711/21 2010/02/28 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103B | 無 走行 不可 廃車 予定 
64|RBE-2564 |20101226 |20110411 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 

65|RBE-2565 |20101226 |20110411 |INIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 

66|RBE-2566 |20101226 |2011/0411 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 廃車 予定 
67|RBE-2567 |200971214 zo110411 |Nissan PEeHTO3A TACN-22-1103B | 無 走行 不可 

68|RBE-2568 |2010712081 zo110411 |Nissan PEeHT03A TACN-22-1103B | 無 稼働 

69|RBE-2569 |200904080 |20110411 |Nissan PEeHTO3A SCR-091A 無 稼働 

70|RBE-2570 |zo11/0320 |2011/0411 |Nissan PEeHTO8A SCR-091A 無 稼働 

71|RBE-2571 |2010703481 |20110411 |NIGATA DMF15HSA DW10 無 走行 不可 

72|RBE-2572 |z01003431 |2011/0411 |NIGATA DMF15HSA DwW1o 無 走行 不可 

73 0 2010003731 |2o11/0411 INlGATA DMF15HsA DW10 無 走行 不可 。 | 客車 化 2015708716 
74|RBE-2574 |zo1003431 |2011/0411 |NIGATA DMF15HSA DwW1o 無 走行 不可 

75 8 2012/1217 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 舞 走行 不可 。 | 客車 化 2015705731 
76|RBE-2576 2012711/15 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 

7 の 201271115 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 走行 不可 。 | 客車 化 2015705731 
78|RBE-2578 2012711/15 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 

79|RBE-2579 2012711/15 |NIGATA DMF13HS TACN-22-1105B | 無 稼働 

80|RBE-2580 2012711/15 |Nissan PE6HTO8A TACN-22-1103B | 有 稼働 ViP 
81|RBE-2581 2012711/15 |Nissan PE6HTO8A TACN-22-1103B | 有 稼働 ViP 
82|RBE-2582 2012711/22 |NIGATA DMF13HS DF115A 無 稼働 

83|RBE-2583 2012711/22 |NIGATA DMF13HS DF115A 無 稼働 

84|RBE-2584 2012711/22 |NIGATA DMF13HS DF115A 無 稼働 

85 |RBE-2585 2012711/22 |NIGATA DMF13HS DF115A 無 稼働 

86 |RBE-2586 2012711/22 |NIGATA DMF13HS DF115A 無 稼働 

87 |RBE-2587 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 整備 中 

88 |RBE-2588 2012711/22 |NIGATA DMF15HSA Dw1o 無 稼働 

89|RBE-2589 2012711/22 |NIGATA DMF15HSA DW10 無 稼働 

90|RBE-2590 2012711/22 |NIGATA DMF15HSA DwW1o 無 稼働 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 
91|RBE-2591 2013703/81 2014/10703 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103B | 有 稼働 
92|RBE-2592 2012711714 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
93|RBE-2593 2012711714 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
94|RBE-2594 2012/11/22 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
95|RBE-2595 2012/11/22 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
96|RBE-2596 2012/11/22 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
97|RBE-2597 2012/12705 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 無 稼働 
98|RBE-2598 2012711714 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HZ N-DW14B 有 稼働 
99|RBE-2599 2012/11/22 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HZ N-DW14B 有 稼働 
100|RBE-25100 |2012/12/05 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HZ N-DW14B 有 稼働 
101|RBE-25101 |2012/12/20 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 有 稼働 
102|RBE-25102 |2012/12706 2014705/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 有 稼働 
103|RBE-25103 |2012/12/20 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 有 稼働 
104|RBE-25104 |2012/12706 2014705/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 有 稼働 
105|RBE-25105 |2012/12/20 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS DF115A 有 稼働 
106|RBE-25106 |2012/12705 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HZ N-DW14B 有 稼働 
107|RBE-25107 |2012/12705 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HZ N-DW14B 有 稼働 
108|RBE-25108 |2014703731 2015705/12 Nissan PE6HT03A TACN-22-1103B | 有 稼働 
109|RBE-25109 |2015707/25 2015/08/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
110|RBE-25110 |2015707/25 2015708/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
111|IRBE-25111 |2015707/20 2015708/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
112|IRBE-25112 |2015707/20 2015708/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
113|IRBE-25113 |2015707/20 2015/08/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
114|RBE-25114 |2015707/25 2015708/20 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
115|RBE-25115 |2015709715 2015/10/22 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
116|RBE-25116 |2015709/22 2015/10/22 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
117|RBE-25117 |2015709715 2015/10/22 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
118|RBE-25118 |2015709708 2015/10/22 NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 稼働 
119|RBE-25119 2016/02/23 2016/03/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
120|RBE-25120 2016702/17 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
121|RBE-25121 |2016/02715 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
122|RBE-25122 2016702/15 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
123|RBE-25123 |2016/02717 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
124|RBE-25124 2016702/15 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
125|RBE-25125 |2016/02/17 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
126|RBE-25126 |2016702/23 2016703/* NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
127|RBE-25127 |2016/02/23 2016703/“ NIIGATA _DMF15HSA DW10 無 整備 中 
128|RBE-3001 2009703/14 2008/10708 NIIGATA _DMF13HZ TACN22-1613A | 有 稼働 
129|RBE-3002 2009703714 2008/10708 NIIGATA _DMF13HZ TACN22-1613A | 有 稼働 
130|RBE-3003 2009703/14 2008/10708 NIIGATA _DMF13HZ TACN22-1613A | 有 稼働 
131 RBE-3004 2014/03781 2015705/12 NIIGATA _DMF13HZ TACN22-1613A | 有 稼働 
132|RBE-3005 2014703/81 2015705/12 NIIGATA _DMF13HZ TACN22-1613A | 有 稼働 
133|RBE-3006 2015704/10 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
134 |RBE-3007 2015/04707 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
135|RBE-3008 2015704707 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 
136|RBE-3009 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
137|RBE-3010 2015/04/10 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
138|RBE-3011 2015/04/10 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
139|RBE-3012 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 

140 |RBE-3013 2015/04707 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
141|RBE-3014 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
142|RBE-3015 2015/04/07 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
143|RBE-3016 2015/04707 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 

144 |RBE-3017 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
145|RBE-3018 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 走行 不可 
146|RBE-3019 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
147|RBE-3020 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 
148|RBE-3021 2015/04707 2015705/12 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 稼働 

149 |RBE-3022 2015/03/23 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
150|RBE-3023 2015703/23 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 走行 不可 
151 |RBE-3024 2015/03/23 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
152|RBE-3025 2015/04708 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
153|RBE-3026 2015/04/28 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 

154 |RBE-3027 2015/03/23 2015705/12 Cummins C-DMF14HZ C-DW14A 有 稼働 
155|RBE-3028 2015704708 2015705/12 Cummins C-DMF14HZ C-DW14A 有 稼働 
156|RBE-3029 2015/04/28 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
157|RBE-3030 2015/03/23 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
158|RBE-3031 2015704/03 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
159|RBE-3032 2015704703 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 走行 不可 
160|RBE-3033 2015704/08 2015705/12 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
161|RBE-3034 2015703/02 2015705/12 KOMATSU SA6D125H-1A KTF3335A-2A | 有 稼働 ステ ン レ ス 車 体 
162|RBE-3035 2015708/06 2015709705 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 整備 済 
163|RBE-3036 2015708/06 2015709705 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 整備 済 
164|RBE-3037 2015708706 2015/09705 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 整備 済 
165|RBE-3038 2015708/06 2015709705 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 整備 済 
166|RBE-3039 2015708/06 2015709705 Cummins C-DMF14HZA C-DW15 有 整備 済 
167|RBE-3040 2015/07/81 2015709705 Cummins C-DMF14HZ C-DW14A 有 整備 済 
168|RBE-3041 2015/07/27 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
169|RBE-3042 2015/07/27 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
170|RBE-3043 2015/07/07 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
171|RBE-3044 2015/07/29 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
172|RBE-3045 2015/07/07 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
173|RBE-3046 2015/07/29 2015709705 Cummins C-DMF14HZ C-DW14A 有 稼働 

174 |RBE-3047 2015707/07 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
175|RBE-3048 2015/07/07 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
176|RBE-3049 2015/07/27 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 走行 不可 
177|RBE-3050 2015707/07 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
178|RBE-3051 2015/07/27 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
179|RBE-3052 2015/07/29 2015/09705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
180|RBE-3053 2015707/81 2015709705 Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 
181|RBE-3054 |2015/0729 |201570905 |Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 

182|RBE-3055 |20150727 |2015/0905 |Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 移 働 

183|RBE-3056 |20150731 |2015/0905 |Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 

184|RBE-3057 |2015/0729 |2015/0905 |Cummins C-DMF14HZB C-DW14A 有 稼働 

185|RBE-3601 |2005/0318 |2005/0522 |DMH17X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
186|RBE-3602 2005702/18 2005/05/22 DMH17 X 2 DF115A X 2 無 走行 不可 廃車 予定 
187|RBE-3603 |2005/0318 |20050503 |DMH17X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
188|RBE-3604 |2005001/19 |2005/0227 |DMH17X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 | 廃車 予定 
189|RBE-3605 |2005/0318 |20050503 |DMH17X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 廃車 予定 
190|RBE-3606 |2005/0318 |200505/22 |DMH17X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
191|RBE-3607 |2005001/19 |2005/0227 |DMH17X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 | 廃車 予定 
192|RBE-3608 |2005001/19 |2005/0227 |DMH17X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 廃車 予定 
193|RBE-3609 |2005001/19 |2005/0227 |DMH17X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
194|RBE-3610 2005702/18 2005705/10 DMH17 X 2 DF115A X2 無 走行 不可 廃車 予定 
195|RBE-3611 2005702/18 2005705/10 DMH17 X 2 DF115A X 2 無 走行 不可 廃車 予定 
196|RBE-3612 |2005/0218 |2005/0510 |DMH17X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 | 廃車 予定 
197|RBE-5001 |20070909 |2007/1015 |KOMATSU DMF11HZ X 2 DF115AX2 | 無 稼働 

198 は 20070909 |20071015 KoMATSU DMF11HZ X 2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 客車 化 
199 は 2007/12702 |z008/02/22 KOMATSU DMF11HZ X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 客車 化 
200|RBE-5004 |20071202 |zoo8/02222 |NlGATA DMF13Hz X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 。 | 廃車 予定 
201|RBE-5005 |zoo7/1209 |200802222 |KOMATSU DMF11HZ X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 廃車 予定 
202|RBE-5006 |200712009 |2o0802222 |kKOMATSU DMF11HZ X2 DF115AX2 | 無 稼働 

203 Py 2007/12/09 |z008/02/22 |NIGATA DMF13HZ X 2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 | 客車 化 2015705731 
204|RBE-5008 |200712009 |zoo8/0222 |NlGATA DMF13Hz X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 
205|RBE-5009 |zoo7/1209 |20080222 |KOMATSU DMF11HZ X2 DF115AX2 | 無 移 働 

206|RBE-5010 |20071202 |2o0802221 |kKOMATSU DMF11HZ X2 DF115AX2 | 無 走行 不可 

207|RBE-5011 |zoo7/1202 |200802229 |KOMATSU DMF11HZ X 2 DF115AX2 | 舞 移 働 

208|RBE-5012 2007/12702 2008/02/29 KOMATSU _DMF11HZ X 2 DF115A X2 無 稼働 廃車 予定 
209|RBE-5013 |zoo7/1209 |200802229 |NIGATA DMF13HZ X 2 DF115AX2 | 舞 稼働 

210|RBE-5014 2007/12709 2008/02/29 KOMATSU_DMF11HZ X 2 DF115A X 2 無 稼働 廃車 予定 
211|RBE-5015 |zoo7/1209 |z0080229 |NIGATA DMF13HZ X 2 DF115AX2 | 無 稼働 廃車 予定 
212|RBE-5016 |20071202 |zoo8/02229 |NlGATA DMF13HZ X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 
213|RBE-5017 |zoo7/1209 |20080229 |NIGATA DMF13HZ X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 
214|RBE-5018 |200712009 |zoo8/02229 |NlGATA DMF13Hz X 2 DF115AX2 | 無 走行 不可 

215 は 。 |z00771202 |20080221 |NIGATA DMF1SHZ X2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 客車 化 201508716 
216|RBE-5020 |200712002 |2oo8/0221 INlGATA DMF13Hz X 2 DF115AX2 | 舞 走行 不可 。 | 廃車 予定 
217|RBE-5021 |zoog/os/17 |zo1o/10009 |NlGATADML3OHSI DW9A 有 走行 不可 
218|RBE-5022 |zoog/o3/17 |zo1o/10009 |NlGATADML3OHSI DW9A 有 走行 不可 
219|RBE-5023 |zo1o/os/24 |zo1o712718 |NlGATADML30HSI DW9A 有 整備 中 

220|RBE-5024 |zo1o/03/24 |zo1o712718 |NlGATADML30HSI DW9A 有 整備 中 

221|RBE-5025 |zo1o/os/24 |zo1o712718 |NlGATADML3OHSI DW9A 有 整備 中 

222|RBE-5026 |zo1o/03/24 |zo1071218 |NlGATADML30HSI DW9A 有 整備 中 

223|RBE-5027 |zo1o/03/24 |zo1o712718 |NlGATADML30HSI DW9A 有 整備 中 

224|RBE-5028 |zo1o/03/24 |zo1o71218 |NlGATADML30HSI DW9A 有 整備 中 

225|RBE-P5029 |2o1270208 |zo1204004 |NlGATA DML30HSE, DMF15HSG |DW4E 有 走行 不可 
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No. |MR 車 両 番号 | 日 本 で の 廃車 日 IMR へ の 譲渡 日 | エン ジン 型式 変速 機 型式 冷房 使用 状況 

226|RBE-P5030 |2012/02/08 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE, DMF15HSG |DW4D 有 走行 不可 

227 |RBE-P5031 |2012/02/08 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE, DMF15HSG |DW4E 有 走行 不可 

228|RBE-P5032 |2012/02/08 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE, DMF15HSG |DW4C 有 走行 不可 

229|RBE-P5033 |2012/02/08 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE, DMF15HSG |DW4E 有 走行 不可 

230|RBE-5034 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE DW4C 有 走行 不可 

231|RBE-5035 2012702708 2012704704 NIIGATA _DML30HSI DW4F 有 走行 不可 

232|RBE-5036 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE DW4E 有 走行 不可 

233|RBE-5037 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE DW4 有 走行 不可 

234|RBE-5038 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSI DW4D 有 走行 不可 

235|RBE-5039 2012702/08 2012704704 NIIGATA _DML30HSE DW4E 有 走行 不可 

236|RBE-5040 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSI DW4E 有 走行 不可 

237|RBE-5041 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSE DW4E 有 走行 不可 

238|RBE-5042 2012/02708 2012/04704 NIIGATA _DML30HSI DW4C 有 走行 不可 

239|RBE-5043 2012/02708 2012704704 NIIGATA _DML30HSI DW4C 有 走行 不可 

240|RBE-5044 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X 2 無 稼働 50 系 客車 の DC 化 改造 車 
241|RBE-5045 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

242|RBE-5046 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

243|RBE-5047 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

244|RBE-5048 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

245|RBE-5049 2012/11/22 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X 2 無 整備 中 

246|RBE-5050 2012711714 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

247|RBE-5051 2012711714 2014705/25 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

248|RBE-5052 2012/11/22 2014/05/25 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

249|RBE-5053 2012/12705 2014705/25 NIIGATA _DMF13HS X 2 DF115A X2 無 稼働 

250|RBE25001 2008/03717 2009/10710 NIIGATA _DMF18HZ N-DW17 有 走行 不可 旧 RBE25101 
251|RBE25002 2008703/17 2009710710 NIIGATA _DMF18HZ N-DW17 有 走行 不可 旧 RBE25102 
252|RBE25003 2008/03717 2009710710 NIIGATA _DMF18HZ N-DW17 有 走行 不可 I 旧 RBE25103 
253|RBE25004 2008703/17 2009710710 NIIGATA _DMF18HZ N-DW17 有 走行 不可 旧 RBE25104 
254 |RBE25005 2008/03717 2009/10710 NIIGATA DMF15HSA X 2 DW10 有 走行 不可 旧 RBE25105 
255|RBE25006 2008703/17 2009710710 NIIGATA _DMF15HSA X 2 DW10 有 走行 不可 旧 RBE25106 
256|RBE25007 2010703/24 2010/12/18 NIIGATA DMF15HSA X 2 DW10 有 整備 中 旧 RBE25201 
257 |RBE25008 2010703/24 2010712/18 NIIGATA DMF15HSA X 2 DW10 有 整備 中 旧 RBE25108 
258 |RBE25009 2010703/24 2010/12/18 NIIGATA DMF15HSA X 2 DW10 有 整備 中 旧 RBE25109 
259|RBE25010 2010703/24 2010/12/18 NIIGATA _DMF13HZG X 2 N-DW14C 有 整備 中 旧 RBE25110 
260|RBE25011 2010703/24 2010/12718 NIIGATA _DMF13HZG X 2 N-DW14C 有 整備 中 旧 RBE25111 
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X | 該当 未 調査 車両 また は 客車 改造 車両 
車体 運転 室 床下 配管 配線 
9 

No. | MR 車両 番号 | | 半 | 史 | 和紀 | さ | 計 | 間 | 氏 |w| 各 閣 | 衣 | 氏 | 半 き 閣 | 肛 | 計 | 間 | | 重 

91 |RBE-2591 

921RBE-2592 

931RBE-2593 

94 |RBE-2594 

95|RBE-2595 

96|RBE-2596 

97 |RBE-2597 

98|RBE-2598 X X X X X 

99|RBE-2599 X X X X X 
100|RBE-25100 X X X X X 
101|RBE-25101 

1021IRBE-25102 

103|RBE-25103 

104|RBE-25104 

105|RBE-25105 

106|RBE-25106 X X X X X 
107|RBE-25107 X X X X X 
108|RBE-25108 

109|RBE-25109 X X X X X 
110|RBE-25110 X X X X X 
111|RBE-25111 X X X X X 
1121RBE-25112 X X X X X 
113IRBE-25113 X X X X X 
1141RBE-25114 X X X X X 
115|RBE-25115 X X X X X 
116|RBE-25116 X X X X X 
117|IRBE-25117 X X X X X 
118|RBE-25118 X X X X X 
119|RBE-25119 X X X X X 
1201RBE-25120 X X X X X 
121 1RBE-25121 X X X X X 
1221RBE-25122 X X X X X 
123|RBE-25123 X X X X X 
1241RBE-25124 X X X X X 
125|RBE-25125 X X X X X 
126|RBE-25126 X X X X X 
127|RBE-25127 X X X X X 
128|RBE-3001 X X X X X 
129IRBE-3002 

130IRBE-3003 

131IRBE-3004 X X X X X 
1321IRBE-3005 X X X X X 
133IRBE-3006 X X X X X 
134IRBE-3007 X X X X X 
135IRBE-3008 X X X X X 










































































付録 -15 





RBE 状 態 (1) 










































































































































































X | 該当 未 調査 車両 また は 客車 改造 車両 
車体 運転 床下 配管 配線 
ーー 

No. |MR 還 両 番号 | | 半 | 旨 | 和紀 | さ | 計 | 間 | 氏 |w| 各 庄 | 衣 | 百 | 半 き 閣 | 肛 | 計 | 間 | | 重 
136 |IRBE-3009 X X X X X 
137IRBE-3010 X X X X X 
138|RBE-3011 X X X X X 
139IRBE-3012 X X X X X 
140IRBE-3013 X X X X X 
141IRBE-3014 X X X X X 
142IRBE-3015 X X X X X 
143IRBE-3016 X X X X X 
144IRBE-3017 X X X X X 
145IRBE-3018 X X X X X 
146IRBE-3019 X X X X X 
147IRBE-3020 X X X X X 
148|RBE-3021 X X X X X 
149IRBE-3022 X X X X X 
150IRBE-3023 X X X X X X 
151|RBE-3024 
1521IRBE-3025 
153IRBE-3026 X X X X X 
154|RBE-3027 
155IRBE-3028 X X X X X 
156 |IRBE-3029 
157IRBE-3030 X X X X X 
158 |RBE-3031 X X X X X 
159IRBE-3032 X X X X X 
160IRBE-3033 X X X X X 
1611IRBE-3034 X X X X X 
1621IRBE-3035 X X X X X 
163IRBE-3036 X X X X X 
164IRBE-3037 X X X X X 
165IRBE-3038 X X X X X 
166|RBE-3039 X X X X X 
167|IRBE-3040 X X X X X 
168|RBE-3041 
169IRBE-3042 
170IRBE-3043 
1711RBE-3044 
172IRBE-3045 
173IRBE-3046 
1741IRBE-3047 X X X X X 
175IRBE-3048 
176|IRBE-3049 X X X X X 
177|IRBE-3050 
178|RBE-3051 
179IRBE-3052 
180IRBE-3053 










































































付録 -16 





RBE 状 態 (1) 














未 調査 車 








] ま た は 客車 改造 車 








No. 





MR 車両 番 


dh 


車体 


床下 


還 
喘 


配線 





菌 名 間 12 


下 
蘭 


用 只 忍 基 


窪 普 


太 財 d ぐ | 


狂 国 到 時 


劉 


た 3 


半 右 屋 習 
訓 半 


Mil 
晃 


坪 角 上 12 


冠 


劉 


骨 応 隊 


導 る と 


義 名 上 14 


劉 


冠 


名 上 14 


だ 


般 其 





18 


RBE-3054 





182 


RBE-3055 





183 


RBE-3056 





184 


RBE-3057 





185 


RBE-3601 





186 


RBE-3602 





187 


RBE-3603 





188 


RBE-3604 





189 


RBE-3605 





190 


RBE-3606 





191 


RBE-3607 





192 


RBE-3608 





193 


RBE-3609 





194 


RBE-3610 





195 


RBE-3611 





196 


RBE-3612 





197 


RBE-5001 





198 


RBE-5002 
ーRBT-5002 





199 


RBE-5003 
ー つ RBT-5003 





200 


RBE-5004 





201 


RBE-5005 





202 


RBE-5006 





203 


RBE-5007 
ー つ RBT-5007 





204 


RBE-5008 





205 


RBE-5009 





206 


RBE-5010 





207 


RBE-5011 





208 


RBE-5012 





209 


RBE-5013 





210 


RBE-5014 





211 


RBE-5015 





212 


RBE-5016 





213 


RBE-5017 





214 


RBE-5018 





215 


RBE-5019 
ーRBT-5019 





216 


RBE-5020 





217 


RBE-5021 





218 


RBE-5022 





219 


RBE-5023 





220 


RBE-5024 








221 


RBE-5025 





222 


RBE-5026 





223 


RBE-5027 





224 


RBE-5028 





225 





RBE-P5029 







































































付録 -17 





RBE 状 態 (1) 














未 調査 車 








] ま た は 客車 改造 車両 








No. 





MR 車両 番 


dh 


車体 


床下 


一 
嘩 


配線 





世 名 間 12 


下 
蘭 


用 只 忍 基 


窪 普 


太 財 d ぐ | 


狂 国 到 時 


劉 


た だ 3 


半 右 琶 習 
征 半 


Mi 
晃 


久 骨 12 


守 


劉 


骨 応 職 


導 る と 


名 上 14 


劉 


冠 


名 上 14 


だ 


般 其 





226 


RBE-P5030 





227 


RBE-P5031 


< 


< 


< 


< 


< 





228 


RBE-P5032 





229 


RBE-P5033 





230 


RBE-5034 





231 


RBE-5035 





232 


RBE-5036 





233 


RBE-5037 





234 


RBE-5038 





235 


RBE-5039 





236 


RBE-5040 





237 


RBE-5041 





238 


RBE-5042 





239 


RBE-5043 





240 


RBE-5044 





241 


RBE-5045 





242 


RBE-5046 





243 


RBE-5047 





244 


RBE-5048 





245 


RBE-5049 





246 


RBE-5050 





247 


RBE-5051 





248 


RBE-5052 





249 


RBE-5053 





250 


RBE25001 





251 


RBE25002 





252 


RBE25003 





253 


RBE25004 





254 


RBE25005 





255 


RBE25006 





256 


RBE25007 





257 


RBE25008 





258 


RBE25009 





259 


RBE25010 








260 





RBE25011 







































































付録 -18 





RBE 状 態 (2) 














未 調査 車 








] ま た は 客車 改造 車 





叶 





No. 





MR 車両 番 


FI 


エン ジン 


政 
同 


取 外 部 品 


ロロ 





菌 名 毅 12 


ルー ロ と 


劉 


劉 


世 名 姜 12 


劉 


た だ 3 


中 動 藻 


ター エ ぐ へ と 


上 灰 琲 


千野 堂 吉 


卓 中 くべ くべ エ 


ー イ fi 


子 ーー の メア エ 





RBE-2501 





RBE-2502 


< 


< 





RBE-2503 





RBE-2504 





RBE-2505 





RBE-2506 





RBE-2507 





RBE-2508 





RBE-2509 





10 


RBE-2510 





11 


RBE-2511 





12 


RBE-2512 





13 


RBE-2513 





14 


RBE-2514 





15 


RBE-2515 





16 


RBE-2516 





17 


RBE-2517 





18 


RBE-2518 





19 


RBE-2519 





20 


RBE-2520 





21 


RBE-2521 





22 


RBE-2522 





23 


RBE-2523 





24 


RBE-2524 





25 


RBE-2525 





26 


RBE-2526 





27 


RBE-2527 





28 


RBE-2528 





29 


RBE-2529 





30 


RBE-2530 





31 


RBE-2531 





32 


RBE-2532 





33 


RBE-2533 





34 


RBE-2534 





35 


RBE-2535 





36 


RBE-2536 





37 


RBE-2537 





38 


RBE-2538 





39 


RBE-2539 





40 


RBE-2540 
ーRBT-2540 





41 


RBE-2541 





42 


RBE-2542 





43 


RBE-2543 





44 


RBE-2544 
ーRBT-2544 








45 





RBE-2545 
ーRBT-2545 
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RBE 状 態 (2) 














未 調査 車 








] ま た は 客車 改造 車 





叶 





No. 





MR 車両 番 


dh 


エン ジン 


政 
同 


取 外 部 品 





三 名 毅 12 


ルー ロ と 


劉 


劉 


世 名 姜 12 


劉 


た だ 3 


中 動 藻 


ター エ ぐ へ と 


上 灰 琲 


狼 暗 堂 吉 


EEYYYZ や ョ 


ー イ fi 


子 ーー の メア エ 





46 


RBE-2546 
ー つ RBT-2546 





47 


RBE-2547 


< 


< 


< 





48 


RBE-2548 





49 


RBE-2549 





50 


RBE-2550 





51 


RBE-2551 





52 


RBE-2552 





53 


RBE-2553 





54 


RBE-2554 





55 


RBE-2555 





56 


RBE-2556 





57 


RBE-2557 





58 


RBE-2558 





59 


RBE-2559 





60 


RBE-2560 





61 


RBE-2561 





62 


RBE-2562 





63 


RBE-2563 





64 


RBE-2564 





65 


RBE-2565 





66 


RBE-2566 





67 


RBE-2567 





68 


RBE-2568 





69 


RBE-2569 





70 


RBE-2570 





71 


RBE-2571 





72 


RBE-2572 





73 


RBE-2573 
ーRBT-2573 





74 


RBE-2574 





75 


RBE-2575 
ーRBT-2575 





76 


RBE-2576 





77 


RBE-2577 
ーRBT-2577 





78 


RBE-2578 





79 


RBE-2579 





80 


RBE-2580 





81 


RBE-2581 





82 


RBE-2582 





83 


RBE-2583 





84 


RBE-2584 





85 


RBE-2585 





86 


RBE-2586 





87 


RBE-2587 





88 


RBE-2588 





89 


RBE-2589 








90 





RBE-2590 
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RBE 状 態 (2) 










































































































































































X | 該当 未 調査 車両 また は 客車 改造 車両 
ェ エン ジン 変速 機 ” | 台車 取 外 部 品 
軸 B H 
No lm | 滞 |] せ |ml き |ml き lmlwl き BWS| 民 上 邊 | き | ミ | 肖 | き | 引き | さ 
滞 | マ 回 国有 NRWR 表 EsS 間 9 状 間 吊 03 則 
人 + 
91|RBE-2591 
921RBE-2592 
93|RBE-2593 
94|RBE-2594 
95|RBE-2595 
96|RBE-2596 
97|RBE-2597 
98|RBE-2598 X X X 
99|RBE-2599 X X X 
100|RBE-25100 X X X 
101|RBE-25101 
102|RBE-25102 
103|RBE-25103 
104|RBE-25104 
105|RBE-25105 
106|RBE-25106 X X X 
107|RBE-25107 X X X 
108|RBE-25108 
109|RBE-25109 X X 
110|RBE-25110 X X 
1111RBE-25111 X X 
1121RBE-25112 X X 
113|RBE-25113 X X 
114|RBE-25114 X X 
115|RBE-25115 X X 
116|RBE-25116 X X 
117|RBE-25117 X X 
118|RBE-25118 X X 
119|RBE-25119 X X 
120|RBE-25120 X X 
1211RBE-25121 X X 
1221RBE-25122 X X 
123|RBE-25123 X X 
124|RBE-25124 X X 
125|RBE-25125 X X 
126|RBE-25126 X X 
127|RBE-25127 X X 
128|RBE-3001 X X X 
129|RBE-3002 
130|RBE-3003 
131|RBE-3004 X X X 
1321RBE-3005 X X X 
133|RBE-3006 X X X 
134|RBE-3007 X X X 
135|RBE-3008 X X X 







































































付録 -2 





RBE 状 態 (2) 










































































































































































X | 該当 未 調査 車両 また は 客車 改造 車両 
エン ジン 変速 機 台車 取 外 部 品 
財 B H 
wlewmsa | き |『|m| き |ml き lmlsl き | は | 介 衣 11S| ミ |W 衣 ls 
意 + 
136|RBE-3009 X X X 
137IRBE-3010 X X X 
138|RBE-3011 X X X 
139IRBE-3012 X X X 
140IRBE-3013 X X X 
1411RBE-3014 X X X 
1421RBE-3015 X X X 
143IRBE-3016 X X X 
144|RBE-3017 X X X 
145IRBE-3018 X X X 
146IRBE-3019 X X X 
147|RBE-3020 X X X 
148|RBE-3021 X X X 
149|RBE-3022 X X X 
150 |RBE-3023 X X X 
151|RBE-3024 
152|RBE-3025 
153|RBE-3026 4 X X 
154|RBE-3027 
155|RBE-3028 4 X X 
156 |RBE-3029 
157 |RBE-3030 X X X 
158|RBE-3031 X X X 
159|RBE-3032 X X X 
160|RBE-3033 4 X X 
1611IRBE-3034 X X X 
1621IRBE-3035 X X X 
163|RBE-3036 X X X 
164IRBE-3037 X X X 
165|RBE-3038 X X X 
166 |RBE-3039 X X X 
167|IRBE-3040 X X X 
168|RBE-3041 
169IRBE-3042 
170|RBE-3043 
1711RBE-3044 
172|RBE-3045 
173|RBE-3046 
174|IRBE-3047 X X X 
175|RBE-3048 
176|IRBE-3049 X X X 
177|RBE-3050 
178|RBE-3051 
179|RBE-3052 
180|RBE-3053 
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RBE 状 態 (2) 











X | 該当 未 調査 車両 また は 客車 改造 車 

















75204 変速 機 台 


冊 


取 外 部 品 


叶 








No. |MR 車 両 番 


dh 
三 名 毅 12 
ル \/ー ロ と 
劉 
菌 名 角 12 
劉 
世 名 姜 12 
劉 
た だ 3 
中 動 藻 
へ 
鈴 可 弟 
ター エ ぐ と 
上 灰 琲 
千野 堂 吉 
則 陣 くく くべ エ 





18 


RBE-3054 





182|RBE-3055 





183|RBE-3056 





184|RBE-3057 X X X 





185|RBE-3601 X X X 





186 |RBE-3602 X X X 





187 |RBE-3603 X X 





188|RBE-3604 X X X 





189|RBE-3605 X X X 





190|RBE-3606 X X X 





191|IRBE-3607 X X X X X 





192|RBE-3608 X X X 





193|RBE-3609 





194 |RBE-3610 X X X 





195|RBE-3611 X X X 





196 |RBE-3612 X X X 





197 |RBE-5001 X X 





RBE-5002 


1 ーRBT-5002 





RBE-5003 


199 ー つ RBT-5003 





200|RBE-5004 X X 





201|RBE-5005 X X X X 





202|RBE-5006 





RBE-5007 


203 ー つ RBT-5007 





204|RBE-5008 X X X 





205|RBE-5009 





206|RBE-5010 X X X X X 





207|RBE-5011 X X X 





208|RBE-5012 





209|RBE-5013 X X 





210|RBE-5014 





2111RBE-5015 





2121RBE-5016 X X 





213|RBE-5017 X X X 





214|RBE-5018 X X X 





RBE-5019 


る 5 ー つ RBT-5019 





216|RBE-5020 X X 





217|RBE-5021 X X X 





218|RBE-5022 X X X 





219|RBE-5023 X X X 





220 |RBE-5024 X X X 





221 |RBE-5025 X X X 





2221RBE-5026 X X X 





223|RBE-5027 X X X 





224|RBE-5028 X X X 








225|RBE-P5029 





















































付録 -23 


ー イ fi 
問 典 重 
テ 
子 一 の エ 























RBE 状 態 (2) 














未 調査 車 








] ま た は 客車 改造 車 





本 





No. 





MR 車両 番 


dh 


エン ジン 


政 
同 


取 外 部 品 





菌 名 毅 12 


ルー ロ と 


劉 


劉 


世 名 姜 12 


劉 


た 3 


中 動 藻 


ター エ ぐ へ と 


上 秋 琲 


狼 暗 堂 吉 


卓 中 くく べ エ 


ー イ fi 


エー の メア エ 





226 


RBE-P5030 





227 


RBE-P5031 


< 


< 


< 





228 


RBE-P5032 





229 


RBE-P5033 





230 


RBE-5034 





231 


RBE-5035 





232 


RBE-5036 





233 


RBE-5037 





234 


RBE-5038 





235 


RBE-5039 





236 


RBE-5040 





237 


RBE-5041 





238 


RBE-5042 





239 


RBE-5043 





240 


RBE-5044 





241 


RBE-5045 





242 


RBE-5046 





243 


RBE-5047 





244 


RBE-5048 





245 


RBE-5049 





246 


RBE-5050 





247 


RBE-5051 





248 


RBE-5052 





249 


RBE-5053 





250 


RBE25001 





251 


RBE25002 





252 


RBE25003 





253 


RBE25004 





254 


RBE25005 





255 


RBE25006 





256 


RBE25007 





257 


RBE25008 





258 


RBE25009 





259 


RBE25010 








260 





RBE25011 
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